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序章　竜を呼ぶ者たち







　王都セントウッド東部カラセナ。

　深い闇やみが辺りを包つつみ込む深夜。

　農地が広がり、遠くには点々と民家が見える丘おかの上で、複数の人ひと影かげがうごめいていた。

　丘に聳そびえる大樹の下に小さな祠ほこらがあり、その中には農耕の神ルクルアの木像が祭られていた。一人の男がその木像を両手に取る。そして男は木像に思い切り力を込める。人型をしたルクルアの木像は首のあたりでぽきりと折れてしまった。

　すると、それまであたりに立ち込めていた清せい浄じような空気が、揺ゆらぎ薄うすまっていく。

　その変化を感じ取った男は大樹の上を見て頷うなずくと、先に上で待機していた三人がそれを確かく認にん。さらに男はその後で木の洞うろに粘ねん土どで作った竜の置物を丁てい寧ねいに置いた。すると木の上の三人は声を潜ひそめ呪じゆ文もんを唱えていく。

「「「遍あまねく世界を統すべる源よ。古いにしえの契けい約やく、八はつ戒かいの一いつ対つい。神々の落とし子を導く光の道を切り開け。幻精竜フイニカ口寄せの印」」」

　魔ま力りよくは竜の置物に流れ込み、青白い光を灯ともす。

　同時に置物の周りに小さな魔ま方ほう陣じんが展開された。

　三人はお互たがいの顔を見ると頷きあい、そのうちの一人が再び呪文を唱え始めた。

「遍く世界を統べる源よ。視覚を惑まどわし、嗅きゆう覚かくを阻はばみ、聴ちよう覚かくに届かぬ認にん識しきの枷かせとなれ」

　詠えい唱しようと同時に細かく手と指を動かし印を結んでいく。小さな魔力の流れが集まり、編み上げられ、その練成魔ま法ほうが完成する。同時にその周辺を包む印象が様変わりした。

　それまであったはずのものが認識できなくなったことを確認すると、男たちは足早にその場を後にした。




◇◇◇◇




　二日後。

　王立魔ま法ほう騎き士し団だん内務部、情報室。

　カティナ・イシュルダールは昨日起こった軽犯罪、重犯罪一式の報告書に目を通していた。

　王都セントウッド内で大小様々に起こる犯罪の傾けい向こうを把は握あくし、まとめることが彼かの女じよの仕事の一つであった。

　これら各地域の情報を統合し、対策部に報告。そして今後の対応の糧かてにするのである。

　そんな中、妙みような事件の報告書がカティナの目を引いた。

　東部カラセナで農耕神の木像が破は壊かいされたというものである。

　カラセナはかなり広域にわたる農業特別地区だ。土地のほとんどが農地であり人口比率は土地面積に対して少ない。そのため地主たちの結束は固く、また使用人たちも従順な者が多かった。そんなカラセナで、農耕神の木像が意図的に壊こわされたという事件は、非常に珍めずらしいことである。

　あの地域に住んでいる者は、皆みな農業に従事し、農耕神ルクルアを崇あがめている。いたずらでそんなことをするとは考えられない。だからと言って、農耕神ルクルアは宗教というよりは、土着信しん仰こうに近いところがあり、教義などが固く定められているものではない。そのため他の宗教などとの対立や衝しよう突とつは今まで報告されたことはなかった。

　それ故ゆえに、この農耕神の木像が意図的に破壊されるという事件が、カティナには妙に引っかかった。

　もし仮に、他の信仰を持つ者の仕し業わざにしても、これはかなり悪質だ。

「悪いた戯ずら……ではないのだろうな」

　カティナは一人ごち、ふと書類から目を上げる。

　――まさか……。

　頭の中であらゆる可能性が駆かけ回まわり、一番あっては欲ほしくないケースが閃ひらめいてしまった。







第一章　肉屋の毎日







「………これ……運ぶの？」

　シェッセ・リハエルはうず高く台車に積まれた鉄板の山に圧あつ倒とうされていた。

　シェッセ、タクト、そしてリュカの三人は廃はい材ざいを扱あつかう業者の元にやってきていた。業者から廉れん価かで鉄板を買い取り持って帰るために、ちょうど台車に積み終わったところだった。

　積み上げた張本人であるミキハラタクトは涼すずしげな顔で手をパンパンとはらう。

「当たり前だろ。何のために積んだんだよ」

「そ、それはそうだけど。これは多すぎじゃない？」

「なんだシェッセ、さてはおまえ………」

「な、なに？」

「おもくてはこべな～い、わーん、とか言って泣いちゃうタイプか？」

「そんなわけないじゃないか！　これくらい運べるよ！」

　シェッセはタクトにバカにされてぷりぷりしながら台車の取っ手に手をかけた。と、そこで、はたと我に返る。

「……タクト……ボクを煽あおって楽しようとしたでしょ」

「お、見ろよ。雑貨屋がタイムセールやってるぞ」

「話を逸そらすな！」

「なんだよ、シェッセが運ぶっていうから、じゃあ見守ってやるかって思ってただけじゃねえか。頑がん張ばる子供を見守るやさしい大人だよ、俺おれ」

「運ぶなんて言ってないよ！　なにちょっといい人ぶってるの！　完全に小こ狡ずるい大人だよ！　あとボク子供じゃありませんから！」

「わめくな、わめくな。わかったよ。シェッセがそこまで運びたくないってダダこねるんなら、大人が折れてやるしかないよな。……はあ、まったく」

「なに、このボクがものすごく我わがまま言ってる、みたいな流れ……」

　だがシェッセはタクトの心理作戦には乗らない。ここで、「わかったよ」などと言えば、とたんにタクトの術中にはまることになる。まんまとシェッセが台車を牽ひくことが決定してしまうのは目に見えているのだ。

　タクトは無反応のシェッセを横目で見ながら軽く舌打ちをする。

「乗ってこなくなったな、シェッセ」

「うん、悪い大人が近くにいるのでたくさん学びました」

　結局いつも通りジャンケンで決めることになった。そしていつも通りタクトがグーを出し、いつも通りタクトが台車を牽くのであった。

　そんな鉄板を積み上げた台車の後ろに腰こしをかけ、シェッセはぼんやりと下町サウスクインティアの街並みを眺ながめる。

　昼の暖かな日差しを受けながら、台車はゴトゴトとサウスクインティアの街を進んでいく。

　こんな長閑のどかな状じよう況きようながら、現在シェッセは大変重要な任務に就ついていた。

　下町の肉屋フランシーヌで働くミキハラタクトの調査。これがシェッセに課せられた重要任務である。先日、ミキハラタクトは王立魔法騎士団庁舎を襲しゆう撃げきした上位二等種・四複ノクヤ眼竜ブイカをその手で倒たおした。その際に使用された武器、『竜りゆう槍そう』は遠い昔、失われた技術によって創つくられた強力な武器である。これら古代の正の遺産を聖遺物、負の遺産を魔ま装そう器きと呼び、区別されていた。

　シェッセの任務はこのミキハラタクトが持つ『竜槍』が本物であるかどうかの調査である。

　この任務に就ついた当初シェッセは思い切ってタクトに、

「あの竜槍は本物なの？」

　と聞いてみた。しかし返ってきた返答は、

「知らん」

　の一言だったのだ。呆あつ気けにとられたシェッセだったが、逆にタクトに、

「そもそも、本物の竜槍ってどういう物のこと言うんだ？」

　と聞かれて何も答えられなかったのである。

　自分は竜槍の事を何も知らない、と思ったシェッセはその後、合間を見ては足あし繁しげく王立図書館などに通い、竜槍に関する文ぶん献けんを探してみた。しかし未いまだこれといった有力な手がかりもないまま、今日に至るのである。

　シェッセはこれからの事や、任務の事を考えながら、隣となりに腰かけた少女に目をやる。いつもと変わらず無表情な少女は、干し肉を咀そ嚼しやくしながらぼんやりとしていた。

　彼女はリュカ・シシルクロエ・ポコ・ヘデルカディオシリオスというクク族の少女である。

　目ま深ぶかに被かぶった帽ぼう子しの下にはクク族の証あかしである犬の耳がついている。お尻しりから生えている尻尾しつぽは飾かざりということにしてあるらしい。なので、あまり普ふ段だんから尻尾を振ふるような動作はしない。

　シェッセはふと、ためしに隣でぼんやりしているリュカの頭を撫なでてみる。

「？？」

　リュカは干し肉の咀そ嚼しやくを止やめてシェッセを見上げる。口をぽかんと開けながら、不思議そうな顔をする。相変わらずの無表情であるが、

　――ああ、尻尾ふってる、尻尾ふってる。

　リュカの反応のかわいらしさに、シェッセの頬ほおが緩ゆるむ。

　と、その時、台車がガタンと急に止まった。

「よし、交代だ！　ジャンケンだ！」

　汗あせだくになったタクトは、息を荒あらげながらシェッセたちの前にやってきた。

「いくぞーっ！　じゃーんけーんぽんっうあああああああああぁぁぁぁっ！」

　絶ぜつ叫きようと共にタクトは膝ひざをつき天を仰あおぐ。

　シェッセもさすがにかわいそうかな、と思うのだが、台車に積まれた物を見てしまうと物もの怖おじする。

　鉄板以外にも、断熱用のコルク材、それに種々様々な金具。どれも廃材屋から安く買いたたいてきた物ではあるのだが、なかなかの量である。正直一人でこれを牽ひく自信はない。

「ねえ、タクト。ボクも後ろから押おそうか？」

　シェッセが気を遣つかってそう聞くと、彼かれは手のひらをだしきっぱり、

「いや、手伝いはいらねえ。負けは負けだ。いったいどんな手段で俺の手を読んでいるのか知らんが、敗者に同情はいらねえ」

「そうかあ、じゃあ……」

　彼がそういうのでお言葉に甘あまえて、台車の後ろに乗り込む。先に座すわっていたリュカは相変わらず干し肉を咀嚼していた。

　さて本来肉屋であるタクトたちが、いつもの仕事なら台車に肉を載のせて配達するところを、今日は鉄板やら断熱材を載のせているのには理由がある。

　先日、王立魔法騎士団庁舎を襲おそった四複眼竜ノクヤブイカとの戦せん闘とうの折り、リュカが背にしていた冷蔵庫が破壊されてしまったのだ。

　この冷蔵庫がないと、肉屋の仕事にかなりの支障を来きたすそうなのである。

　以前有していた冷蔵庫は魔法家具として売られている物に、さらに別の魔法が掛かけられていた。壁へき覇は式しきと呼ばれる術式の魔法が施ほどこされた冷蔵庫内は、異空間へと通じており、驚おどろくべきことに大質量の物でもその中に収めることができる優すぐれものであった。

　ところがそれが先日壊されてしまい、とりあえず代用品としての冷蔵庫を急ごしらえする、ということになったのである。そういったわけで今日、この廃材を買いたたいてきたのだ。

　そうして台車を牽ひくこと数十分、ようやく下町サウスクインティアの商店街に入り、目的の肉屋フランシーヌが見えてきた。

「タクトさ～ん！　お帰りなさい！」

　出で迎むかえてくれた少女はクーミェ・フランシーヌという。店の名前ともなっている苗みよう字じを持つ若き店主である。

「なかなかタクトさんが帰ってきてくれないもんですから、クーミェは孤こ独どく死しする寸前でした。いえ、もう半死半生、青あお息いき吐と息いきの夏の虫でした。むしろ死んでました」

「そうか、ずいぶん元気な死体だな」

　すり寄るクーミェをあっさりスルーしながら、タクトは荷台に積まれた物を下ろし始める。

「タクトさん、今日はクーミェにつめたくないですか？」

「いや、いつも通りだが」

「そうですか……そうですね。でも、いいんです。そんな日ひ陰かげに咲さく女、それがクーミェなんです。もし湿しつ気けの多い日陰に苔こけが生えていたら、クーミェという女がいたということを、ほんの少し……思い出してください、グフッ！」

「おい、路上で寝ねるな」

「タクトさんだって、よく路上で寝るじゃないですか！　ずるいです！　私だって寝ちゃいますよ！　張り切って寝ちゃいますからっ！」

「おい、近所の人がすごく見てるぞ」

「はぁっ！　謀はかりましたね！　近所の人々の前でクーミェに辱はずかしめを与あたえるとは、さすがタクトさんですね。ご近所さんに変な噂うわさ立てられたら責任とって下さいねっ☆」

「……………ああ、まあ、自分のケツは自分で拭ぬぐえよ」

「つめったいです！　タクトさん！」

　いつものやり取りだが、なんともクーミェのテンションが高い。だからクーミェとタクトのやり取りが始まると、シェッセはいつも蚊か帳やの外から楽しく見守るのだった。

　ひとしきりタクトと戯たわむれたクーミェはプーッと頬を膨ふくらまし、今度はリュカの背を抱く。

「いいですよー、タクトさんがその気なら、私はリュカちゃんと楽しくしてますから」

「ぐぅ」

「ねえ、リュカちゃん」

「………」

「あっちで、クーミェといちゃいちゃしましょう」

「やー」

　結構はっきりとした返事をするリュカ。

「いいんです。私はリュカちゃんを眺めているだけで幸せですから」

「……」

「実はリュカちゃんのために逃にげるキツネセットを買ったのです」

「ぐう！」

　変化に乏とぼしいリュカだが、その瞬しゆん間かんは明らかに声のトーンが上がった。よく見ると目も輝かがやいている様子。どうやらクーミェの作戦は成功のようである。

「さあ、リュカちゃん。参りましょう。クーミェお姉さんと遊びましょう……げへへ」

「……ぐぅっ!?」

　最後の忍しのび笑わらいに、やや恐きよう怖ふを禁じえない様子のリュカ。いつもながらクーミェの愛情表現は何とも歪いびつである。なんだかジタバタしているようにも見えるリュカを連れ、クーミェは肉屋の方に行ってしまう。それを見送っているとタクトが後ろから声を掛けてきた。

「おい、冷蔵庫作るぞ」

「あ、うん」

　運んできた資材をタクトの家の庭に運び入れたところで、準備が整った。

　基本的に魔力可動式冷蔵庫というものはまず、断熱材を挟はさみ込んだ箱を作る。その断熱材にも長期固定式の放射熱断絶処理魔法を施し、さらに冷蔵庫内に長期固定式の保冷魔法をかける、という練れん成せい魔ま法ほうの二重構造で成り立っている。保冷魔法は基本的にはそれほど難しいものではないのだが、それを長期固定化させるとなると話は別である。これにはかなりの技術と時間がいるのだ。

　なので今回自作する冷蔵庫は、かなり簡易で原始的な物になる、とタクトはシェッセに説明した。

　その後、彼はねじり鉢はち巻まきに、金かな槌づちやら釘くぎ、それにネジやら鋸のこぎりやらと工具を持って庭に出てきた。

　そんなタクトの様子に目をやりながら、シェッセはその間に昼食の用意にかかる。最近の昼食の支し度たくは、専もつぱらシェッセの分担になっているのだ。

「じゃあ、タクト。ご飯作ってるから出来たら呼ぶね」

「ああ」

　彼の生返事を聞きながら、シェッセは台所へと場を移した。この家の食材というと、味み噌そやら醤しよう油ゆやらと、今までシェッセが扱ったことのない調味料ばかりだし、主食はパンではなく米だったりと、最初のうちはシェッセもかなり戸と惑まどった。しかしタクトが作る料理は、調味料や食材の理に適かなっており、実際に食べてみればシェッセにとってもおいしいと感じるものだった。

　単ひとえにこの王都セントウッドが交易都市であるが故ゆえ、シェッセ自身異文化の食事に対する抵てい抗こうは当初の段階から少なかったのも大きな要因ともいえるが。

　さてそんなシェッセはここに来てから、タクトから色々と料理を教わることになった。実際家でもシェッセは料理をするので、基本が分かればある程てい度ど、要領はつかめた。

　まず鍋なべで湯を沸わかしながら出だ汁しを取り、野菜や海かい藻そうを入れたスープを作っていく。その間に窯かまの方で米を炊たく。スープは煮に立たたせないようにしながら程よいところで味噌を加え、味の調節をしていく。

「…………ん、こんなもんかな」

　だいぶ慣れてきたこともあってか、今日はそこそこの出来の気がする。その間に、今度は台所の奥おくに漬つけてある糠ぬか床どこから漬けものを取り出す。大根とキュウリが程ほどよく漬かっている様子だ。胡瓜の酢漬けピクルスや鰯の油漬けオイルサーデインなどはシェッセの家でもよく作るが、この糠ぬかというのはあまり聞かない。最初は匂においがダメだと思ったが、慣れるとおいしそうだと感じるから不思議である。そんなことを考えながらシェッセは水場で糠を洗い落とし刻んでいく。タクトは細かく刻んだ物の方が好きなので、包丁を入れて皿に盛り付けた。するとご飯の方が炊きあがったので火から下ろし、蒸むらす。その間にキャベツやニンジンを豚ぶた肉にくとさっと炒いためて、簡単な野菜炒めを作った。

　一連、段取り良く調理していくと、あっという間に時間が過ぎていく。大まかに食事の用意ができたところで、庭で作業をしているタクトを呼びに表へ出た。

「タクト、ご飯できたよ」

「おう、りょうかい」

　背中越ごしに返事をし、タクトが立ち上がった。どうやらこちらも仕事が一段落ついたらしい。タクトは腰をポンポン叩たたきながら汗をぬぐった。そんな彼の前には、冷蔵庫然とした完成品らしきものがある。

「冷蔵庫完成？」

「ああ、まあこんなもんだろう。後は必要な時に保冷魔法を掛ければ、まあ原始的な冷蔵庫と一いつ緒しよだ」

　それは確か歴史の授業で聞いたことがある。魔法文明の黎れい明めい期き、最初に成立したのが炎ほのおを操あやつる魔法と、冷れい却きやくを目的とした魔法であると学生時代に習った。その当時は土を深く掘ほって、そこに冷却魔法を掛け、食物などを保存したらしい。だとすればこの冷蔵庫も、彼の言う通り原始的な冷蔵装置と言える。

「へえ……結構器用なんだね。どれどれ……」

　と言いながらシェッセは冷蔵庫の扉とびらを開いてみた。扉が外れた。地面に突つき刺ささった。

「………………おい、こら、シェッセ」

「……………ごめんなさい」

　プルプルとこめかみに血管を浮うかべるタクトに、シェッセは素す直なおに謝あやまった。さすがに頑張って作っていたタクトに申し訳ない気持ちになったのだ。

「……くそ、半日かけた俺の傑けつ作さくが……」

「後でボクも手伝うから」

「ああ、おまえにはちゃんと身体で払はらってもらうからな」

「か、身体で……」

　思わずシェッセは顔を赤らめながら胸の前で手を交差させる。

「シェッセ……おまえは、どうしてそういう勘かん違ちがいができるんだ？」

「べ、べ、別に勘違いなんてしてないよ！　そういう勘違いって、ど、どんな勘違いさ！」

「いや、言わねえけど。あえて言わねえけど。ぷぷ……」

　むしろはっきり言ってもらった方が否定しやすい。なのにタクトときたらニヤニヤしながら濁にごすのだ。シェッセはもう、いろいろ恥はずかしくて、いたたまれない。

　タクトにばれないように、そっと深呼吸をしながら平静さを繕つくろって話を戻もどした。

「と、とりあえずご飯できたから食べようよ。リュカは？」

「あー……たぶんクーミェんとこで、なんか貰もらってるだろ、あのパターンは」

「……そ、そっか」

　ここに来るようになって何度か目もく撃げきしたが、従業員たちに対する愛が溢あふれるクーミェに掴つかまって、恐おそらくハムなどを丸かじりしているリュカの図が頭に思い浮かんだ。

「じゃあ……まあいいか。とりあえずリュカの分も残しておくけど」

「おう、そうしといてやってくれ」

　タクトは洗った手をタオルで拭いながら、ダイニングに入ってくる。今日は二人での食事になりそうだ。

　タクトが席に着いたので、シェッセはご飯を盛りつけ、味噌汁しるをよそっていく。ちなみに彼が食べる量も大まかに把は握あくしている。手て渡わたすと別段文句も出てこないところを見れば、ちょうどよい盛り方だったのだろう。

「おし。いただきます」

「いただきます」

　二人で唱しよう和わしてご飯を口に運んでいく。

「おまえ箸はしの使い方うまくなったな」

　タクトはシェッセの箸使いに少々驚いているようだった。

「まあ、物覚えはそんなに悪くはないので」

　あまり素直に褒ほめられると照れくさい気がするので、なんとなく笑ってごまかしてみたりする。野菜の炒め物ものを突いたり、漬つけ物ものを齧かじったり、味み噌そ汁しるを啜すすったり……と、そこでタクトの動きが止まった。何やら味噌汁を凝ぎよう視ししている。

「ど、どうしたの？　おいしくなかった？」

「……あ……いや」

　シェッセの声に我に返ったようにハッとするタクト。今日の味噌汁の出来には正直自信があったのだが、タクトの口には合わなかったのかとシェッセは心配になった。

「ちょっとビックリしただけだ」

「え？　ビックリ？」

　ビックリする要素なんてこれっぽっちも入れたつもりはない。むしろタクトに教えてもらった基本は守ったつもりなのだが、とシェッセは少し不安になった。

「いや、別になんでもねえ。ちゃんと旨うまいよ」

　そんなシェッセの不安を払ふつ拭しよくするように、タクトは笑いながら言う。その言葉が聞けて、ようやくシェッセも胸をなで下ろした。

「……そ、そっか……うん、なら……いいんだけどね」

「…………なにをニヤニヤしてるんだ？」

「べ、べつにニヤニヤなんてしてないよ！」

　どうもこの家に来ると、すぐ思っていることがうっかり顔に出てしまう。しかもその一部始終をタクトが見ているから余計にたちが悪い。

　シェッセは顔を逸そらしながら、口元をツンとさせながら話題を変えることにした。

「ねえ、そりよりタクト」

「なんだ？」

「あのさ、タクトの持ってる竜りゆう槍そうなんだけどさ」

「……なんだまたその話か。本物かどうかなんて知らねえぞ」

「うん、それでね、もう一度見て調べてみたいから出してほしいんだけど」

「あれはもう元の場所に入れちまったよ。出すのが大変なのは、この前のでわかってるだろ」

　確かにリュカに魔ま力りよくを貸したり竜仙華カラフを使ったりと、手間のかかる方法ではある。

「やっぱ、すぐは無理か……」

「んー……まあ、今度使う機会があったらな」

「うん」

　いくら任務とはいえ、無理やり竜槍の提出を要求できるほどの権利をシェッセは持っていない。あくまで任意での協力を仰ぐことしかできない。なのでシェッセも今は深く追つい及きゆうせず食事に戻ることにした。

　するとタクトはご飯を飲み込みながら、ふと何か思い出したような顔をする。

「そうだ、今度の狩かりなんだが……」

「狩り？　もしかしてドラゴン？」

「ああドラゴンだ」

　サラッと言うタクトに、シェッセは緊きん張ちようを禁じえない。この肉屋フランシーヌは通常の食肉の以外に、他では市し販はんされないドラゴンの肉を扱あつかう特別な肉屋なのだ。雇やとわれているタクトは、そんなドラゴンの肉を狩るハンターとしての顔も持っていた。

「そっか……ドラゴンか」

　竜りゆう伐ばつ騎き士しになりたいシェッセとしては、武む者しや震ぶるいしそうな話である。どんなドラゴンと戦うのか考え出せば止まらない。

「ち、ちなみに、それはどういう……？」

「土群竜フーリカって知ってるか？」

「うん、知ってるよ。下位四等種のドラゴンだよね？」

　それほど身体も大きくなく、集団でさえなければ凶きよう悪あくでもないドラゴンだ。たまに里まで下りてきてしまったはぐれ土群竜フーリカを農夫が鍬くわで倒した、という話を聞く程度の強さである。

「えっと、攻こう撃げき特性が毒を吐はいてくるってくらいで、そんなに強くはないよね」

「強くはねえが、食える状態で獲とるのが難しいんだよ……」

「そ、そうなんだ……ちなみに今度って……いつ？」

「う～ん、まあ準備が整い次し第だいだから、２、３日後かな」

「どこまで行くの？」

「セントウッドの外。カラセナから北の山ん中。ちょっと遠いからなあ、この前みたいに日帰りって訳にはいかねえだろうな」

　そう言いながら、タクトはまたご飯を口にかっこみ、漬物を齧かじる。

　シェッセは今聞いたことを、う～んと唸うなりながら考え疑問を口にした。

「それって………もしかして泊とまりがけ？」

「当然！」

　あっさりと返って来た言葉に、シェッセはしばらくご飯を口にするのを忘れてポカンとした。




　機関車に揺ゆられ、夕日に染まるリンドのレンガ道をトボトボと登るシェッセ。

　ようやく自分の屋や敷しきが見えてきたものの、どうにも気が重い。

　その理由はいたって簡単である。これから家の者に外がい泊はくの許可を得なければならない、ということがシェッセの気を重くさせていた。

　なにぶんリハエル家は、代々多くの竜伐騎士を輩はい出しゆつし、現在も親族の多くは王立魔ま法ほう騎き士し団だんの重役を務める由ゆい緒しよ正しい家いえ柄がらである。そんなリハエル家の一人ひとり娘むすめであるシェッセは、何なにを隠かくそう箱はこ入いり娘であった。とはいえこのノルフ王国での成人年ねん齢れいは15歳さい。つまり16歳のシェッセはれっきとした大人なのだ。なので外泊一つでそこまで心配されることもないかな、とわずかな希望を抱いだきながら、シェッセは門をくぐった。

「おかえりなさいませ、シェッセ様」

　深々とお辞じ儀ぎをしながら出迎えてくれたのはジゼル・アデュー。

　一見執しつ事じのような佇たたずまいであるが、ジゼルはこのリハエル家専属の教育係である。代々アデュー家はリハエル家に仕えてきた教育のプロフェッショナルであり、ジゼルもまた諸国を遍へん歴れきし、現在シェッセの魔ま法ほう、剣けんの教育の一いつ端たんを担になっている。
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「いかがいたしました？　お顔がすぐれないご様子ですが？」

「え、……うん、別に……なんでもないよ」

　シェッセは思わず視線を泳がす。何を隠そう、このジゼルが一番の曲くせ者ものだからだ。外泊については、任務の一端であることを話せば、父や母は心配をしても了りよう承しようはしてくれると思われる。しかしこのジゼルは、両親以上に過保護なところがあるのだ。

「さようでございますか……ふむ。まあ、シェッセ様がそう仰おつしやるなら……さあ、夕食の用意が整っておりますので、お着き替がえが終わりましたら広間へ」

「……う、うん」

　ややぎこちない体で、シェッセは自らの部屋に戻り、隊服から室内着に着替える。

　それからすぐには広間へ行かず、ベッドの上にポテンと座り込む。

　――はあ、外泊か……。

　ふとタクトのことが頭に浮かぶ。彼とどこかで外泊をする。その事実を考えるほどに、シェッセは何やら体温が上がっていくような気がしてしまう。

　そんな自分に気が付くと、シェッセは思わず大きく頭かぶりをふった。

「……な、なにを……」

　――何を意識してるんだ。

　知らないところで外泊をするから緊張しているだけで、別にタクトは関係ないじゃないか、意識して当然だよ、と慌あわてて自分に言い聞かせる。

「そう、これは任務なんだから！」

　誰だれに言うでもなく、そう口にしながらシェッセは意を決して、広間へと赴おもむく。

　広間ではすでに父と母が先に食事をしていた。やってきたシェッセに気が付くと母メイア・リハエルがやさしく微ほほ笑えむ。

「お仕事、ご苦労様。今日も遅おそかったわね」

「は、はい」

　返事をしながらシェッセは席に着くと、それを見計らってジゼルがスープとサラダを置いてくれる。

　すると今度は父マルコ・リハエルが口を開く。

「どうだ、騎き士し団だんは？」

　厳げん格かくな父であるものの、その口調の中にはシェッセを心配する色が見える。無理もない。シェッセが魔法を使えない騎士である以上、王立魔法騎士団で肩かた身みの狭せまい思いをしているであろうことを一番わかっているのは、同じ騎士である父なのだから。

「大だい丈じよう夫ぶです。今も任務の最中です。責任のある任務です」

「そうか……うん。ならいいのだが」

　やはりその表情の中には、心配の色が隠せていない。

　さて、ちょうど任務についての話題が運よく飛び出してきた。ここで何気なく例の件について触ふれておくのが得策だろう、とシェッセは考えながら口を開いた。

「あ、あの……それで」

「ん？　なんだね」

「どうしたの？」

　緊張した面おも持もちのシェッセに両親が顔を向ける。

「じ、実は……その任務の過程で、数日間……外泊をしなければならないのですが……」

　と、言った瞬間に父の手元が狂くるいナイフとフォークが手からすり抜ぬけ、それを取ろうとして脇わきにあったスプーンを弾はじき、勢い人差し指と中指が魚のムニエルに突き刺さった。

「あなた、落ち着いて下さい」

「あ、ああ……うん、その……そうか……うん」

　冷静さを装よそおうとしているのだが、父はなかなか嘘うそのつけない性質たちである。

「シェッセ、その、外泊というのは、あれか？　騎士団庁舎の夜勤警護など、そういった任務か？」

「あ、いえ。そうではなく、今自分はあることを調べるため、サウスクインティアの肉屋に通っているんです」

「……うん」

「そこにいる、ある人物について調べて報告を上げることがボクの任務なのですが」

「……うん」

「その肉屋が、数日間狩りに出かけないといけないらしいので、ボクもそれについていかなければならないんです」

「……うん………なるほど……そうか。ちなみに、その肉屋は………」

「はい？」

　父マルコは組んだ手を額ひたいに当て、重い重い沈ちん黙もくをたっぷりと置いて、意を決したように問う。

「……………………………………男か？」

「え？　はい」

　あっさりシェッセがそう答えると、父の額に血管がプクッと浮いた。

「……お、男と……二人きりなのか!?」

「あなた、食事中に立ち上がるなんてお行ぎよう儀ぎが悪いですよぉ」

「……あ、ああ」

　やはりそういったことを心配するのだな、とシェッセは思いながら首を横に振ふった。

「いいえ、もう一人、そこで働いてる女の子と三人になる予定です」

　そうシェッセが言うと、父は少し安心したのか、

「そ、そうか。二人きりじゃないんだな。そうか、うん」

　としきりに頷うなずくのであった。やはり一人娘が心配なのだろう。なのでシェッセはそんな父を安心させるように落ち着いて言った。

「お父様、ご心配はいりません。ボクは誇ほこり高たかき王立魔法騎士団の隊士です。礼節に恥じるような行いは決していたしませんので」

「うん、そうだな」

　シェッセの言葉に父は大きく頷うなずいてくれるのであったが、

「少々、よろしいでしょうか？」

　そこへ闖ちん入にゆう者しやが現れた。シェッセは内心、ギクリとしながら肩かたをすくめた。

　その声の主はシェッセが一番心配していた相手、ジゼルである。

「な、なあに？」

「シェッセお嬢じよう様さまが任務とは大変喜ばしいことです。が、たとえ三人づれとはいえ、男が同どう伴はんしているとなると、やはり気がかりですね」

「べ、別に何もないよ」

「そうですか、ちなみにその男性、おいくつくらいなんでしょうか？」

　タクトの年齢をシェッセは聞いたことがない。見た目は若いが時折老成したような雰ふん囲い気きを漂ただよわすこともある。

「えっと、二十歳はたちくらいかな……」

「ふむ、女を見たら獣けものの様な妄もう想そうしか抱けない年とし頃ごろですね」

「なっ!?　タクトはそんなことないよ！」

「タクトさんと仰おつしやるんですか、その獣は」

「だから獣じゃないって！」

　まあキャバクラに行ったり、クリスさんのところに通いつめたりはしているが、別にやましいことはしていないはず……と思う。

「ほう、自信あり、ということですね」

「もちろんだよ！」

「しかし、どうですかね。このリハエル家の一人娘であるシェッセお嬢様を前に、そのタクトという男は内なる獣を抑おさえることが出来ると言えるでしょうか？　どうです、マルコ様」

「うちのシェッセを前にそんな男、この世にいるわけがない！」

「あなた、座すわってください」

　シェッセは大きなため息をついた。一人娘の父親は親バカな者が多いと聞くが、ご多分に漏もれず父マルコもその一人であったと、今の発言を聞けば認めざるを得ない。

「ちなみにシェッセお嬢様はその獣のことは、なんとも思っていらっしゃいませんよね？」

「………………………え？」

「……ほう」

「……なっ！」

「……あらぁ」

　咄とつ嗟さに答えられなかったシェッセに、母以外全員険しい顔になった。

「いや、違ちがうよ！　だからどういう意味か考えていただけだから！　タクトのことなんてボクは何とも思ってなくて……」

「何やら必死ですね……」

「必死じゃないよ！　それにこれは王立魔法騎士団の任務であって」

「わかりました、シェッセお嬢様のおっしゃることを信じましょう。その某なにがしという男のことをシェッセお嬢様は何とも思っていない、と」

　不ふ承しよう不ぶ承しようという感が否いなめない顔をしながらもジゼルは頷く。どうやらタクトの名前は忘ぼう却きやくされているようである。

「シェッセお嬢様の言い分は大変よくわかりました……しかし」

　ジゼルの目がギラリと鋭するどく光る。

「聞くところによると昨今の年頃の子女は、仕事だなんだと理由を付けて、男と逢あい引びきするという、全く以もつてけしからん噂うわさを耳にします」

「なにっ！」

　ジゼルの言いように三度立ち上がる父。

「シェッセお嬢様に限ってはそのようなことは決してないと、教育係のジゼルめは信じておりますが………いかがでしょうマルコ様」

「……う、ううむ」

「やはりここは王立魔法騎士団より、証明書を認したためていただくというのは？　シェッセお嬢様が不ふ逞ていの輩やからと密会しているのではなく、ちゃんと任務であるのだという証明を！」

　さすがにそれは大げさすぎるのでは、とシェッセは思う。しかし父マルコは苦く悶もんしきった表情のまま硬かたく目を瞑つぶって思案に耽ふけっている。

　それにダメ押おしするかのようにジゼルが拳こぶしにグッと力を入れた。

「教育係であるこのジゼル・アデュー。シェッセお嬢様が嫁よめ入いりするその日まで、その貞てい操そうをお守りする義務がございますので！」

「よし！　シェッセ、命令を出した上司から任務証明を貰もらってこい！」

「ええーっ！」

　最後は即そつ決けつの父であった。まさかこんな展開になるとは思いもよらず困こん惑わくしながら母に助けを求めるように視線を送ると、

「あらあら、しかたないわね」

　とニコニコ顔で一同を見ていた。こればかりはもうどうしようもないと、シェッセは諦あきらめの交じったため息をついたのだった。




　日が明けてシェッセは、魔力通話機で肉屋フランシーヌへ連れん絡らくを入れた。あちらに繋つながるまでの間、シェッセは気が重くて三度もため息をついてしまった。そうこうするうちに通話口に店主のクーミェが出た。

「あ、クーミェ………その、今日なんだけど……」

『はい、なんですか？』

「実はちょっと騎士団庁舎に出向しなきゃいけなくなっちゃって、午後からでもいいかな？」

　恐る恐る聞いてみると、意外にもクーミェはあっさりとした口調で答えた。

『はい、大丈夫ですよ。何しろタクトさん、またお酒飲んで……』

「え、また二日ふつか酔よい？」

『いえ、二日酔いじゃないんですが、酔った勢いで拾い食いして、おなか壊こわしてるんです』　なにしてるんだ、タクトは……と頭を抱かかえるシェッセ。

『まあ、午前中はトイレに籠こもってると思いますんで、心配ないですよ』

　とクーミェは言ってくれるのだが、別の意味で心配ごとができてしまった。

「ねえ、タクトは大丈夫なの？」

『ええ、大丈夫ですよ。酔うとよくやるんです。今回は何を食べたのか一向に教えてくれないんですが、ただ「俺おれの人生、最大の汚お点てんだ……」ってトイレから呟つぶやきが聞こえてくるんです。何食べたんでしょうね？』

　あっけらかんとしたクーミェの様子にシェッセは深々と溜ため息いきをついた。

　――人生最大の汚点になるようなものを拾い食いって……。

　大変気になったが、とりあえず遅ち刻こくしてもタクトにいびられる心配はないようである。

　シェッセは通話機を切ると、隊服に着替え王立魔法騎士団庁舎へと赴おもむくことにした。




　王立魔法騎士団庁舎はシェッセの住む屋敷のあるリンドから、東に行ったテューレにある。歩けば二時間ほどの距きよ離りである。

　庁舎の門を抜け、今回の任務の責任者であるカティナがいる内務部調査室を目指す。そうして広い庭園から庁舎の手前まで来た時だった。

「ようリハエル、奇き遇ぐうだな！」

　聞き覚えのある声に、シェッセは振り向いた。

「あ、クローディアスさん。どうも」

　そこに立っていたのクローディアス・フォンブラウン――シェッセの先せん輩ぱいにあたる人物である。現在40人からなる小隊を率いるほどの剣と魔法の腕うで、さらに統とう率そつ力りよくをもち、そしてよくシェッセの前に現れる人物でもあった。

　しかしそんな彼かれとは先日、騎士の誇りをかけた決けつ闘とうを果たし、そして魔法の使えないシェッセがなんと勝利してしまった。そんないわくがあるクローディアスなのだが、

「なんだ、リハエル。最近、庁舎で顔を見かけないじゃないか」

　気さくにニコニコと話しかけてきてくれた。

　そもそもクローディアスは、考え方や信念を決して曲げない強い意志を持っているため、時として周りとの衝しよう突とつを招くことがある。しかし衝突をし、たとえ決闘となっても、次の日にはさっぱりとそれを水に流す度量の持ち主だった。

　決して後に遺い恨こんを残さない。それが彼の人ひと柄がらであり、またこの年にして40人からなる小隊を率いるだけの人望を持ち合わせる所以ゆえんでもある。

　シェッセもそんなクローディアスの気き性しようには救われるところがあった。この国の騎士たちが持ち合わせる、強い者こそ正義である、という考え方に基もとづくと、シェッセはクローディアスよりも強いということになる。となると先輩であり、小隊長である彼より、劣れつ等とう騎き士しであるシェッセの方が上であるということになる。そうなってしまったら、大たい抵ていの人間は居い心地ごこちの悪さやプライドが邪じや魔まをして、到とう底てい話しかけてくることはできないだろう。

　ところがクローディアスは、この間の決闘などなかったかのように、いつもと変わらずに接してくれるのである。それはシェッセにとってはありがたいことだった。

「今は任務の最中でして」

「任務？　ああ、そうだったのか」

「はい、なので基本的に任務先に行っていることが多いので、あまり庁舎には来庁していませんでした」

　実際、一度任務についてしまうと庁舎に来ることは報告以外にほとんどない。クローディアスのように庁舎の警護であったり、内務部などの行政機関などが駐ちゆう在ざいしているのがほとんどである。基本的には任務先の駐ちゆう屯とん所じよへの出入りが中心となってしまうのが常だった。

「任務先というのは、結構遠いのか？」

「いえ、サウスクインティアの肉屋の……」

　と言ったところで、クローディアスの顔が急に曇くもった。

「そ、それはこの前の、あの肉屋か？」

「え、あ、はい」

　基本的に遺恨を残さないクローディアスにしては珍めずらしく、肉屋と聞いた途と端たんに眉み間けんにしわを寄せ険しい顔になる。

「ど、どうかしましたか？」

「あ、いや。別に構わないんだが、その、リハエルは、あの肉屋とは何もないんだよな？」

「？？　なにも、といいますと？」

「いや、その、なんだ………」

　やや冷静とは言い難がたい様子のクローディアスは、自分を落ち着けるように二度、三度と深呼吸をした。

「つまりはあの肉屋とシェッセの間に何か発生しているのではないかと、な。その心配になってな」

　いまいち彼の質問の意図が掴つかめず、聞き返してみる。

「えっと、何かというのは………」

「うん、その、つまり、リハエルがあの肉屋をどう思っているのか……というかだな」

　昨日もジゼルから同じようなことを聞かれた。どうして自分とタクトの間に何かあるかのような疑いが掛かかるのかわからない。だからここは何もないのだ、ということをしっかり宣言しておかなければならない。あくまで任務の一いつ環かんとしてタクトのことを調べているだけなのだ、ということを強調しておくべきだろう。

　そう判断してシェッセはクローディアスに向き直った。

「ええっと……まあ、強いなあ、とは思っています」

「そ、それだけか？」

「はい……あ、でもタクトは強いのはもちろんですが、それより人をよく見てるな、という印象です。以前にも初対面なのに、ボクが気張っているのとかすぐ見み抜ぬかれちゃいましたし。あとボクの欲ほしいものとか、そういうのもバレちゃったりするんです。それから、つらい時とか、一いつ緒しよにいてくれたりしますし。あ、でも、タクトって全然素す直なおじゃないんですよ。ほめたりすると照れて誤ご魔ま化かそうとしたりするんです」

　これだけ言えば任務で彼のことを調べているということが分かってもらえたに違いない。

「……リハエルがこんなに流りゆう暢ちように話している姿を見るのは……初めてだよ……」

「ど、どうしたんですか、クローディアスさん!?　どうしてゲッソリとしてるんですか？」

「いや、なんでもないさ」

　と言うクローディアスの声が震ふるえていたのは何な故ぜだろうか。

「……うん、そうか。リハエル。……俺の中で、永遠の宿敵が決まったようだ」

　それは今の話の流れだとタクトのことなのだろうか？　どうしてまたタクトをそこまで敵視するのかシェッセにはよくわからないが、この間のクローディアス小隊のメンツを一人でたたき伏ふせたことに思うところがあるのだろうか？　もしくは一いつ介かいの肉屋であるタクトの強さを目まの当あたりにし、騎き士しとしてのプライドが刺し激げきされたのかもしれない。

「頑がん張ばってください、クローディアスさん。タクトはすっごく強いですよ！」

　シェッセはそうやって応おう援えんしてみるものの、言えば言うほどクローディアスは、

「……リハエル、お前は……」

　消しよう沈ちんしてしまうのであった。




　クローディアスと別れ、シェッセは庁舎内へと足を向ける。

　窓口でカティナへの面会を希望すると、しばらくして内務部調査室へ行くように促うながされた。内務部調査室は、二階の端はしにある資料庫と併へい設せつされている。

「シェッセ・リハエル、入ります」

　中に入るとカティナ・イシュルダールが書類と格かく闘とうしていた。

　書類から顔をあげたカティナは、数日ぶりの友人との再会に笑え顔がおを向ける。

「ああ、シェッセ。どうしたんだい？」

「あの、ちょっと言いにくいことなんだけど………」

「ん？」

　そう言ってシェッセは家での一件をカティナにかいつまんで説明した。最初は何事かと真しん剣けんな面持ちで聞いていたカティナだったが最後には、

「あっはっはっ、なんだそれは？」

　笑い出してしまった。

「シェッセの家は過保護だな」

「いやあ、ほんとにお恥はずかしい」

　さすがのシェッセも顔を赤らめて頭をかいた。

「うん、わかった。まあそういうことなら、一筆認したためよう」

　そういうとカティナはすぐさま紙とペンを出し、任務に関する内容を伏せた上で家族への了りよう承しようを懇こん願がんする信書を認めてくれた。

「忙いそがしいのにごめん」

　シェッセが申し訳なさそうに言うと、彼かの女じよは笑顔で返してくれた。

「気にするな。こういうことはよくあるんだ。なにぶんここは良家の子女も多く勤めているからね。それを心配しない親はない。殊こと、シェッセくらいの歳としの子を持つ親はみな心配するものさ」

「そうなの？」

「ああ、部署にもよるが騎き士し団だん内には結構箱入りのお嬢様が多いからな」

　カティナは目を細めてからかうように言う。

「……うぅ……やはりはずかしい……」

　そう零こぼすとまたカティナはケラケラと楽しそうに笑った。

「そんなに小さくなることはない。それに今回の狩かりでミキハラタクトが『魔ま装そう器き』を使う可能性だってある。だったらこれは最重要任務だ」

　その言葉にシェッセは背筋をピンッと伸のばし居ずまいを正した。

「はい……そうですね」

「ああ」

　二人がそんな話をしていると、調査室のドアがガチャッと開く音がした。その音に反応してシェッセは振り返る。

「おう、カティナ。どうだ、調査は？」

「終わってる？」

　入ってきたのは巨きよ大だいな戦せん斧ぷを背せ負おった大男と、柄つかに珍しい模様が彫ほられた帯たい剣けんを腰こしに下げた女性だった。そんな二人を見てカティナが腰を上げる。

「ああ、もう終わります」

　ぽかんとしているシェッセに気が付いたカティナは、すかさず二人を紹しよう介かいしてくれた。

「ああ、シェッセ。こちらはガラン・ストラヴィンスキーさん」

「おう、どうも」

　と、大柄の男――ガラン・ストラヴィンスキーが手で会え釈しやくをした。

「で、こちらが、リタ・シュルツさん」

「は～い」

　隣となりにいた女性――リタ・シュルツは笑顔をシェッセに向ける。

「二人は最近、竜りゆう神じん信しん仰こうの動きが活発になったことを受けて、王都勤務に転属してもらった、竜伐騎士だ」

　カティナのその言葉に、シェッセの体の中を駆かけ巡めぐる血が一気に熱くなった。

「りゅ…………りゅ、りゅぅばうきひっ!?」

「シェッセ、落ち着くんだ」

　カティナに諌いさめられながらもシェッセのテンションは沸ふつ点てんに達してしまった。勢い自分で何を言っているのかわからないほどに興奮してしまう。何しろずっと憧あこがれていた竜伐騎士である。王立魔ま法ほう騎き士し団だん30万人の中から選えらび抜ぬかれた先せん鋭えい７人のうちの２人が、今目の前にいるのだ。

　緊きん張ちようで言葉が出ずにいるシェッセを、カティナが二人に紹介してくれる。

「彼女はシェッセ・リハエル。私の大切な友達であり、私の任務を請うけ負おってもらっている騎士でもあります」

　その言葉はシェッセにとって非常に嬉うれしいものだった。しかし目の前の竜伐騎士に上がったテンションが収まらず言葉が出てこない。

　すると、シェッセの名前を聞いたリタが急に目を輝かがやかせて、こちらの顔を見た。

「へえ、君がシェッセくんなんだ！　知ってるよ」

「え、ええ!?　そ、そんな！」

　竜伐騎士である彼女が予備隊士である自分の名前を知っていたことに、驚おどろくやら嬉しいやら緊張するやらで目がぐるぐるする。

「あ、あの、はい！　名前を覚えていただいてるなんて恐きよう縮しゆくです！」

「もちろん知ってるよ！　だってうちの騎士団でスピード型の騎士って少ないもんね！　みんな魔ま法ほうに気を取られすぎて、スピードに執しゆう着ちやくがなさすぎるんだよ」

　と言いながら、ジトッとリタはガランに視線を向ける。ガランは居心地の悪そうな顔で頭を掻かいた。

「おいリタ。いいか、人にはそれぞれ特性があってだな、俺はどう考えてもパワータイプだろう」

「筋肉ばっかに気を取られちゃってさ！　あたしが相手じゃ、絶対勝てないじゃない」

「ふん、何を言っている。何のための俺の武器だと思っているのだ？」

　二人はやいのやいのと言い合いを始めてしまった。

　どうしたらいいのかオロオロしてしまうシェッセ。そこへすかさずカティナが割って入った。

「お二人とも、痴ち話わ喧げん嘩かをしにここへ来たのですか？」

「「痴話喧嘩じゃない！」」

　息をぴったり合わせてカティナに反論する二人。だいぶ仲がよさそうである。

　どうも二人はシェッセが抱いだいていた竜伐騎士の無骨でクールなイメージとはだいぶ違うようだ。

「まったく、どうしてあたしがこんなむさいオッサンなんかと……」

「誰だれがむさいオッサンだ？」

「あんた以外ここにそれに該がい当とうする人間がいる？」

「言うじゃないか。決着でもつけるか？」

「あははは、望むところだよ！」

　咄とつ嗟さにカティナが再び彼らの間に割って入った。

「あの……お二人とも、よろしいですか？」

「「………あ、ごめん」」

　憎にくまれ口ぐちを叩たたいたり、ケンカ腰ごしになったりしても、息がぴったりのガランとリタ。いい相棒同士なのだな、とシェッセは目を細めながらその様子を見守っていた。

　そんなシェッセの元に、リタが三人の輪を抜けてやってきた。

「ねえねえ、シェッセくん」

「え、はい」

「君の剣けんってさ、すごく速いんでしょ？」

　突とつ然ぜんそう問われてシェッセは返答に困った。確かにスピードを徹てつ底てい的てきに磨みがいてきたことは確かである。だからと言って胸を張ってそれを口にすることには少し抵てい抗こうがあった。

　すると横からカティナがシェッセの代わりに口を挟はさんだ。

「速いですよ。たぶんこの王立魔法騎士団の中に於おいては、もっとも速い剣速を持っていると言っていいと思います」

　カティナが自信あり気にそう言うと、リタは満面の笑えみを浮うかべて、シェッセの肩かたをつかんだ。

「ねえ、シェッセくん、一回でいいから手合わせしてくれない？」

「えっ!?」

　シェッセは突然のリタの申し出に、口をぽかんと開けて返答できずにいた。

「ねえねえ、お願いだよお。もちろん、条件は一緒にするからさ。私も魔法は一いつ切さい使わない。ねっ！　それならいいでしょ」

「あ、ええっと………でも、どうして」

「あたしもシェッセくんと同じスピード型だから」

「そうなんですか？」

　シェッセは驚きを隠かくせなかった。先ほどリタも言っていたが、王立魔法騎士団にスピード型の騎士は少ない。それと言うのも剣技は魔法を前提とし、しかも剣自体の強化に重点が置かれているため、スピードに意識がいくのは二の次、三の次になっているからだ。

「同系統の騎士と、一回でいいから手合わせしてみたいんだよね。しかもカティナがここまで言うんだから、期待しちゃうじゃない」

　竜伐騎士と手合わせなど願ってもないことだ。普ふ通つうなら、こちらからお願いしたところで、相手にしてもらえないのが関の山である。

　シェッセは降ふって湧わいたような幸運に、声を震わせながら答える。

「お、おねがいします！」

「おっしゃ！」

　ガッツポーズをするリタを傍はた目めに、シェッセは肩を強こわ張ばらせながら緊張を隠せずにいた。




　剣を振ふるっても問題のない練兵所に場所を移し、シェッセとリタの手合わせの場が作られた。

　審しん判ぱんはカティナとガランである。

　外が騒さわがしいのは、おそらく野や次じ馬うまが来ているからだろう。無理からぬことである。めったに王都に帰き還かんしない竜伐騎士が、騎士団の予備隊士と模も擬ぎ戦せんをするというのだ。

　皆みなの予想は竜伐騎士の圧勝だろう。それでも竜伐騎士が振るう剣は如何いかがなものかと、詰つめかけているようである。

　そんな中、カティナが向かい合うシェッセとリタの間に入り、両者を見た。

「試合は模造刀や木ぼつ剣けんではなく、リタさんの要求どおり実剣で行います。私かガランさんが危険だと判断したところで試合は止とめます。よろしいですね？」

「もちろん。よろしくね、シェッセくん」

　楽しそうに笑顔を浮かべるリタ。対するシェッセは、まさか竜伐騎士と手合わせができるなど夢にも思っていなかったので、緊張の面おも持もちで、

「は、はい。よろしくお願いします！」

　と声を震わせた。

「それでは両者――」

　カティナの声に、シェッセは帯剣の柄つかに手を添そえ抜ばつ刀とうの構えに入る。対するリタもまた同じように帯剣の柄に手をかけ、楽しそうに笑った。

「はじめ！」

　掛かけ声ごえと同時に、シェッセは帯剣を抜き放つ――が、リタの抜き放った剣の初速はこちらよりも速かった。それでも紙かみ一ひと重えで、シェッセは抜き切った帯剣でリタの剣をはじき返す。

「――っ！」

　先ほどまでシェッセの中にあった緊張は、この一いち撃げきで吹ふき飛とんだ。

　シェッセはすぐさま体勢を立て直し剣を構えなおす。

「わおっ、あたしの一手目を完かん璧ぺきにかわしたの、シェッセくんが初めてだよ！」

　興奮気味にリタはそう言いながら、すぐさま二手目を上段から放つ。

　――速い！

　剣のスピードには自信のあったシェッセだが、リタの繰くり出だす剣速はそれを上回っていた。

　それでもシェッセが鍛きたえてきた動体視力は、彼女の繰り出す連撃をしっかりととらえていた。上段から袈け裟さがけ、弾はじいて胴どう抜ぬき、受けて正面――次々に繰り出されるそれを、シェッセは的確に弾いていく。

　しかし今のシェッセにできるのは、リタの放つ剣を受け切ることのみ。

　こちらから攻こう撃げきに転じる隙すきを見つけることができない。それほどまでに彼女の剣は速いのだ。しかし最初は楽しそうだったリタの表情に、変化が表れた。

　次々に放たれる連続の剣撃をすべて見切っているシェッセに、リタはそれまでの笑い顔を消し、動き一つ一つに集中している。

　シェッセの受け止める帯剣への一いち撃げき一いち撃げきは、決してウェイトのあるものではない。武器強化魔法が掛けられていない剣撃は、痩そう身しんのシェッセの腕でも弾くことができる。

　次々に繰り出す連撃を弾き続けると、リタは息を荒あららげながら距離を取った。

「……すごいね、シェッセくん。まさか、『両もろ刃は銀ぎん零れい』のスピードについてきちゃうなんて」

　シェッセもまた、肩で呼吸をしながら距離を取り体勢を立て直す。

「両もろ刃は銀ぎん零れい？」

「そう、これは聖遺物『両もろ刃は銀ぎん零れい』」

　国が重要に保管していると言われる聖遺物。彼女が持つ剣こそがその一つであるというのだ。シェッセはその事実に息を呑のんだ。

「そんな重要な物をどうして……」

「一介の騎士のあたしが持っているか、って聞きたいんでしょ」

　シェッセの胸の内を見み透すかしたように、リタは笑顔で答える。

「聖遺物がただの古代の遺産だったら博物館にでも飾かざっておくか、城の倉庫にでも大切に保管しておけばいい。でもね、聖遺物や魔装器はそんな物じゃないの。これは人が持って初めて意味があるものなの」

　リタは両もろ刃は銀ぎん零れいをシェッセに向け真まっ直すぐに構えなおす。

「聖遺物、魔装器は人間の本来的なポテンシャルを超こえる能力を与あたえ、戦せん闘とうをより能動的、効率的に進めるために創つくられたと言われているのよ」

「戦闘のために……」

「そう、両もろ刃は銀ぎん零れいの特性は動きが人間のスピードの限界を超える『捷しよう速そく羅ら迅じん』。持つ者は誰よりも速く、何よりも速くその剣を振ふるうことができる」

　にわかに信じがたいその剣の力。しかしシェッセにとっては信じるしかなかった。現にその力をこの身体で体感しているのだから。

「でも、すごいよシェッセくん。生身の君がそれに反応できるってことはさ、君、結構頑張ったよね」

　リタの顔には溌はつ剌らつとした喜びが浮かんでいる。古代遺産の力に張り合うことができる生身の人間がいる。その事実が彼女にはうれしくて仕方ないとでも言っているかのようだった。
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「行くよ、シェッセくん。今度はもっと速い」

「はい！」

「いい返事！」

　言うと同時にリタはタンッと地を蹴けった。重心を前にしたリタの剣がシェッセに向かって振りぬかれる。

　――見るんだ……自分が怖こわいと思うものを……。

　シェッセの目は向かってくるリタのそのすべてを捉とらえる。振りぬかれる剣はもう見える範はん疇ちゆうのスピードではない。しかし彼女の身体の動きが、剣の動線をわずかに語る。

　その動線を読み取り、シェッセの身体は瞬しゆん時じに反応した。

　シェッセの帯剣は真上に向かって放たれる。

　次の瞬しゆん間かん、リタの振りぬいた両もろ刃は銀ぎん零れいと交じり、火花を散らした。

　その刹せつ那なの間、シェッセとリタの視線が交わる。

　シェッセの目に映ったのは、この上なく嬉しそうに目を細めるリタの目。

　それを認にん識しきするほんの僅わずかな間で、リタは弾かれた剣の反動を使ってクルリと回転を加え、シェッセの胴腹の直前で剣を止めた。

「そこまでっ！」

　カティナの声が練兵所に響ひびき渡わたる。

　シェッセは真上に振り切った剣を抱かかえながら、そのまま息をするのも忘れたように動けずにいた。




◇◇◇◇




　カティナは負けてしまったシェッセに駆け寄る。

「大だい丈じよう夫ぶか、シェッセ」

「……あ、うん」

　放心気味のシェッセに、カティナは内心驚きを隠せない。相手は竜伐騎士である。勝てるわけがないのは分かっていた。しかし魔法が禁止ならばもしかしたら、という淡あわい思いがあったのも事実である。事実シェッセはカティナの想像以上の健けん闘とうをした。正直シェッセと剣のみの勝負だったら、もうカティナにはこれっぽっちの勝ち目もないだろう。

　それほどまでにシェッセは強くなっている、とカティナは感じた。

　そう思わせるほどの接戦をしてみせたシェッセは、驚くほどあどけない表情をしながら、少しだけ悔くやしそうなため息を吐ついた。そしてすぐに表情を引ひき締しめ、リタに向かい頭を下げる。

「ありがとうございます！」

「いえー、こっちこそ無理言ってごめんね」

「勉強になりました」

「こちらこそ。すごいよ、シェッセくん。あれだけのスピードを出せるなんて普通できないからね」

「あはは……ありがとうございます」

　シェッセは照れ笑いをしながら頭をかくと、急に何か思い出したようにハッとする。

「あ、すいません。ボク、もうそろそろ戻もどらないと」

「そうなの？」

「はい………カティナ、ごめんね。ゆっくりできなくて」

「いや、かまわないさ。それに何よりも任務が優先だ」

「うん……じゃあ、失礼します」

　そういうとシェッセは急いで練兵所を後にしていった。その後ろ姿を眺ながめていたカティナの下にガランがやってきた。

「大したお嬢じようさんだな。聖遺物を相手に生身であそこまでリタに競せり合あうとはな」

　彼かれは本当に驚いたと言わんばかりに目を丸くしながら腕うでを組む。

「ええ、彼女は魔法なんか使えなくても、立派な騎士です」

　こちらがそう告げると、どうやらガランは魔法が使えないというワードでシェッセのことに思い至いたったらしく、

「ああ……そうかあの娘むすめが、例の………」

　と頷うなずいて見せた。シェッセ・リハエルはこの王立魔法騎士団の中では、かなり有名な存在なのだ。それは彼女が魔法を使えないのにも拘かかわらず、入団をすることができた、ということにある。まったく魔法が使えない、という事例は今まで認められたことがなかった。それでも入団が叶かなったことで彼女の存在は一いち躍やく、王立魔法騎士団内で注目の的まとになったのだ。ただそれは、良い意味ではなく好こう奇きの視線に晒さらされ、そして彼女を追おい詰つめるように侮ぶ蔑べつの対応がなされるだけであったのだが。

　そこへ身体を動かして顔を紅潮させたリタがやってくる。

「いやあ、やるねえ、シェッセくん。あれは本当に魔法が使えたら、かなりの戦力になる」

　ニヤニヤと嬉しそうな笑みを浮かべながら、リタは両もろ刃は銀ぎん零れいの柄つかをさする。

「でもさあ、やっぱちゃんと契けい約やく済まさないとダメだね……」

「契約……ですか？」

「そ。聖遺物は契約してなんぼの武器なのよ」

　カティナも聖遺物に関して多くを知らない。秘密にされているわけではないが、文ぶん献けんがそもそも表に出回らないため、知る機会が持てないのだ。

　そんな聖遺物を王国の竜伐騎士が持っていることは知っていたものの、『契約』については初耳である。

「契約というのは、つまり儀ぎ式しき的てきな事をするということですか？」

「んー、ちょっと違ちがうかな……聖遺物ってね、生き物……みたいな感じなのよ」

「生き物ですか？」

　カティナの疑問に対してガランが間に入ってくる。

「聖遺物は持つ者に、その武器の持つ力が吹き込まれる。持っているだけでも十分にその力を行使出来るのだが、それは本来的な力ではないのだ」

「本来的な、ですか」

「さっき見ていたリタがそれだ。人のスピードは超えられる。しかし両もろ刃は銀ぎん零れいの本当の力を解放させるというのなら、武器と契約をしなければならんのだ」

「それは……どういう？」

「簡単だ。武器に認められればいい」

「認められる……ですか」

「ああ、武器に認められれば、自おのずとその武器が持主に語りかける。語りかけられれば、聖遺物との契約は成立だ」

　驚くべき話だった。騎士が武器を選ぶのではなく、武器が持主を選ぶというのである。

　――そんなことがあるものなのだろうか？

　するとそれを話していたガランの横でリタが盛大にため息をつく。

「両もろ刃は銀ぎん零れいはまだあたしには語りかけてくれないのよ。そういうことだから、あたしはまだ両もろ刃は銀ぎん零れいから選ばれてはいないってことなの。実力が足りないってことなのかしらね」

　恨うらめしそうにリタは鞘さやに収まる両もろ刃は銀ぎん零れいに視線を落とした。

「ふん、まあリタにはまだ聖遺物は早すぎるのだ。そもそも竜伐騎士になるのだって、審しん議ぎがあったのだからな」

「はあ、推すい薦せんしたのあんたじゃない！」

「推薦したのではない。上位三等種を単たん騎きで倒たおしたところは、この俺おれがちゃんと見届けたと報告をしただけだ」

「その報告が入っちゃったせいで、あたし竜伐騎士になっちゃったんだからね！」

「騎士ならば名めい誉よだろう」

「あたしは王都勤務がよかったの！　外地に出張ばっかで全然王都に帰ってこれないし、勤務地にはあんたみたいなオッサンしかいないし……」

「まったくおまえというやつは……」

　ガランはやれやれと頭かぶりを振りながら肩をすくめた。

　聞きながら、まあまあと宥なだめていたカティナもリタの考えには驚いた。竜伐騎士と言えば王立魔法騎士団すべての憧れでもあるのだが、どうやら彼かの女じよにはそうでもなかったらしい。ただ、彼女にはその才能があったというだけだ。

　世の中うまく行かないものだな、と苦笑いをしながら、カティナの脳のう裏りにふとシェッセのことが思おもい浮うかんだ。

　しかしすぐさまその思いを消し、カティナは本来的な仕事の話に戻すことにした。

「さて、先ほどの話に戻りますが……」

　すると竜伐騎士二人は、話しかけたカティナの顔をポカンとした表情で見返す。

「はなしってなに？」

「なんだ？」

「調べていた、カラセナの件です。先ほどお二人はそのことで私のところに来たのでは？」

「ああ、あれね」

「おお、そうだった」

　シェッセとの模擬戦をしたりしているうちに、この竜伐騎士たちは本来の目的を失念していたようである。カティナは空気を変えるように咳せき払ばらいを一つして話し始めた。

「さて、ガランさん、リタさん。やはり私の考えとしては、カラセナの件、現場まで行くべきかと考えています」

　カラセナはサウスクインティアの面積の約五倍の土地を有し、そのほとんどが農地、または食肉用の動物の飼養地である。

　王都セントウッドの食の基き盤ばんを支える意味では、大変重要な地区である。

「農耕神ルクルアの木像を破は壊かいする行こう為いは、器物破損と宗しゆう旨し冒ぼう涜とくという立派な犯罪行為です。しかし今回の件は、もしかしたらそれよりも厄やつ介かいなことが絡からんでいる可能性があります」

　農耕神ルクルアは大変古い民みん俗ぞく信しん仰こうの神の一柱である。農耕をする土地には、セントウッド以外にも大陸全土に崇あがめる者が多い信しん仰こうだ。

　その神の木像を壊こわすとなると、かなり悪質な犯行である。

　するとそこへガランがおもむろに呟つぶやいた。

「ルクルア像を壊すってことは、土地の結界を壊すってことだよな」

「ええ、そうです。置かれたルクルア像は土地に安定をもたらし、安定した土地からは多くの収しゆう穫かくが望まれる。魔ま力りよく練成の種類から言っても古い形式ですが、あれを壊すとなると他の結界、または術式を置こうとした……と考えられます」

「なるほど」

　ガランは顎あごに手を当てながら片眉を上げた。

「もし、たとえばこれに竜りゆう神じん信しん仰こうが絡んでいたとしたら………」

「魔ま竜りゆう口くち寄よせの祭さい壇だんを作っている可能性ってことね」

「そういうことになります」

　カティナの神しん妙みような面持ちに、竜伐騎士二人もまた眉まゆ根ねを寄せて息をのんだ。







第二章　ククの唄うた







「はぁ………」

　肉屋フランシーヌのカウンターにシェッセはほっぺたをくっつけて溜ため息いきをつく。

　ふにゃりとしたまま、視線を這はわすとそこに包丁を砥とぐタクトがいた。

「おう、どうした？　なんかぐったりしてんじゃねえか」

「………そう見える？」

「そうにしか見えねえ」

「………だよね」

　と言いながらシェッセは再び重いため息をついた。

　先ほどの竜りゆう伐ばつ騎き士しリタ・シュルツとの模擬戦を思い出していたのである。

　竜伐騎士が相手なのだから、勝てなくて当たり前だと頭では分かっている。それでもやはり負けてしまった、という事実からか身体に力が入らない。

「ねえ、タクト……」

「なんだ？」

「ボクさ……スピードには自信があったんだ………」

「ああ、知ってる」

「でも、世の中にはもっと速い人がいるんだよね……」

「……へえ、シェッセより速かったのか？」

　その問いを肯こう定ていするのも悔しかったが、事実は事実。真しん摯しに受け止めねばならない。

「…………うん」

　何を弱気になっているんだ、と内心自分を叱しつ咤たするが、考えるほどに悔しくて仕方なくてどうしようもない気持ちになった。

　以前の自分だったらこんな気持ちには決してならなかっただろう。魔ま法ほうの使えない劣れつ等とう騎き士しとして肩かた身みの狭せまい思いをしながら、悔しさをバネにただひたすら剣けんを振っていたはずだ。落ち込んでいる暇ひまなんてないと、そう自分に言い聞かせながら。

　だとすると今の自分は、以前の自分より弱くなってしまったのだろうか？

　そんな思いが頭をかすめるが、一方でそれは違うと、はっきり分かるのだ。情熱も以前と変わらず心の中心に存在している。ただ違うのは、以前よりもっと悔しい、と思ってしまったこと。燃え上がるほど、ものすごく悔しくて仕方なかったこと。だから今は燃もえ尽つきて、一度くたっとしてしまったのだ。

　これほどまでに悔しがるのはどうしてだろうと自分でも思う。魔法使用禁止なら、竜伐騎士にだって勝てるなどという過か剰じような自信があったのだろうか？

　いや、それも違う。

　負けたことそのものが問題ではなく、何が負けたのか、それが問題だった。自分の鍛きたえ上あげてきた剣のスピード。誰だれよりも速くあろうとしたそのことで負けてしまったこと。それがシェッセの中にずっと引っかかって居い心地ごこちを悪くしていた。

　じゃあ何な故ぜここまで自分が躍やつ起きになっているのだろうか？

　――タクトに褒ほめてもらったから？

「な、なにを!?」

「ああん？」

　勢いよく立ちあがったシェッセを、怪け訝げんそうに見るタクト。急に立ち上がって大声を出したのだから無理もない。なので、とりあえずなんとなく誤ご魔ま化かしてみた。

「な、なんでもないよ！」

　明らかに不自然なシェッセを、タクトはぼんやりと見つめ返してくる。心のうちを見透かされているようで、シェッセは口元をキュッと引き締めた。そんな様子を見ていたタクトはそれ以上は聞かず、

「……………そうか」

　と言って再び包丁砥ぎに戻ってしまった。今はあまり深く質問されないことがシェッセにはありがたかった。とてもじゃないが、うまくこのモヤモヤを吐きだせる自信はない。

　――タクト……どこまでわかってるの……ボクの考えていること……。

　ぼんやりとタクトが肉切り包丁を研いでいる姿に目を向ける。

　慣れた手つきで砥と石いしの上に刃はを滑すべらせ、シュッシュッと耳みみ触ざわりの良いリズムで砥ぎあげていく。

「ねえ、これから何するの？」

「この前、解体したドラゴンを保存用に調理するんだよ」

　この前、ということは四複眼竜ノクヤブイカだろうか？

　確かあの後、四複眼竜ノクヤブイカの脇わき腹ばら、つまりバラ肉の一部が持ち去られていた。十中八九、タクトとリュカの仕し業わざであることはわかっていたが、結局王立魔ま法ほう騎き士し団だんはその行為を咎とがめはしなかった。彼らに助けられたという事実は変わりなかったからだろう。

「半分はベーコンでもう半分は干し肉にするんだ」

　干し肉ということは、いつもリュカが食べているアレのことだろう。

「ボクも何か手伝う？」

「ん？　そうだな……」

　タクトは包丁を砥とぐ手を止めると、顔を上げた。

「んじゃ手伝ってもらおうか」

　そう言ってタクトは、近くにあったゴム手て袋ぶくろを取ると、シェッセに手て渡わたしてきた。

「裏の倉庫にリュカがいるから、肉とって来てくれ」

「うん、わかった」

　いつまでも塞ふさぎこんでいても仕方ないと、シェッセは気を取り直し立ち上がった。




　シェッセは早さつ速そく、タクトに頼たのまれたドラゴンの肉を取りに、倉庫へと足を運んだ。場所は肉屋フランシーヌ屋内の半地下なので、カウンターから従業員用の扉とびらを開け、進んでいく。

　そうして倉庫の階段の手前まで来ると、中から歌声が聞こえてきた。

「ぐーぐの、な～な♪　しゅしゅなの、ぐ～ぐ……」

　何か別の言げん語ご圏けんの歌ではあったが、誰が唄っているかは声ですぐに分かった。

　リュカである。

　彼女が歌を唄いながら仕事をしているなんて珍めずらしいなあ、と思いながら階段を下りようとすると、なんとそこにクーミェがいた。階段の片かた隅すみに身を寄せてジッとしている。

「どうしたの、クーミェ？」

「シーッ！　大声出しちゃダメですよ」

　小声で注意されてしまい、シェッセも声を落とした。

「何を覗のぞいてるの？」

「リュカちゃんですよ」

　嬉うれしそうに頬ほおを染めながらクーミェはニヤニヤする。おそらくは中で歌を唄っているリュカが可愛かわいくて仕方ないのだろう。シェッセ自身もその光景にはちょっと興味があった。リュカがご機き嫌げんで歌を唄っている姿は滅めつ多たに見られないことだと思ったからだ。

　シェッセもクーミェの横に立って、その様子を覗いてみる。

「いりゅにな、いりゅね♪　しゅしゅなの、に～に♪」

　手をパンパンたたきながら、リュカがちょっとだけ小こ躍おどり交じりに唄っている。足をパタパタ、尻尾しつぽをふりふり……。

　じゅるりじゅる、と涎よだれを啜すすりながらクーミェは目を輝かがやかせた。

「……か、かわいいですね、リュカちゃん」

「…………うん」

　何か小さな子がお遊ゆう戯ぎの練習をしているのを見守るような気持ちになった。

　しかしリュカは倉庫でいったい何をやっているのだろうか？　何な故ぜ唄うたって踊おどっているのだろうか？　タクトは作業中のようなことを言っていたが、目の前のリュカがそのようなことをしているようには見えなかった。

　どちらにしても、タクトから言われているドラゴンの肉を取りに行かないとならない。

　そう思いシェッセが徐おもむろに身体を動かそうとすると、クーミェはそれを止めるように裾すそを掴つかんだ。

「ダメですよ」

「え、何で？」

「だって！　リュカちゃんが可愛いじゃないですか！　最後まで見届けましょう」

「でもお肉取って来いってタクトに……」

「え、タクトさんですか……それは困りましたね。そうですか……」

　クーミェは真しん剣けんに優先事じ項こうを思案しながら、うんうん唸うなり始めてしまった。

　と、そんなクーミェの唸り声に気がついたのか、急にリュカは身体をビクッとさせると、こちらを振ふりかえった。そして何やら手足をバタバタさせながらごまかすように顔を赤くする。

「だめー……みちゃ、だめー」

　そう言って走り寄ってきたリュカにぐいぐいと押おされ、シェッセとクーミェは倉庫の外に追い出されてしまった。唄っていたのを聞かれて恥はずかしかったのだろう。

　とにかくシェッセも肉を持って帰らないとタクトにまたいびられるので、扉の向こうのリュカに呼よび掛かける。

「リュカ、ドラゴンのお肉が必要なんだけど」

「……………」

「タクトがこれから干し肉作るって」

「………………ちょっと……まってて」

　中から消え入りそうな返答があったので、シェッセは言うとおり、ちょっと待つことにした。しばらく扉の外で待っていると、ようやく扉が控ひかえめに開き、中からリュカがピョコンと半分顔をのぞかせる。

「………できた」

「できた？」

　問い返しながらもシェッセはリュカからドラゴンの肉が載のったトレーを受け取った。何ができたのか聞きたい気持ちもあったが、だいぶ時間をロスしたので、取り急ぎタクトの元へ持っていくことにする。

　そうしてようやくシェッセが戻もどると、

「おせえ！」

　とタクトが待ちくたびれたように椅い子すに座すわって文句を言った。

「ちょっと色々あって……」

　言い訳にならない言い訳をしながら、シェッセは台の上にドラゴンの肉の入ったトレーを載のせた。

　するとタクトは先ほどまで砥といでいた肉切り包丁を手に、筋きん繊せん維いに沿って綺き麗れいに肉を裁断していく。

「どうやってベーコンと干し肉を作るの？」

「おう、じゃあ順番に説明していくから、エプロン着けろ。あと手袋をわすれんな」

「自分は手袋つけないくせに……」

「なんか言ったか？」

「何も言ってないよ」

　子供でも扱あつかうかのように手袋手袋と口を酸すっぱくして言うタクトに、シェッセはちょっと反論してみたりする。それでも最後には、言われた通りにエプロンと手袋をきちんと装着するのだった。

「えっと、作るのはベーコンと……」

「干し肉だ。まあ、一いつ般ぱん的てきな肉の利用法だな。捕ほ殺さつしてすぐにベーコンやハムにする場合もあるが、一回熟成させてから作ってもうまいんだよ」

「へえ……ドラゴンのベーコンとか……おいしい？」

「そりゃ、出来てから食ってみたらどうだ？」

「う、うん」

　先日の蒼脚竜ササリカの一口ステーキの時の記き憶おくが一いつ瞬しゆんよみがえり、シェッセは思わずつばを呑のみ込んだ。

　そんな話をしながらもタクトの手は止まらず、サクサクと作業を進めていく。脂あぶら身みの多い部分は程ほどよい大きさのブロックにし、トレーに取り分けていく。赤身の多い部分は一枚ずつ丁てい寧ねいにスライスして並べていった。

「おし、じゃあ俺は干し肉作るから、シェッセはベーコンのブロックに串くし入れて、味付けしてくれ」

「うん」

　仕事を任され、シェッセはトレーの中にあるブロック肉に串を刺さしていく。タクトの話によると、味がしみ込みやすくなるのだそうだ。

　一通り串を刺し終えると、今度は専用のタレに漬つける。この漬けダレはソミュール液というのだそうだ。瓶びんの中に入った濃こい琥こ珀はく色いろのソミュール液をトレーの中に注いでいく。

　通常の肉屋で使うソミュール液は、塩、砂糖、それに胡こ椒しようといった香こう辛しん料りようやハーブを混ぜて一度煮に立たてて冷やした物である。

　しかしタクトの作るソミュール液は少々違ちがっていた。塩、砂糖、香辛料はもちろんだが、それ以外に醤しよう油ゆ、野菜のだし汁じる、ワイン、ニンニク、ショウガなどを加えた特製のソミュール液なのである。浸ひたるくらいにそれを注ぎ込むとシェッセの作業は一段落である。

　ふと干し肉の作業に移ったタクトに目をやると、こちらも乾かん燥そう用ようの網あみ棚だなに丁寧にスライスされた肉を並べているところだった。一通り並べ終わると、一部の干し肉には漬けダレをスプレーしていく。以前は刷は毛けで塗ぬっていたそうだが、スプレーの方が均一になるそうだ。

　その他の干し肉には軽く塩を振っただけで、そのまま網あみを掛けて乾燥させる。

「なんか、もうおいしそうだね」

「おい、まだ食うなよ。ちゃんと熱でスモークしてないの食ったら、大変なことになるぞ」

「うん、そうだね」

　ドラゴンの肉の中には練れん成せい分解物質が含ふくまれている。なので迂う闊かつに生で食べたり触ふれたりすると、魔ま法ほう装そう飾しよく品ひんなどが壊れる原因となりかねない。そんな事情もあってシェッセも先ほどから手袋をしているのである。対してタクトは先ほどから素す手でで作業をしているが、別段平気そうだ。

　元々飾かざり気けのない装よそおいなので、魔法装飾品などはつけていないのだろう。

「よっしゃ、あとは乾燥させるだけだから、とりあえず作業は終わりだ」

　干し肉に虫よけ網を掛けて風通しの良い場所に吊つるしたタクトは、今日の業務終しゆう了りようを言いい渡わたした。

「お疲つかれ様さまです」

「おう。ああそうだ、シェッセ」

「ん、なあに？」

　帰り支じ度たくをしていたシェッセはタクトに呼び止められて振り返る。

「狩かりの日程だが、発注してた物が明日届くらしいから、明後日の朝には出発するぞ」

「…………うん、わかった」

　念頭からやや抜ぬけ落おちていたが、そういえば泊とまりがけで狩りに行くのだった。そのために今日の午前中を潰つぶして王立魔法騎士団庁舎まで行ってきたのに。

　リタとの模も擬ぎ戦せんのことで頭がいっぱいになっていたせいか、軽く忘れかけていた。

　――明後日かぁ……。




「ふむ………たしかに任務証明だな」

「左様でございますね」

　目の前で父マルコと教育係ジゼルが眉み間けんに皺しわを寄せて書面を覗のぞきこんでいた。シェッセが今日カティナに認したためて貰もらった証明書を二人に差し出したからである。

「これでもう文句はないでしょ」

　過保護な二人にシェッセは薄うすい胸を張って見せるのだが、それでも彼かれらの苦く悶もんの表情は拭ぬぐえなかった。これ以上はどうしようもないと思うのだが、マルコとジゼルは沈ちん黙もくを保っている。

　心配してくれるのはとてもありがたいのだが、ここまで行くとやはり過保護すぎる。

　そんな渋じゆう面めんを作っている二人の間に、さりげなく母メイアが割り込んできた。

「まあまあ、その辺にしてさしあげたら？」

「メイア……しかしだな……」

「いいじゃないですか。シェッセもこの通り、タクトさんとは何もないのだと言っているのだし、それにこれは騎き士し団だんからの任務なのですよ」

　ふんわりした口調で父マルコを懐かい柔じゆうしていく母。この辺はさすが夫ふう婦ふだな、とシェッセはそのいく末を見守った。

「うむ、まあ確かに任務であることには変わりはない。すまなかったなシェッセ」

「いえ、ご心配をお掛けするのは一いつ緒しよなので、至らぬ娘むすめですいません」

「うむ。怪け我がのないようにな」

「はい」

「生水は飲まないよう」

「はい」

「危ないと思ったらすぐに逃にげなさい」

「はい」

「腹痛の薬も持っていくように」

「はい」

　やはり心配でしかたないようである。嬉しくもあるのだが、もう大人なのでこそばゆくもあった。そうして一通り父からの心配言が終わったころ、そろそろっと母がシェッセの元にやってきて小さく耳打ちをした。

「シェッセ。タクトさんなんですが」

「はい？」

「……何かあったら、ちゃんとお母さんに紹しよう介かいしなさいね」

「なっ!?　なにもないです！」

「ふふふ」

　父やジゼルよりもビックリする発言をする母メイアに、シェッセはあたふたしながら、急いで部屋に戻るのだった。




　日が明けて午前中の配達を終え昼食を挟はさみ、午後。シェッセは昨日タクトが言っていた、狩りに必要な物を受け取りにセントウッド通りにやってきていた。

　タクトがまだ仕込みものから手が離はなせないため、今日はリュカと二人でお買い物である。

　目的の場所は以前タクトと訪おとずれたことのある武器屋だ。

　ぼんやり眼まなこでシェッセの隣となりを歩くリュカに歩ほ幅はばを合わせながら、石いし畳だたみの大通りを行くと目的の武器屋が見えてきた。

　武器屋に着くとリュカは他の物には目もくれず、カウンターへとちょこちょこ歩いていく。

「おねがいして……おいたもの」

「はいはい。弦げんの方も張はり替かえておいたから、何かあったら言っとくれ」

「ぐぅ」

　そういうと店主はカウンターの下から紙にくるまった長い筒つつと弓を取り出した。

　リュカはポーチの中から貨か幣へいを取り出し店主に渡すと、品物を受けとって戻ってくる。

　シェッセは一部始終を見ていたわけだが、リュカの無表情な顔の中に、達成感のようなものが見て取れたので、

「買えた？」

　と聞いてみる。すると、彼かの女じよはシェッセを見上げながらコクリと大きく頷うなずいた。

「何買ったの？」

「ゆみと、や」

「弓と矢？　今度の狩りで使う物って……」

　リュカは手にしているやや小ぶりの短たん弓きゆうを掲かかげて見せる。

「リュカがこれ使うの？」

「……うん」

　たしかにサイズはリュカにちょうどいい。だがそんな大きさの割に、弓きゆう幹かんがかなり無骨に出来ていた。それが全体を妙みようにアンバランスに感じさせる。何より張られた弦が、金属を編んだものであることにも驚おどろかされた。

「リュカこんな弓、引けるの？」

「……ひけるよ」

　さも当たり前のような返答にシェッセは驚いた。

「ちょっとボクも引いてみていい？」

「いいよ」

　リュカが掲かかげていた弓を手に取ってみる。これがまたずっしりと重い。見た目の質量に対して金属で出来てるんじゃないかという程の荷か重じゆうが手にかかる。

　弓の扱いには多少は心得のあるシェッセは、構えて空から振ぶりをしてみようと思ったのだが、

「え……あれ？」

　弦が引けなかった。カチカチに固まっているかのように、どんなに引いてもびくともしない。確かにグローブも付けずに引くのは難しいのだが、それにしたってビクともしないとは思わなかった。

「しぇっせ……こうやるの」

　その様子を見ていたリュカは、シェッセの手からその短弓を取ると胸の前で平行に構えて、スッと弦を引いた。

　ヒャッと風切り音を立て、弦は空くうを切る。

「はい」

　再びリュカはシェッセに弓を手渡してくれた。たしかにシェッセは今、長ちよう弓きゆうの作法である弓幹を大地に対して垂直にした形で放とうとした。対してリュカは短弓の作法である地面に対して水平に構えて放つ方法をして見せた。

　――それにしても、ここまで違うものかな？

　疑問に思いながらシェッセはリュカと同じように水平に構えて弦を引く。

「…………ん！」

　やはりビクともしなかった。

「……ダメだ……ボクには引けないや……」

「……ぐぅ」

　そう言ったシェッセがずっしりとしたウェイトの短弓を返すと、リュカはちょっと照れるように頭を掻かいたのであった。

　幼いそんな仕草に目を細めながらも、シェッセは改めて思う。

　リュカもタクトと同様、立派な肉屋の狩人かりゆうどなのだと。

「リュカって普ふ段だん弓を使ってるの？」

「……ゆみとか……いろいろ」

　いろいろなんだ、とシェッセは感心する。タクトもそうだが、やはり彼らは武器に偏かたよりがない。相あい対たいする獲え物ものによって最も有効な武器を取しゆ捨しや選せん択たくしている。

　それはなかなか出来そうで出来ない事だった。

　一応シェッセも家いえ柄がらから弓の訓練は受けているが、この短弓を引くことはできなかった。

　道すがら、そんな話をしながらリュカと家路につく。以前とは比べ物にならないほどリュカとは言葉を交かわせるようになった事に改めて驚く。

　――前はすぐ逃げられちゃったもんなあ。

　今はまるで仲のいい姉妹のように毎日話すことが出来る。それが一人っ子のシェッセにとっては嬉しかった。

「ねえ、リュカ」

「……なに？」

「そういえば、この前リュカが唄うたってた歌って……」

「あ……う……」

　なにやらそこには触れてほしくなかったのか、いつも無表情な彼女にしては珍しく、顔を赤らめながらバタバタしだす。

「……あれは……」

「うん」

「……ひみつ」

　そうかあ、秘密かあ、とシェッセはちょっと残念に思った。多分クク族の言語の歌なんだろうな、という推測はつくが、リュカが秘密にしたいと言うなら仕方ない。

「りゅかは……おうたが……へたなので」

「そんなことないよ」

　しかしリュカは首をブンブン横に振って俯うつむき加減になってしまう。謙けん遜そんではなく、本当にそう思っているようである。原曲を聴きいたわけではないが、シェッセにはリュカの歌はとても聞き心地ごこちがよかったし、なにより可愛らしい後ろ姿が目に焼き付いていた。

「可愛かったけどなあ」

「だめ……だめ……」

　やはり首を横に振るのである。

「だから……たくとには、ひみつ」

「うん、わかったよ」

　まあ彼女がそう言うなら、秘密にしておいた方がよさそうだ。

　そうこう話をしているうちに肉屋フランシーヌへ到とう着ちやくすると、

「ひゃっほぉぉぉい！　リュカちゃぁぁぁぁぁん！」

　獣けものかのように四よつん這ばいで急きゆう襲しゆうしてきたのは店主のクーミェだった。

　いつものクーミェの過か剰じような愛情表現がリュカに炸さく裂れつする。

「ふふふ、リュカちゃん。クーミェお姉さんと今日も、ぺろぺろしましょう」

「やー」

　そしていつも通り、リュカに逃げられるのである。

「……くっ、今日も逃げられましたか」

　悔くやしそうに歯は噛がみするクーミェ。そんな彼女の身体能力の高さに感心しながら、シェッセにちょっとした疑問が浮うかんだ。

「そういえば……」

「はい、なんですか？」

「クーミェは狩りには行かないの？」

　シェッセが疑問を投げかけると、クーミェはからからと笑いながら返す。

「はい、私はお店もありますからね。それに……」

「それに？」

「……いえ。なんでもありません」

　何か言いかけたクーミェは最後まで言わず、ニコニコと笑いながら店の中に消えて行ってしまった。

　そんな後ろ姿を見送りながらシェッセは小首をかしげた。

　それからその日は、タクトたちと明日からの狩りの打ち合わせをして早々に解散となった。




　早朝、まだ日も昇のぼっていないので、まだ街灯のともる道を歩きながら、シェッセはリンド中央駅へとやってきた。

　本来的にここの機関車は、人を乗せるためではなく物資の運うん搬ぱんのために造られた鉄道であるため、昼夜を問わず運行している。なのでシェッセが機関車に乗り込んだ時も、漁港からの買い出し帰りの商人や、これからカラセナへ向かう商人の一団が車内を陣じん取どっていた。シェッセは仕方なく連結部にやって来て欄らん干かんに腕うでをかけていた。

　そのまま機関車がセントウッド通りを下っていくと、ちょうどサウスクインティアとの境あたりでタクトとリュカの姿を発見した。

「ぐぅ！」

　朝から元気のいいリュカのあいさつに、シェッセは笑え顔がおで手を振ふる。冷蔵庫を背せ負おったリュカと、大荷物を背負ったタクトは、ノロノロ走る機関車に飛び乗るとシェッセの元にやってきた。

「おう、遅おくれずに来たか」

「うん、おはよう」

「ぐぅ」

　車両内に目をやったタクトは辟へき易えきとした様子でしかめっ面つらを作る。

「中はひでえ人ごみだなあ……」

「そうだね、この時間は特に多いらしいね」

　この列車は環かん状じよう線せんで王都を一周するのだが、おそらく今乗っている客の大多数は、カラセナで野菜を仕入れ、各地へ運ぶ商人たちだろう。

　今回の目的地は、そんな農作物の中心地であるカラセナである。

　朝あさ霧ぎりが煙けぶるテューレの石造りの町並みから、次し第だいに麦畑などの農地が目に入ってくる。

「ボク、カラセナは初めてなんだ」

「へえそうか。結構いいとこだぞ、のんびりしてて」

　タクトの言う通り、うっすら白み始めた空の下に延々と続く田畑が顔を覗のぞかせた。はるか先まで広がる田畑と点在する緩ゆるい丘きゆう陵りよう。シェッセの住む坂道だらけのリンドや、タクトの肉屋があるサウスクインティアとは違う、別の国のような光景だった。

「……………ぐぅ」

　リュカの呟つぶやきにふと目をやると、どうやら寝ね言ごとだったらしく冷蔵庫に寄りかかるようにして居い眠ねむりをしていた。朝が早かったからだろう。シェッセは目を細めながら声をひそめた。

「ねえ、タクト」

「なんだ？」

「目的地ってカラセナの向こうだよね」

「ああ、そうだな」

「結構遠いよね」

「遠いぞ」

「そっか……へへ」

「？」

　不思議そうな顔をするタクトに、シェッセは急いで平静さを装よそおう。初めての遠出に浮かれる気持ちをタクトに気取られたら、また子供扱あつかいされかねない。

　ちょうど朝日が昇り切ったころ、ようやく列車はカラセナの駅へと到着した。

　カラセナ駅はシェッセが想像していたよりもかなり大きかった。屋根つきのホームは広く、すでに買い出しを済ませた者たちが、背負しよい子こやら台車に積んだ野菜を手に、機関車に乗り込んでくる。慌あわただしい乗り降りの波を掻かい潜くぐりながら、シェッセたちは駅のホームへと降り立った。

　外に出ると、駅はそのまま市場に直結していた。山積みにされたキャベツや玉ねぎ、穀物の入った麻あさ袋ぶくろが所ところ狭せましとひしめきあい、売買が執とり行おこなわれている。

　ごった返す人ごみの中、シェッセははぐれてしまわないようにタクトの手を取ろうか……と、一瞬考えたのだが。

　――そ、そんな……。

　恥はずかしさに思わず頭を振ってしまう。しかしはぐれてしまっては元も子もない。結局人差し指と親指でちょこんとタクトの袖そでを摘つまむのが、今のシェッセには精せい一いつ杯ぱいだった。

　それだって十二分に恥ずかしくて仕方がない行こう為いである。だから自然と真っ赤になる顔を下に向けながら、おとなしく後についていった。

　しばらく歩くと、露ろ天てん商しようの中年男性が声をかけてきた。

　口ひげを蓄たくわえ、日焼けした相そう貌ぼうはいかにも農夫といった様子である。

「おう、ミキハラ久しぶりじゃねえか」

「おっさん久しぶりだな」

「お前んとこでこの前もらったハムうまかったぞ」

「そりゃどうも」

　そっけなく返事するのは、おそらくタクトがほめられることに慣れてないからである。以前もシェッセにお礼を言われた後はひたすら恥ずかしそうにしていた。

「じゃあオッサン。そのハムの見返りに、トマトとキュウリくれ。あとレタスもあるとありがたい」

「おう、いいぞ。好きなだけもってきな」

　そういうとタクトは店先にある野菜の中からそれぞれ一つずつ選ぶ。

「なんでえ、それだけでいいのか？　こっちは売るほど野菜があるんだぞ」

「売るほどあんなら、ちゃんと商人から巻き上げろ。旨うまい野菜ならいくらでも値段がつくだろ」

「あたぼうよ。こちとら、王領に持ってったって恥ずかしくねえ野菜だぜ」

「知ってるよ。あんがとさん」

　そういってタクトは再び歩き出す。

　シェッセはそれを後ろで聞きながら忍しのび笑わらいをもらした。

　――素す直なおじゃないなあ。普ふ通つうに褒ほめればいいのに。

「なんだ、シェッセ。なにニヤニヤしてんだ？」

「別に……でもどうしたの？　急に野菜なんて」

「ん？　朝飯だよ。お前もまだだろ？」

「あ……そういえば」

　言われた途と端たんに空腹を感じる。人間の身体は現金なものだと思いながら、シェッセはコクリと頷いた。

「んじゃ、馬車んなかで食うから、もうちょっとまってろ」

「え!?　馬車って……そんなもの乗って大だい丈じよう夫ぶ？」

「何が？」

「いや、ほら、料金とか。あれ高いんだよ」

「お前は、もしかして貴族が乗る、あのフワフワとした感じの馬車と勘かん違ちがいしてないか？」

「そうじゃないの？」

「そうじゃないな。そんないいもんに乗れると思うな」

　あっさりとそう言うタクトについて駅前の広場まで出ると、そこには線路があった。しかしその線路は、機関車が使っているような大きなレールが敷しいてあるわけではない。シェッセでも一ひと跨またぎにできそうなくらいの狭せまい幅はばのレールが敷いてあるのだ。そしてそのレールの上には、何台ものトロッコが乗っかっており、野菜の積み下ろしをしている。

　そしてそのトロッコを引いているのが他でもない、馬なのである。

「タクト……もしかして馬車って」

「そうだ、これだ」

　シェッセは思わず大きくため息をついた。馬車と聞いたら普通は屋根つきでフカフカのソファが敷かれた車を馬数頭で牽ひくものを思おもい浮うかべるのが常識だからだ。

「びっくりして損した……」

「ああ？　普通は庶しよ民みんが使う物なんてこんなもんだぞ」

「そりゃそうだけど」

　そう呟つぶやいたシェッセを尻しり目めにタクトは、空からになったトロッコに馬を括くくり付つけ帰ろうとする農夫に声をかけた。

「すまねえんだけど、途と中ちゆうまでのっけてってくれねえか？」

「おう、いいよ」

　二つ返事で了りよう承しようした農夫は、馬にまたがると乗れと親指で合図を送る。シェッセは先に乗り込んだタクトとリュカの後を追いトロッコに乗った。冷蔵庫やタクトの荷物もあるせいか、三人乗ると結構狭い。ぺたんと座すわりながら、シェッセは膝ひざの上にリュカをのせた。

「リュカ、軽いね」

「……んー？」

　リュカが不思議そうに顔を上に向ける。

　そんなリュカを膝の上で抱だっこしていると、目の前でタクトが荷物を漁あさりだす。

　カバンの中からタクトが出してきたのは食パンだった。

「それ？　朝食って」

「ああ、軽食だけどな」

　そう言うと今度はバターを取り出し、常温で軟やわらかくなったそれを丁てい寧ねいに食パンに塗ぬっていく。そして先ほどの露天商から貰もらったキュウリやトマト、レタスをナイフでスライスしてパンの間にはさんだ。最後にベーコンを載のせもう一枚の食パンでサンドする。

　とてもベーシックなサンドイッチの出来上がりだ。

「それってもしかして、一昨日作ったドラゴンの……」

「と、思うだろうが残念ながら違ちがう」

「違うのかあ……」

「一昨日のは後二週間くらいは漬つけておかないとならねえからな。だからこれは、それより前のドラゴンだ」

「それより前というと……蒼脚竜ササリカとか？」

「正解」

　差し出されたサンドイッチを受け取りながら、シェッセは目を丸くした。

　――初めてタクトとリュカを見た、あの時のドラゴンかぁ……。

　何やらずいぶん昔のようにも感じる。

　あんなに手こずったドラゴンを、まさか今自分が食べてるなんて、あの頃ころのシェッセは思いもしなかったろう。

「よっしゃ、いただきます」

「いただきます」

「……いただきます」

　というわけで馬車に揺ゆられながら遅おそめの朝食を取ることとなった。

　早さつ速そくサンドイッチを口に頬ほお張ばってみる。







[image: ]







　採れたての野菜のシャキッとした歯ごたえに、カリカリに焼かれた蒼脚竜ササリカのベーコンがアクセントをもたらす。味付けらしい味付けはなかったが、トマトの酸味とキュウリ、レタスの瑞みず々みずしさ、そしてベーコンの程ほどよい塩気がちょうどいい。

　野菜そのものの味が生かされ、何より蒼脚竜ササリカのベーコンが軸じくになった味わいは噛かむほどにパンは甘あまく、野菜の歯ごたえは心地ここちよく、そしてベーコンの味は円まろやか。

　以前食べたステーキとはまた違った味わいである。

「……おいしい」

　朝から採れたての野菜に、ドラゴンのベーコンのサンドイッチを口にしながら、長閑のどかな風景をのんびり眺ながめる贅ぜい沢たく。旅行に来たわけではないのだが、気持ちがゆったりしてしまう。

　とはいえこれから泊とまりがけの狩かりなのだ。慌てて気持ちを引ひき締しめながら、それでも欠伸あくびが込み上げてきてしまうので、シェッセはそれを必死に噛み殺した。




　馬車に揺られて三時間くらいしたころである。どこまで行っても変わらない田園風景に見あきたころ、馬車がガタンと音を立てて停車した。

「おい、このあたりでよかったっけ？」

　馬に乗る農夫に声を掛かけられたタクトが顔を上げる。

「おう、あんがとさん」

　それにつられてシェッセも周りに目をやると、その場所がノースクインティアの北の外れ、山さん岳がく地域に入る手前であることに気がつく。

　南側は変わらず田畑が広がっているが、背にある風景は遠くダグジア連れん峰ぽうへと連なる山々であった。そんな山々に口をポカンと開けていると、タクトが荷物を下ろし始めた。

「ほら、おまえも荷物持て」

「あ、うん」

　手て渡わたされた荷物がリュカやタクトと比べると少ないのは、ビギナーに対して配はい慮りよしてくれているからかもしれない。

　農夫は三人を降ろすと早々に馬に鞭むちを入れて行ってしまった。それを見送っていると、リュカが徐おもむろに帽ぼう子しを脱ぬいだ。

「……ぐぅ」

　いつもの呟つぶやきにもどこか清すが々すがしそうな響ひびきがある。たしかにこれから人里離はなれた山の中に入っていくことを考えると、耳を隠かくす必要はなさそうだ。

　彼かの女じよは耳をピクピクさせながら、跳はねるように歩き始めた。

　ここからはひたすら山登りである。カラセナから北へ北へと歩みを進めるのだ。そうして緑豊かな平原から一歩山へと踏ふみ入いれると、もうそこは別世界だった。

　一応道としては成立しているのだが、巨きよ大だいな岩が点在し木々が生おい茂しげっている。夏を前に気温は日に日に上がっているものの、この山の中ではむしろ少し肌はだ寒さむいほどに空気は澄すみ、ヒンヤリとしていた。

　それでも荷物を背に歩き続けるシェッセたちにとっては、このくらいの気温が心地いい。うっすら汗あせをかきながらも、時折吹ふきぬける風が、上がった体温を程よく調整してくれているようだった。

　三人は緩ゆるく延のびる山道を登り、切り立った渓けい谷こくを渡わたり、岩場を歩く。

　そうこうしているうちに、日は西に傾かたむき始めていた。山の日暮れは早い。あっという間に、山の向こうに日が沈しずんでしまう。

「おし、じゃあこの辺で今日は泊まるか」

　タクトの指揮のもと見晴らしのいい岩場の陰かげに荷物を置き、夕食の支し度たくにかかることとなった。三人は近場で枯かれ木き、枯れ枝を拾いながらキャンプの用意にかかる。

「ねえ、タクト。土群竜フーリカがいるのって、まだ先なの？」

「もうそれほど遠くじゃねえよ。ここから少し下ると少し平らになってる台地があるんだ。その辺は土が柔らかくって、土群竜フーリカが多く生息してる」

「へえ……あの辺？」

　シェッセはそこから見える台地らしきあたりに指をさす。

「おう、そうだな」

「なるほど」

　確かにそれほどの距きよ離りではない。

　もともとセントウッドを出る機会がそれほど多くないシェッセにとっては、この光景はとても新しん鮮せんだった。南を見ればカラセナ平だいらの農地が広がり、北を見れば眼下に広がる木々の海と、その先にあるダグジア連峰の絶景にため息が漏もれる。

　そんな景観に見とれているうちに、あっという間に日が暮れてしまう。我に返ったシェッセは急いで枯れ木を集めて、キャンプ地に戻もどった。

　すでに先に戻っていたリュカが、枯れ枝をまとめている。

「あまねくせかいをすべるみなもとよ。ほむらのことわり、たねびのむすび、ひとときなる、だんをとらせ、ほうえんれんせい」

　リュカが呪じゆ文もんを唱え終えると、枯れ枝にポッと炎ほのおがともる。子供などが家の手伝いでよく使う、倣ほう炎えん練成――火力系魔ま法ほうの最小値の術式である。

「ふー……ふー……」

　リュカが口で空気を送ると、炎はパチパチと音を立てながら次第に大きくなっていく。手慣れたものである。

「リュカ、火をつけるの上手だね」

「…………ぐぅ」

　ほめると無表情なリュカは首をすくめながら頭を掻いた。そんなリュカのしぐさにシェッセは微ほほ笑えみながら、タクトの荷物カバンを開けていく。

　中からは肉類やら、小なべやらが出てくる。さて、今日は一体どんな料理を作るのだろうか？　そうは思ったものの、どうも材料が少ないような気もする。

　干し肉、お米、それに味み噌そや塩といったタクトの家にある調味料である。

「……圧あつ倒とう的てきに……野菜がたりない……」

「ぐぅ」

　炭水化物は重要である。塩分、タンパク質も重要である。しかしこれではあまりにも野菜不足だ。いったい何を作るつもりなのだろうか。

　そんなことを考えていたシェッセの元へ、タクトが戻ってきた。

「火熾おこしてんな。よっしゃ、飯の支度しよう」

「ねえタクト」

「なんだ？」

「もしかしてご飯これだけ？」

「なんだ？」

「いや、なんだじゃなくて、お味噌とお米とお塩って！　あと干し肉でしょ！」

「それだけじゃねえぞ、ほら」

　といったタクトの右手の籠かごには山菜が、そして左手には……。

「こ、これは何？　な、なんか山やま芋いもみたいな感じだけど……動いてるっ!?」

「歩き山芋」

「歩くの!?　山芋なのに!?」

「ああ」

「気持ち悪い！」

「まあ、そういうな。もともと日照時間が短い山の中で、日の当たる方へ移動するために進化した希少種だぞ。しかも見ろこのよく育った足」

「足って言わないで！　根っこでしょ！」

「根っこだが足みたいなもんだろ」

　うねうねうねうね…………。

「うわ……よく見るとけっこう美びき脚やくだ………」

「その上うまいぞ」

　――うまいのかぁ……。

　見慣れないせいもあってか、シェッセには少々食欲に直結しないビジュアルである。

　対して籠かごの中の山菜は姫ひめ薇ぜんまいに岩いわ間まシメジと、次々にタクトが取り出していく。

　これらの山菜は、流通の関係で滅めつ多たに王都では食べることができない代しろ物ものである。

「は、初めて見た……しかも岩間シメジ！　おいしいんだよね、これ！」

　シェッセも本で読んだ知識であるが、この岩間シメジは名の通り岩と岩の隙すき間まに生えるシメジの一種である。これが山から里に持ってくる間にあっという間に萎しなびてしまい、見た目も味もすぐに悪くなるという厄やつ介かいな代物なのだ。なので取りたてで料理をしないとならない。しかし鮮せん度どがよければ他のキノコとは比べ物にならない旨さ……らしい。

「言っとくが……べらぼうにうまいぞ」

「そ、そう……なんだ」

　思わず顔が綻ほころんでしまうのを隠しながら、シェッセは食事の支度にかかった。

　湧わき水みずを汲くみ、お米を研とぎ、鍋なべと飯はん盒ごうを火にかける。

　さらに火に枯れ木をくべながら、火力を調節した。

　その間にタクトは火にかけていた小こ鍋なべでお湯を沸わかし、その中に燃えきった灰と姫薇を投入した。シェッセはギョッとしてタクトの腕うでを取った。

「な、何してるの？」

「ああ？　なにって姫薇の下準備だよ」

「灰を入れて？」

「灰あ汁く抜ぬきしねえと食えねえんだよ。山菜なんかは苦い、渋しぶい、えぐいの三拍びよう子しが揃そろってんだぞ」

「そうなんだ……」

　確かに根菜などの野菜の中には灰汁抜きが必要なものがあった。シェッセの家ではそういった根菜は食べなかったせいか、灰汁抜きの仕方は初めて見るものだった。

　するといつのまにか小鍋の表面にはどんどん灰汁が浮ういてくる。

　タクトは姫薇の灰汁抜きが終わると、それを出だ汁しの入った鍋へと投入。

　さらにその鍋の中に干し肉を入れ、岩間シメジも入れコトコト煮に立たてていく。

　そして……。

「やっぱり、これも入れるの？」

　歩き山芋である。どうも動く山芋にシェッセは抵てい抗こうを隠しきれないのである。

「食くわず嫌ぎらいはもったいないぞ」

「………そ、それは」

　十分にわかっている。以前タクトの家で食べるまで、竜を食べるなんて考えたこともなかった。しかし実際に食べてみたらこれがとてつもない旨さだったのだ。

　だから彼かれが旨いと言うのなら、この歩き山芋も食わず嫌いなどせず信じて食べてみるべきなのである。

　そう自分に言い聞かせながら、シェッセはタクトの調理する様子に目を見張った。

　タクトはぶつ切りにした歩き山芋を鍋の中へと入れていく。

　もう動いているわけではないのだが、どうも疑ぎ心しん暗あん鬼きになってしまうシェッセだった。

　すると今度はリュカが鍋の中へ少しずつ味噌を加えていく。さらにタクトがスプーンで掬すくって味を調整。俄にわかに味噌と肉そして山菜の香りが混ざった円やかで柔らかい香りがしてきた。

　普ふ段だんタクトが好んで食べる味み噌そ汁しるは、海かい藻そうやら野菜が入っているだけなのだが、肉を入れた途端に香りが全く別物になるというのが驚おどろきだ。

　――すごく……おいしそうなにおい……。

　そう思っているとお米を炊たく飯はん盒ごうも隙間から湯気を噴ふき出だし始めた。これもまた空腹にはたまらない匂においである。

「腹減ったか？」

「え!?　ボ、ボクそんな顔してた？」

　リュカとタクトがコクリと頷うなずく。

　――は、はずかしい………。

　これ以上ないほど赤面しながら、シェッセは夕飯づくりを手伝うのだった。

「おっしゃ、よそうぞ、お椀わんもってこい」

「はい」

「ぐう」

　山歩きに焼き物の食器は向かない。単純な話、移動途中で割れてしまうからだ。こういった場合のためにタクトの家には、木の椀が用意されている。

　シェッセとリュカが出した椀に、タクトはご飯をよそい、別の椀に味噌汁を注ぐ。

「おし、いただきます」

「いただきます」

「ぐう」

　さて今日のメインでもある味噌汁なのだが……。

「………歩き山芋……」

　既すでにぶつ切りにされ鍋に放ほうり込こまれた歩き山芋は、普通の山芋と変わらない姿になっている。だがそれでも先ほどの姿が脳のう裏りによみがえってしまい、一いつ瞬しゆんためらいが生じてしまう。

　しかし鍋の中からふんわりと漂ただよう香りは、出汁、山菜、干し肉の香りが混ざり合い、もう得も言われぬおいしそうな香りを漂わせるのだ。

　香りというのがこんなにも食欲をそそるものとは、つい最近まで感じえなかったことである。

　口でフーフーやりながら、シェッセはほんの少し啜すすってみる。

　これが普段の味噌汁と全然違うのだから驚きだった。いつもタクトが作る味噌汁というのは魚ぎよ介かいだったり、野菜が中心のあっさりとした味噌汁なのだが、これに肉が加わると味の輪りん郭かくがまったく別の物になってしまう。溶とけだした肉の脂あぶらが味に厚みを持たせ、口の中にふんわりと広がっていく。

「これは、おいしい！」

「だろう」

　いつも通り自信満々といった様子のタクトであるのだが、確かにこれは自信を持っていい代物である。

　こと岩間シメジのしっかりとした味には感かん嘆たんの息をもらした。キノコがこんなにも味のある物だなどとシェッセは思ったこともなかった。更さらに姫ひめ薇ぜんまいの軟らかな歯ごたえと、ほのかな苦みが肉の脂と混ざり合い口の中に広がる。そして歩き山芋。これがほくほくとした程よい火の通り加減で、口に含ふくむと同時にほろりと崩くずれる。そして広がる豊かな風味。

　どうして外で食べる食事はこんなにおいしいのだろう、と思う。

　食べている物はいつも通りふっくら炊きあがった白米なのだ。タクトの家で食べるご飯と変わらないはずである。

　でも、どこか香りが違うような気がする。

　それはこの山の中の空気を吸いながら食べることが大きくかかわっているようにシェッセには思えた。




　食事も終わり夜が更ふけた。シェッセは焚たき火びの近くに腰こしを掛け火の番をする。リュカは子供なのでしっかり寝ねかせてあげることにして、タクトと順番に火の番をすることにしたのだ。疲つかれてはいたが、初めての野宿に気持ちが高こう揚ようしているのか、すぐには眠ねむりにつけなさそうだったので、シェッセは先に火の番を申し出た。

「んじゃ、先寝るぞ。おやすみ」

「うん、おやすみ」

　そう言ってタクトは毛布に包くるまる。

　それを見届けてからシェッセは空を見上げる。雲一つない夜空には無数の星が瞬またたいていた。木々の奥おくからは虫の音が聞こえてくる。夜中の森の中は思いのほか騒さわがしいようだ。そんな虫や鳥の声に耳を傾けながら、シェッセは改めて考える。

　――ミキハラタクト……君は何者なんだ？

　彼について何もわからなかった。食の文化、名前、そして彼の強さ。

　シェッセのあまり知らぬ文ぶん化か圏けんであることは間ま違ちがいないと思った。だから仕事の折りに図書館へ行っては民族に関する書物を読み漁あさってもみた。

　しかし彼がどこから来たのかは一向にわからない。

　ヒントはいくつもある。まずは米食文化。これは南の多雨の地域に多い文化である。米の生育域は、ある程度の暖かさが必要なのだ。だからセントウッドでは海路を使って多くの米を輸入している。ではタクトは南方の文化圏から来たのかと思い調べてみたが、やはり違ったのだ。それは彼の食事の作法が裏付けている。

　そもそも一番不思議に思ったのが、椀に口をつける、という行こう為いである。これは世界全体を見てもあまり見受けられない。南方の米食文化圏でも、そういった食事方法はしていなかったのだ。

　それから味噌や醤しよう油ゆといった調味料である。話を聞いてみると、あれは豆を主成分に塩などを添てん加かした発はつ酵こう食品らしい。セントウッドにも多くの発酵食品があるが、あの手の物は一いつ般ぱんには流通していない。その他にもタクトの家には発酵食品が多分にあった。

　米を主食にしていて、発酵食品の文化が進んだ地域。

　もしかしたらまだ研究が進んでいない地域なのかもしれない。

　ではそんな遠くからタクトはやってきたのだろうか？

　何のために？

　どうして？

　謎なぞは謎のまま、いくらシェッセが調べても考えても、答えにたどり着くことはできなかった。膝ひざに頬ほおを当てながら、ぼんやりと踊おどる炎を見つめて、ため息をつく。

　こんなにもタクトのことが知りたいのに、どうしても本人に聞く勇気が持てなかった。

　思し索さくは前進することなく同じところで回り続けるばかり。

　その時、タクトが急にガバッと起き上がり目をこすった。

「交代か？　そろそろ」

　彼の背をジッと見つめていたシェッセは、どぎまぎしてうまく返答ができない。

「あ……うぅ」

「ん？　どうしたシェッセ？」

「え、あ、いや、な、なんでもないよ」

「ふーん、そうか。ほら時間だ。寝ていいぞ」

　タクトは起き出すと自分の毛布をたたんでシェッセに差し出す。

「……あ、ありがとう」

　毛布を受け取りながら、もうそんなに時間が経たっていたのかと驚いた。どれくらい考え事をしていたのだろう。シェッセは思わず空の星座に目を移す。そこから推測すると確かに思ったより時間は早く進んでいたようだ。でもせいぜい二、三時間くらいだろうか。

「いいのタクト？　眠くない？」

「ん？　ああ、よく寝た」

　また強がって……と思いながらシェッセは毛布を掛けて横になる。

「―――――」

　しかしどうも考え事が頭の中を巡めぐり巡って、目が冴さえてしまった。ごろん、と寝ね返がえりを打ちながらタクトの方に向き直る。

　彼は枯れ木を火にくべながら、酒をちびちびやっていた。

「どうした？　ねれないか？」

「え……………うん」

　毛布に鼻先を埋うずめながら頷うなずく。

「いいぞ、眠くなるまで話し相手くらいにならなってやる」

「え？」

「聞きたいことがあるんだろ」

　頭の中を見み透すかしたようなタクトの言葉。

「また……顔に書いてある？」

「ああ」

　そう言ってタクトは笑いながら酒を嘗なめる。

　――いつもながら………隠かくし事ごとができないなあ……。

　シェッセは観念しながら、先ほどまで考えていた疑問を彼に投げかけた。

「ねえ、タクトの家の食文化って、あれはどこの国の物なの？」

「ああ？　……味噌だとか醤油とかのことか？」

「……うん」

「ありゃあ………なんというか」

　やや答えづらそうにタクトは額ひたいに掌てのひらを当てた。

「あれは師し匠しようから教えてもらったんだよ」

「師匠？　タクトの？」

「ああ、そうだ」

　元々なかった眠ねむ気けが更に冴えわたった。タクトの師匠、ということはあれほどの強さを誇ほこるタクトに戦い方を教えた相手、ということである。俄が然ぜん興味が湧わいた。

「それってドラゴンの狩かりを教えてくれた人？」

「……いや、それとは違ちがう。ドラゴンの狩りを教えてくれたのは、クーミェのじいちゃんと、リュカのじいちゃんだ。まあ、あの二人も師匠なんだが……」

　またしても驚きの事実が飛び出してきた。クーミェとリュカの祖父。そもそも彼女ら二人の家族関係をシェッセは詳くわしく知らない。よくよく考えれば気がつきそうなものだが、クーミェもリュカも誰だれかの子であり孫なのだ。

　少し話が逸それてしまい、シェッセは口に出しながら内容を整理する。

「えっと……ドラゴンの狩りは、クーミェとリュカのおじいちゃんに教わって、ということは……タクトが師匠って言ってる人って……」

「なんというか、その……剣けんだなんだって、武器の扱あつかい方かたを教えてくれた師匠だ」

「武器の扱い方を教えてくれた人が、食べ物のことも教えてくれたの？」

「ああ、そうだ。もともと、俺おれが師匠に会ったころは、自分が生まれたところの文化なんてすっかり忘れちまっていたんだ。ただ師匠が俺の名前聞いて、『おまえの生まれた場所の文化を知っている』って言い出してな……そんで頼たのんでもねえのに、ご飯炊いて、そんで食わしてくれたんだ」

　焚たき火びに目を向け語るタクトの目は、懐なつかしいものを見るようにどこか遠くを見つめていた。

「……おいしかった？」

「ああ、涙なみだが出るくらいうまかった」

　顔を上げ笑うタクトにシェッセも微笑み返す。

「それから剣の稽けい古ことかの間に、味噌の醸じよう造ぞうだとか糠ぬか床どこの作り方だとか、いろいろ教えてもらった。『自国文化くらい、しっかり学べ』って口が酸すっぱくなるほど言うもんだから、気がついたらそういう食生活になってた」

　ふとそこでシェッセの中に疑問が膨ふくらんでいく。

　――師匠に会ったころ、自分の生まれたところの文化を忘れていた。

　それはどういうことなのだろうか？

「ねえ、タクトはどこから来たの？」

「どこから………そりゃ、俺の出身の国のことか？」

「……うん」

　シェッセが頷うなずくとタクトは少し考え込むように揺ゆれる炎を見つめた。

「……さあ、よくわかんねえんだよな」

「え？」

「あんまり覚えてねえんだ。こっちに来たのは５歳さいくらいだったしな」

「こっちって、セントウッドに？」

「いや、セントウッドよりもずっと北側だ。国越こえてんじゃねえかな。ダグジア王国のあたりだったから」

　ダグジア王国は、ノルフ王国の北に位置する王国だ。セントウッドからも陸路を介かいして物資の行き来はある。ただダグジア王国は内陸で雨も少なく、国力はそれほど大きくはない。ちなみに王都セントウッドの北ほく端たん、スサ地区から北へ２００キロほど行くと国境がある。

「ダグジアに来る前のことは全然覚えてないの？」

「さあ………どうかな。商店街みたいなところに住んでたんだと思う。たぶんダグジアともノルフとも全然違う文化のところだった気がする……それくらいだな」

　タクトはそう言いながらぼんやり揺ゆれる炎を見つめていた。

「それって……」

　その先をシェッセは思わず呑のみ込こんでしまった。タクトの目を見て、知るのが急に怖こわくなったのだ。

　彼は揺れる炎の向こう側に、遠い記き憶おくの中にある故郷の幻げん影えいを見ているようだった。

　その距きよ離りが、シェッセにはひどく遠くに感じられた。時間と空間の向こう側にある、タクトの記憶の中の故郷。そして彼の目は、そこに手が届かないことを物語っていた。

　だからこそ、シェッセはそれ以上聞くことができなかった。

　彼の心のうちを思うといたたまれない気持ちになり、思わず毛布に顔を少し埋うずめる。

　沈ちん黙もくが夜の闇やみに溶けていく。

　彼の心のありかを考えると、どうしようもない気持ちになった。

　気がつくと一つの問いがシェッセの口をついていた。

「ねえ、タクトは……その故郷に帰れるなら………帰りたいと思う？」

　言葉を紡つむぐと同時に急に怖くなる。

　タクトが帰りたいと言った瞬しゆん間かんに、彼がこの世界から消えてしまうような錯さつ覚かくに襲おそわれた。遠い遠いどこかに存在する故郷へタクトが帰ってしまう気がした。

　そんなことは決してないはずだ、と常識的な頭で考える。その反面、常識外れなタクトがそれを願ったら、叶かなってしまうとも思えてしまう。

　問うてはならないことを口にしてしまったと思った。身じろぎもせずシェッセは、タクトから発せられる声にすべての神経が集中していた。

「まあ、そうだな……」

　心臓が掴つかまれるような気持ちになった。その先を聞きたい気持ちと、聞くのが怖いと思う気持ちに心が揺れ、思わず耳を塞ふさいでしまいたくなる。

　目を向けられず、ただタクトの言葉の続きを待った。

「前は帰りたいと思っていた」

「……思っていた？」

「ああ、こっちで師匠に味噌汁の作り方教わって、ご飯の炊き方教わって、漬つけ物ものの漬け方覚えて……でもさ、やっぱ違うんだよな。ずっと昔食った味と」

　タクトの記憶の中にある原風景的、味の記憶。その味との微び妙みような齟そ齬ご。それが彼を元の世界へ駆かり立たてるのだろう。

「でも最近、こっちでもいいかなって思ったんだ」

「え？　どうして……」

「シェッセの作った味噌汁が旨うまかったから」

　思わず顔を上げた。自分の名前が出てくるなんて思いもよらなかったので、心臓が跳はね上あがる。

「懐かしかった。師匠が作ってくれたものとは違うし、今まで俺が口にしたどの味噌汁とも違っていた。………でも懐かしい気がした。おまえの味噌汁がまた飲めるんなら、俺はこっちの世界でもいいような気がする……だから、まあ任務が終わっても、たまにはうちに来て作ってくれよ」

　そんなタクトのまっすぐな言葉に、シェッセは思わず言葉が込み上げてきてしまった。

「作りに行くよ！　毎日だってタクトに味噌汁を作りに行く！」

「……お、おう」

「…………………」

「…………………」

　どういうわけか、シェッセの宣言と共に二人の間に沈黙が流れる。

　その間、シェッセは自分がいま言った言葉の意味を反はん芻すうする。

　毎日彼のために、ご飯を作りに行くということ………。

　――それってなんだか……。

「………うっ、な、なに勘かん違ちがいしてるんだよタクト！」

「はあ？　か、勘違いなんてしてねえよ！」

「べ、別にボクはそういう意味で言ったわけじゃなくって！」

「そ、そういう意味ってどういう意味だよ！」

　だからそれはつまり、タクトの為ために毎日通うように食事を作りに行く関係――という冷静な解かい釈しやくが脳内を過よぎっていく。結果、シェッセの頭の中は大パニックになった。

「ち、違うの！　ボクはタクトがおいしいって言ってくれるんなら、別に毎日作りに行ってもいいよって言ってるだけで！　そもそも、タクトが毎日、味噌汁作ってくれって言ったんじゃないか！」

「毎日なんて言ってねえよ！　それじゃまるで……」

「まるで………？」

　そこから三度目の沈黙が二人を包つつむ。今度は両者口を半開きにしたまま、アワアワして固まってしまっていた。しかしその沈黙も、二人の意図しない形で終わりを告げた。

「………ぐぅ」

「「うああああぁぁぁぁぁぁっ！」」

　シェッセとタクトが大おお騒さわぎをしたせいで、リュカが目をこすりながら起きだしてきてしまったのだ。眠そうなリュカは、騒ぎの中心である二人の顔を交こう互ごに見て、

「……どうして……ふたりは……おかおが……まっかなの？」

　爆ばく弾だんを落としていった。

「「真っ赤じゃないっ!!」」

「？？」

　ぴったり呼吸の合ったタクトとシェッセに、リュカは小首をかしげて再び毛布にくるまって眠ってしまった。

　ただリュカの介かい入にゆうはこの二人に、ほんの僅わずかながら正気に戻もどるだけの時間的猶ゆう予よを与あたえてくれた。

「お、おやすみ！　ボクも、もう寝るから」

「お、おう。そうか。おやすみ」

　毛布にくるまってシェッセはタクトに背を向ける。自分がどんな顔をしているのか想像したくなかったので、頭をからっぽにして眠りに就つこうとした。

　しかし、こんな夜中にテンションが上がったため、とても寝つける状態ではなくなってしまっていた。

「…………うぅ、明日もあるのに……」

　赤面した顔を毛布で隠かくして、シェッセは必死で眠りに就こうと心がけた。




◇◇◇◇




　魔ま力りよく式しきランプの明かりの下でカティナ・イシュルダールはため息を吐ついた。

　この数日間カティナは竜伐騎士の二名を連れ立ってカラセナにやってきていた。カラセナに幾いくつもある駐ちゆう屯とん所じよの一つに部屋を借り、緊きん急きゆうの本部とする。その一室でカティナは頭を抱かかえながら地図を眺ながめていた。

　ちょうどそこへリタが入ってくる。

「やあ、カティナ。どう？」

　あっけらかんとした声にカティナは小さく頭かぶりを振ふる。

「ダメです。竜りゆう神じん信しん仰こうの祭さい壇だんがありそうな場所はありません」

「ルクルア像の固定魔力の有効距離は？」
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「この一円――半径２キロ圏けん内ないですね」

　そう言ってカティナは地図をリタに見せる。リタはふむふむと、それを見ながら顎あごに手を当てた。

「もうこの２キロ圏内は捜そう索さくしたんでしょ？」

「ええ、カラセナ駐屯所の協力で、この有効範はん囲い内ないをくまなく捜索しましたが、竜神信仰の祭壇はありませんでした」

「結構広いのに意外と早かったね」

「ええ、実際農地ばかりなので、捜索そのものにそれほど時間はかかりませんでした。なにぶん見通しがいいですし、祭壇を隠せそうな場所は農家の物置小屋か農耕神の祠ほこらくらいしかありませんからね」

「なるほど、確かにね………ん～、やっぱあたしらの思い過ごしなのかな」

　リタの言う通りこれがただのいたずらで、思い過ごしである可能性もある。

　それでも細心の注意を以もつて当たらなければならない。王都防衛こそが王立魔ま法ほう騎き士し団だんの最大の任務であり課題だ。それに妥だき協ようすることは許されない。

　無む駄だだとわかっていようと徹てつ底てい的てきに調べる。それがカティナの仕事なのである。

　その時ふと、リタが地図から顔を上げた。

「カラセナで壊こわされたルクルア像って二つだっけ？」

「ええ、今ガランさんが調べている、ココと……それから西のココですね」

「もしこの二つの周辺に魔ま竜りゆう口くち寄よせの祭壇があるとしたら、他にもあと六ヶ所に祭壇が作られてるってことでしょ」

「はい、魔竜口寄せの祭壇は八つで一式の効果を発します。その大きさは半径21キロ。なので、この二ヶ所を中心に逆算して、サウスクインティア、テューレ、アルムの三地区に対して調査をさせています」

「さすがだね。一つでも見つかれば、確定なんだけどね」

「そうですね。それに何のドラゴンを口寄せしようとしているのか……それが一番問題でしょうし」

「うん……あんま性質たちの悪いのじゃなきゃいいんだけどなあ」

「……はい」

「ま、何がどっから来るかさえ分かれば、あたしがぶったおすけどね！」

　リタの溌はつ剌らつとした発言にカティナも笑って返した。竜伐騎士がいてくれることは何より心強い。ただやはり竜神信仰がどんなドラゴンをどこから口寄せしようとしているのか、それが目下の懸けん案あん事じ項こうである。ドラゴンによっては、配備の状じよう況きようも変えねばならないだろう。

　殊こと、上位種のドラゴンが侵しん攻こうしてきた場合は周辺住民の退たい避ひなど、とにかく時間と人間が必要になる。

　そんなことを勘かん案あんしているカティナに、リタが地図を見ながら問いかけてきた。

「ねえ、カティナ。都外の監かん視し隊たいからは巨きよ大だいドラゴンの妙みような動きって特に入ってないよね」

「ええ、今のところ大きな被ひ害がいを被こうむるような巨きよ竜りゆう系けいのドラゴンが王都に向かっているといった報告は受けてませんね。まあ、小さなドラゴンでも上位種とされているドラゴンは多くいます。まだ観測されていないだけの可能性が多分にありますね」

　可能性だけならいくらでも考えられる。しかしそれでは対処が講じられない。どこかに解決への突とつ破ぱ口こうがないのか思案しながら、カティナはジッと地図に目を這はわせる。先ほどからずっと見続けてきたカラセナの地図はやはりそのほとんどが、ただの農地ばかりである。

　――祭壇を隠す場所など……。

　その時カティナの頭の中である仮説が閃ひらめいた。

「そうか………これは、もしかしたら、いくら調べても何も出てこないかもしれません」

「え？　どういうこと？」

「なぜ農耕神が壊されたのか？　それを考えるべきでした」

「農耕神を壊しても……まあ、得することはないよね。『魔竜口寄せ』の効き目がよくなるくらいでしょ。まあ、壊さなくっても成立はするはずだしね」

「ええ、そうなんです。むしろ王立魔法騎士団に何かあると思わせる程てい度どです」

「損してるんじゃない？」

「はい。でもそうする必要があった」

「ルクルアを壊して、そんでなにするの？」

「隠いん匿とく系けいの魔ま力りよく練れん成せいを組むことができるんです」

　それを聞いたリタは急に顔を曇くもらせた。

「ちょっと、隠匿ってのはあれ？　周りの人間がそこにあっても気がつかなくしちゃうって……あれ？」

「そうです。隠匿系の魔力練成はかなり小さな魔力を綿密、繊せん細さいに構成して作り上げる練れん成せい魔ま法ほう。通常の街中では多くの魔法製品が氾はん濫らんしているため、魔力の影えい響きようを受けてしまい、この繊細な魔法は練成不可能なんです。しかしこのカラセナには魔法製品と呼べるものは精々農耕神ルクルアの像か、または各家々の魔法家具くらいでしょう」

「なるほど……でも、あれが掛かかってるとなると、発見は難しいよね？」

「ええ、一度隠匿系の魔力練成がなされてしまえば、たとえ目の前にあっても気が付くことができない。練成崩ほう壊かいをさせる以外方法はありません」

「練成崩壊させるには………」

「大量の魔力を流し込んでバランスを崩くずすことです。繊細な魔力練成ですから、少しでも魔力が過か剰じようになると飽ほう和わ状態になって崩壊します」

「でも……その可能性があるのって、このルクルアの影響下の半径２キロ圏内ってことでしょ？」

「そうなりますね」

「……つまるところ、この圏内の端はしから端まで余すことなく魔力をぶつけて、崩壊が確かく認にんできた周辺を探すってことだよね？」

「通常なら……そうでしょうね」

　しかしカティナの裡うちにはある確信があった。

　――もしあるとすれば……。

「ねえ、カティナ。もう目星は付いてるんでしょ？」

　その表情から何か嗅かぎ取とったリタは不敵に笑いを浮うかべる。

　カティナもその言葉に強く頷うなずき返した。




　駐屯所を飛び出したカティナとリタは、星明かりを頼たよりにガランがいるルクルア像の丘きゆう陵りようへ向かった。闇に沈しずむ緩ゆるやかな丘陵とどこまでも続く田畑。その中をひた走ると小高い丘おかの上で焚たかれた篝かがり火びの下にガランがいた。

「ん、どうした二人とも」

「この丘の上に竜神信仰の祭壇があるかもしれません」

「はあ？　ちゃんと調べたぞ」

　腕うでを組んだガランが、不服そうな顔をする。そんなガランにカティナは先ほどリタと話したことを掻かい摘つまんで説明していった。

　それでもガランは今一つ納なつ得とくできない、といった表情で腕を組んだ。

「……うむ、なるほど。カティナの言うことはわかった。しかしなんで、その竜神信仰の祭壇がある場所がここになるんだ？」

　すると隣となりで改めて要約した内容を聞いていたリタも口を挟はさんだ。

「それはあたしも思った。どうしてここなの？」

　不思議そうにする二人の顔を見つめながらカティナは落ち着いた口調で説明をした。

「消去法です。まず、竜神信仰の祭壇があると考えられる場所は、この農耕神ルクルア像を中心とした半径２キロ圏内。この中に祭壇があると考えられます」

「そうね」

「そして、この中でまず削さく除じよしなければならない場所をピックアップしていきましょう」

「うむ、つまり先ほどの話だと、街中のように魔法製品がある場所は削除していいわけだな」

「ええその通りです。なのでこの圏内にある民家、物置はすべて削除できます」

「でもちょっとまってよ。それでも農地がバカみたいにいっぱいあるじゃない」

「はい。それらもすべて削除できます。農地の中に祭壇は隠せません」

「隠せないって、どういうこと？」

「農民が毎日入ってくるからですよ。この広大な田畑の隅すみ々ずみまで、農民たちは雑草を抜ぬき、収しゆう穫かく時期を確認し、害虫を駆く除じよし管理しています。用水路の水は朝晩調整がされ、土手の草もきれいに刈かり取とられ、人が踏ふみ入いる可能性のある場所は全域に達します。そんな場所に『魔竜口寄せ』の祭壇があり、隠匿の魔力練成が掛かかっていたとしたら、農民が気が付かずに壊してしまう可能性がある。つまり農地は十分削除対象になります」

「なるほどな」

「そう考えると、このカラセナの民が踏み入らない場所。たとえ踏み入ったとしても、気軽に手を加えられない場所ということになります。それが神が鎮ちん座ざするこの場所ということになります」

　語り終えるとガランが「ふむ」と大きく頷く。

「先ほども言った通り、この場所に魔力を流し込み、隠匿系の魔力練成の崩壊が認められれば、竜神信仰の祭壇があるはずなんです」

「よし、そうとわかれば、さっそく壊すとするか」

「そうね。カティナ、あんたが音おん頭どとって」

　リタに促うながされカティナは了りよう解かいと首を縦に振る。

「――遍あまねく世界を統すべる源よ、自由律の下、その力を我に示したまえ！」

　カティナを中心に三人がその場に手をつく。空気中に流れる魔力元素が三人を通し、丘の上に注ぎ込まれていく。

　微かすかに何処どこかでパリンと、薄うすいガラスが割れるような音がした。

　ガランがゆっくりと腰こしを上げながら片口を上げ笑う。

「正解ってことだな」

　カティナも立ち上がりながら、今まで目に入っていたはずなのに気が付くことができなかったそれに目をやる。

「………まったく、性質たちが悪いですね」

　三人の目の前には、ルクルアを祭る大きく育った御ご神しん木ぼくがそびえたっていた。







第三章　土群竜フーリカの巣穴







　狩かりも二日目である。シェッセは日の出とともに起き出した。毛布をたたみ、軽く伸のびをする。昨夜は寝ね付つくまでにだいぶ苦労はしたものの、一度眠ねむりに落ちてからは途と中ちゆう起きることもなく、ぐっすりと寝ねることが出来た。

「はあ、気持ちいい」

　昇のぼる朝日に夜よ露つゆがキラキラと反射し、鳥たちの囀さえずりが耳にとけ、空気はキリッとしている。山の朝がこんなに気持ちのいいものだとは思わなかった。

　そこでふと焚たき火びの番をしていたタクトに目を向けると、

「………………」

　胡坐あぐらをかいたまま居い眠ねむりをしていた。やはり昨夜は気を遣つかって自分に睡すい眠みん時間を多めに取らせてくれたのだろう。何だか起こすのが悪い気がしたので、シェッセはそっと焚火に枯かれ木きをくべておいた。

　その後、近くに湧わき水みずがあったので、顔を洗いに行こうとシェッセが起き出していくと、

「……ぐぅ」

　ちょうどリュカも起き出したのか、シェッセの後をついてきた。

「おはよう、リュカ」

「……おはよ」

　無表情な彼かの女じよの顔も、今はやや寝ぼけ眼まなこである。それから一いつ緒しよに湧水のある場所まで来ると、順番に顔を洗った。

「リュカは昨日、よく眠れた？」

「うん………あ………でも、とちゅうで、いっかいおきた」

「……そ、そう」

　リュカの発言にシェッセは昨夜のことを思い出して笑え顔がおがひきつった。忘れられるはずもないのだが、意図的に思い出さないようにしていたのも事実である。

「ねえ……しぇっせ」

「な、なに？」

「きのうは、たくとと、なにしてたの？」

　何をしていたのか、と聞かれても当の本人だって大混乱だったわけである。

「えっと……その、味み噌そ汁しるの話をしていて……」

「？？　みそしるの、はなしで、まっかになってたの？」

「いや、なんというか……」

　変な汗あせが出てくる。同時にここは何を言ってもわかってもらうのは難しいと思った。リュカには悪いが誤ご魔ま化かさせてもらおう。

「その、大人の話だから、リュカにはまだ分からないかもね」

　なかなかずるい言葉である。子供には分からない大人の話、とは大たい概がいの場合説明しにくいことへの大人の言い訳だ。

「ぐぅ………よなかに、しぇっせとたくとが、たきびのまえで、みつめあって、まっかになって、おとなのはなし………」

「間ま違ちがってないけど、すごく違ちがうっ!?」

　大変誤解を招きかねない解釈だった。

「……かえったら、くーみぇに、きいてみよう」

「だめーっ！」

　それは一番聞かれてはならない相手である。彼女に聞かれたら輪を掛けてとんでもなく勘違いな解釈をされるに相そう違いない。間違いない。確信的である。

　だからシェッセはその後、朝食の時間までリュカに昨夜の事情を事細かに説明することになったのだった。




　朝食を終え、片づけをし、荷物を纏まとめる。狩りにすべての荷物は必要ないので、ほとんどはこのベースキャンプに整理して置いておくことになった。野生の動物にいじられたりしないように、大きな葉っぱやらなんやらを掛けて、準備完かん了りようである。

　早さつ速そく、昨日タクトが言っていた台地に向かって三人は出発したのだが……。

「ねえねえ、たくと」

　リュカが彼かれの裾すそを引っ張りながら尋たずねた。

「なんだ？」

「どうして、たくとと、しぇっせは、きのう、おかおが、まっかだったの？」

　どうやら先ほどのシェッセの説明では、リュカは納得いっていなかったようである。

　ちらりとこちらを一いち瞥べつするタクトに、シェッセは謝罪の意を示すように手刀を切った。

　それを見たタクトは溜ため息いきを吐きながら、リュカに向きなおる。

「あ～、そのだなリュカ、あの時シェッセと俺おれの目の前には、焚たき火びがあったな」

「あった」

「焚火は何色だ？」

「あか！　…………おお！」

「なっ、これで解決だ」

　してやったりと言わんばかりに、タクトはフフンと鼻を鳴らして腕を組んだ。しかし、リュカの猛もう攻こうはまだ終わっていなかったのである。

「じゃあ、じゃあ」

「ん、まだあるのか……」

「おとなのはなし、ってなにをしてたの？」

「え……」

　タクトはシェッセにどういうことだ、と答えを求めるように視線を送ってきた。それに対してシェッセは再び謝罪をするように手刀を切る。

　当然ながらそれだけでは状況の掴つかめないタクトは口パクで、

『おまえ、どういうことだ、大人の話って？』

　と口だけ動かした。そこでシェッセも口パクで返す。

『仕方ないじゃないか、どう説明していいか判わからないから、誤魔化そうとしたんだよ』

『誤魔化そうとして、なに複雑にしてんだ！』

『タ、タクトにだって、責任があるんだからね！』

　この間、すべて声はなく口パクである。

　ぼんやりそれを見上げているリュカ。そんな彼女に気がついたタクトは額ひたいに変な汗をかきながら、冷静そうな表情を作りゴホンと咳せきをしてみせた。

「うん、いいかリュカ。大人の話というのはだな……」

「うん」

「その……………………………………………エロい話だ」

「えろい？」

　小首をかしげるリュカ。

『バカ――――！　なんていう説明してんの！』

『仕方ねえだろ！　それしか思いつかなかったんだから！』

『思いつかなかったからって、どうしてそれになるの！』

『じゃあ、おまえなら思いつくのか!?』

『思い……つかないけど！』

『まあ任せろ、ここから俺の見事な逆転劇を見せてやる』

『………大だい丈じよう夫ぶかなあ』

　再びタクトは冷静そうな顔を作ってリュカに向き直る。

「……………その、つまりだな、エロい話ってのは……あれだ」

「なーに？」

「いつもクーミェがリュカをペロペロしたりするだろ」

「………ぐぅ」

「リュカがそうされないようにする為ための、話し合いのことだ」

「おお！」

　どうやらリュカは納得したのか手をポンっと打った。それから耳に手をやりながら、リュカは少し考えるように今聞いたことを纏まとめて口にした。

「えっと……えっと……しぇっせと、たくとが、よなかに、おかおをまっかにして、ぺろぺろすることについて、えろいはなしをしていた……うん！」

「「ちが――――うっ！」」

　山間に美しいハーモニーを奏かなでるやまびこがこだました。




　その後あれやこれやと、リュカに説明を繰くり返かえせば繰り返すほど状況は泥どろ沼ぬま化かしていった。そんな説明を重ねている間に、三人は目的の台地が見える小高い岩場に到とう着ちやくした。

　シェッセはその岩場の上から広がる台地を見下ろす。

　眼下に広がる台地には木々が少なく、芝しばに似た草原が広がっている。その草原のそこかしこに、ポコポコと無数に穴が開いているのが見えた。

「あの穴……」

「ああ、あん中に土群竜フーリカが隠かくれてる」

　そう言ってタクトは小石を一つ拾い上げると、振ふりかぶって穴が集中しているあたり目がけて放った。

　かなりの距きよ離りを滞たい空くうし小石は穴の脇わきにコロコロっと転がる。

　そうしてしばらく様子を見守るが、穴からは何のリアクションも返ってこない。

　その様子にタクトは眉み間けんにしわを寄せる。

「………おかしいなあ」

「どうしたの？」

「土群竜フーリカってのは臆おく病びようなドラゴンだから、何か巣の外で異変があれば、まず顔出すんだよ」

「でも………出てこないね」

「……ああ」

　しばらく待ってみたものの、穴からは何も現れる様子がない。タクトはリュカに向き直る。

「どうだ？　土群竜フーリカのにおいは？」

「ぐぅ………………あそこにはいないかも……」

「そうか……巣を捨てて移動したのか……」

「そんなに臆病なドラゴンなの？」

「いや、臆病って言っても巣を捨ててまで移動するようなことはねえんだがな……もしかしたらさっきの俺たちの大声が……」

「……うぅ、ボクたちのせい？　もしかして」

　恐おそる恐るシェッセが聞くと、タクトは片眉を上げ視線を土群竜フーリカの巣に移す。

「……いや、そうでもねえみたいだな。土がずいぶん乾かわいてる。今さっき逃にげ出だしたって感じじゃなさそうだ……」

　土群竜フーリカがいなくなった責任から解放されてシェッセはホッと息をつく。

　するとタクトは目的のドラゴンがいないと判断したのか、岩場からピョンっと飛び出た。

「おい、リュカ。においで追えるか？」

「……やってみる」

　コクリと頷うなずきながらリュカは岩場から躍おどり出でて下へと下っていく。タクトがその後に続くのでシェッセもそれを追った。

　穴の付近に来るとリュカはクンクンと穴のにおいを嗅ぎ、周りを見回す。

「あっち」

　そう言ってリュカが指をさしたのは、北西の方角。

「………ウソ」

　シェッセはその指のさされた方角に目をやって、ややたじろいだ。

　そちらの方角は、どう見ても切り立った断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきだったのだ。




　遠目には切り立った岩山のように見えていた崖がけは、いざ足を踏み入れてみると粘ねん土ど質しつの土と岩とが絶ぜつ妙みようのバランスで成り立っている深い谷だった。ところどころに木が生え根を張っている様子を見ると、地じ盤ばんは安定しているようである。

　とはいえ…………、

「ひぃ！」

　見下ろせば遥はるか下方は霧きりがかかって見えないほど。とんでもない高さであることだけははっきりとわかるのだから、余計に性質たちがわるい。

　思わず目に映る高さにシェッセの顔から血の気が引いた。

「タ、タクト……こ、これは、まずいんじゃ……」

「あ？　どうした？」

「いや、その、た、高すぎるのでは………」

「なんだおまえ、高所恐きよう怖ふ症しようか？」

「高いなんてもんじゃないじゃないか！」

　これは高所恐怖症じゃなくても背筋が冷たくなる高さである。

「大だい丈じよう夫ぶだ、上から見ると絶ぜつ壁ぺきみたいに見えるが、実際のところは傾けい斜しや40度くらいの下り坂だ」

　そう言われて再び谷の底を覗のぞいてみるシェッセだが、

「いやいやいや！」

　やっぱり視覚的には垂直な印象であり、ゾクッとさせられた。

「まあ、怖こわいんなら下を見るな」

「うぅ……別に……怖くないもん……」

　と声を震ふるわせながら口に出すのが精いっぱいの強がりであった。

　そうして三人は道とは言えないような細い足場を進み、岩から岩へと飛び移り、歩みを進める。その都度、シェッセは生きた心地ここちがしなかったのだが、時間がたつと少しは慣れてきたのか、足元が震えることはなくなってきていた。

　ちょうどそんな頃ころ合あいで、タクトが足を止めた。

「……あったぞ」

　声を潜ひそめたタクトの見つめる先に、シェッセも視線を移した。目線を上に移していくと崖の壁へき面めんに、先ほど見かけたものとよく似た穴がポコポコと開いているのが見えた。

　どれくらいの高さだろうか。パッと見たシェッセの印象では、上方の巣穴が点在しているところまで20メートルはあるように見える。巣穴に到とう達たつするには壁面を登るしかないのでは、と考えると背筋がゾクゾクっとした。

「ねえ、タクト……ボクたち、あそこまで登るの？」

「いや、俺とシェッセは別の仕事だ。登んのはリュカだ」

「ぐぅ」

　事もなげにリュカは変化に乏とぼしい表情で返事をする。怖くはないのだろうかと思うが、そこは幼いとはいえキャリアがあるからなのか、飄ひよう々ひようと先せん陣じんを切ってリュカは進んでいく。

　シェッセは慣れぬせいもあって、できる限り下を見ないように努めながら、リュカとタクトの後に続いた。先ほどの平地にある巣にいてくれればこんな思いはせずに済んだのだ。そう思うとシェッセの口から恨うらみ節ぶしもこぼれる。

「うぅ……なんで移動したのかなぁ……しかも、こんなとんでもないところに……」

　独り言のつもりで呟つぶやいた言葉に、何な故ぜかタクトが答えた。

「ああ、そうだな。土群竜フーリカはあまり移動はしないはずなんだが……」

　タクトも心底、移動したことを不思議に思っている様子だった。

「土群竜フーリカが移動するってそんなに珍めずらしいことなの？」

「ああ、普ふ通つうあんまり移動はしねえなあ。まあ俺たちが来る前に、なんかしらあったんだろうが……」

「なにかしら？」

　そう問いかけたシェッセにタクトは答えがみつからなかったのか、口を噤つぐんだままだった。

　そこからさらに岩場から岩場へ飛び移り、土群竜フーリカの巣穴の真下にある岩場の陰かげに三人は滑すべり込んだ。突つき出でた岩の陰はちょうど土群竜フーリカから見れば死角になっているはずだ。

　三人はその岩場の陰に隠れて狩りの準備に入った。

「よっしゃ、じゃあ俺がおびきだすから、リュカはできる限り近づいて出てきたところを射落とせ」

「ぐぅ」

「落ちてきた土群竜フーリカをシェッセと俺でキャッチだ。いいな」

「うん、わかったよ」

　返事をしながらシェッセは、岩場の陰から顔をのぞかせた。と、その時、

「おい、バカ」

「え、ちょ……なんだよタクト」

　顔を出しかけたシェッセは襟えり首くびを掴つかまれ引ひき戻もどされた。

「うかつに顔を出すな」

「え、でも……」

「土群竜フーリカを捕つかまえるのは難しいんだ」

「でも下位四等種だよね」

　ドラゴンは危険値で上位特級種、上位三種、下位四種の８段階に分けられている。下位四等種ということは、単体における危険値はもっとも低いドラゴンであるということになる。

「強さの問題じゃねえ。騎き士し団だんみてえに倒たおすだけだったら誰だれにでもできるんだ。ただ土群竜フーリカは臆病なドラゴンだ。だから人間を見かけたりすると臨りん戦せん態たい勢せいになっちまう」

　それはシェッセも知っていた。土群竜フーリカは臨戦態勢になると毒を生成して、その毒を吐はきかけてくる。当たれば皮ひ膚ふの上からでも危険な毒ではあるが、簡単に避よけることができる。

　ただ群れで吐きかけられると簡単には避けられないから、注意が必要なドラゴンであるはずだ。

「大丈夫、ボク毒を避ける自信はあるよ」

「バカ、毒作らせたらこっちの負けだ」

「え………そんなに強いの？　土群竜フーリカって……」

「強い弱いじゃない。臨戦態勢になって、土群竜フーリカの身体の中に毒が回ったら、食えなくなっちまうだろうが」

「ああ……なるほど。ドラゴンは……」

「旨うまい状態で獲とる！」

　そう、タクトたち肉屋の目的は、ドラゴンをただ倒すことではない。ドラゴンを食べるために狩ることなのだ。その食べるドラゴンの全身に毒が回ってしまったら、さすがに食すことはできないだろう。

「いいか土群竜フーリカが体内に毒を生成するのは、危険を察知してから約30秒後。だから毒を体内に作りだす前に、仕留めなきゃなんねえ」

「うん」

「一度狩りが始まったら、そっからは時間との勝負だ。リュカはできる限り射落としてくれよ」

「ぐぅ」

「よし、シェッセと俺はここから上の様子を確かく認にんしながら待機」

「うん、わかった」

「俺が合図を出したら飛び出すぞ」

　シェッセは頷うなずき返しながら、土群竜フーリカの巣穴の真下に身を潜め息を殺した。

　それを確認したタクトが、リュカに目で合図を送る。

「………ぐぅ」

　リュカは返事をすると同時に、岩場に手足をかけスルスルと登っていく。身軽な彼女の身体はあっという間に10メートルほど上の、足場の良い位置まで到達した。そして土群竜フーリカに見つからぬように、その陰に身をひそめ、耳をピクピクとさせながら相手の動きを窺うかがっているようだった。

「よし俺たちも待機するぞ」

「うん」

　タクトに先導され、大岩の陰から土群竜フーリカの動きを視し認にんするシェッセ。

　リュカも小さく頷うなずいて革のグローブを手に固定すると、矢や筒づつから弓矢を三本取り出し短たん弓きゆうを構えた。

　三人の準備が整い、頷き合うとタクトが小石を拾い上げ、穴に向かって放った。

　カラカラと岩にあたる音が響ひびいた途と端たんに、穴からは無数の土群竜フーリカが顔を出す。

　大きさで言えば猫ねこほどのサイズの小さなドラゴンだった。

　つるっとした形状で色は白い。足というには小さすぎる四し肢しをパタパタとさせながら、周りの様子を窺っている。首のあたりには鰭ひれのようなものが付いている。顔はドラゴンにしてはかわいらしいような印象すらあった。

　陰からその様子を見ていたタクトが合図のタイミングを計る。

　それに合わせてシェッセもいつでも飛びだせるように身構えた。

「よし行くぞ」

　タクトのゴーサインにリュカはコクリと頷き、短弓に矢を掛かけ弦げんを弾ひく。岩からそっと顔を出し、狙ねらいを定めると同時に矢を放った。

　ヒァンッ、と風を切り、矢は土群竜フーリカの群れの中へと一直線に飛んでいく。

　これが土群竜フーリカ確保の合図となる。すぐさまタクトとシェッセは岩場を飛び出す。

　ここから30秒、この間にリュカがひたすら矢を放ち、射られた土群竜フーリカを二人が回収していく………はずだった。

　しかしリュカの初射を、なんと土群竜フーリカは機き敏びんな動きで回かい避ひしたのである。

　リュカの狙いが甘あまかったのではないと思う。むしろあちらが周りに対して、過か敏びんに警けい戒かいの意識を張っていた、という印象だった。

　だがリュカもそれで諦あきらめはしない。タクトの指示が飛ぶ。

「リュカ！」

「ぐぅ！」

　すぐさま矢筒から二本、三本と取り出して次々に矢を射るリュカ。

　しかしあろうことか、それらを土群竜フーリカは回避していくのだ。

　その間にもタイムリミットはどんどん迫せまってくる。

　にもかかわらず土群竜フーリカとの距離があるシェッセとタクトは、下のこの場所からでは為なす術すべがない。その間にもリュカは矢を放ち続けるのだが、一向に当たらなかった。

　その時、土群竜フーリカの白い身体の色が、次し第だいに赤みがかっていった。あれがタクトの言っていた、身体に発生させる毒だろうか。もしそうなら、既すでに……。

　シェッセがそう思った瞬しゆん間かん、タクトが眉間に皺しわを寄せて叫さけぶ。

「リュカ、いったん引け！」

「ぐぅ！」
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　やはり時間がオーバーしてしまったらしい。

　土群竜フーリカの敵意は、矢を放ったリュカに向く。

　猛もう烈れつな敵意を示しながら嬌きよう声せいをあげ威い嚇かくをし、そしてリュカに向かって口から毒を放った。

　――危ない！

　シェッセがそう思った瞬間に、リュカは岩から岩へ跳ちよう躍やくし、毒を避よける。

　しかし無数の土群竜フーリカはリュカを逃がそうとしない。

　すぐさま、毒の液体を次々に浴びせかける。

「シェッセ、リュカをフォローしてやってくれ！」

「うん！」

　タクトはそう叫ぶと同時にナイフを懐ふところから取り出し、土群竜フーリカに向かって投げつけた。土群竜フーリカの群れの中心にそのナイフが突き刺ささると同時に、敵意が分散。その一部が真下にいたタクトに向かって毒の雨を降ふらせる。

　タクトはギリギリのところまでその攻こう撃げきを引き付け、既すんでのところで身をひるがえす。

　その間にシェッセもリュカに向かって叫んだ。

「リュカ、こっち！」

「ぐぅ！」

　シェッセの声に反応したリュカは、岩場からまっすぐ飛んだ。毒を避けながら滑かつ空くうしてくるリュカをシェッセは両手で抱だきとめる。

　しかし土群竜フーリカの追つい撃げきは止やまない。シェッセがリュカをキャッチしたその隙すきを突いて、更さらに上空から毒を吐き散らしてくる。

　シェッセはリュカを抱いたまま回避しようと足を踏ふみ出だした。瞬間、足場が崩くずれるのを感じとる。同時にリュカを抱いたシェッセの身体を襲おそう浮ふ遊ゆう感かん。

　転落する、という事実を受け止めるよりも早く、シェッセの目は岩場から自生する科しな木のきに活路を見み出いだす。そして左手でリュカを抱きとめながら、右手で木の枝を掴みこんだ。

　枝は二人の体重に大きく撓しなり、そこから元に戻ろうとする。枝の反動でシェッセとリュカは大きく揺ゆさぶられた。

「うわあああぁぁ！」

　声を上げながらも、シェッセはリュカの身体を強く抱きしめる。リュカも必死でシェッセの身体にしがみついた。しかしその反動で振られたリュカのカバンから、中身のいくつかが飛び出してしまった。落下した物はすぐさま霞かすみの向こうに消え見えなくなってしまう。

　それでも一命は取り留めた。

　だがそれは崖から転落することを回避したに過ぎない。シェッセはその視線を上方に向ける。そこには今にも毒を放たんとする土群竜フーリカの姿があった。

　進退極きわまった。両の手が塞ふさがり、もうどうすることもできない。

　シェッセは奥おく歯ばを噛かみしめた。

　その時、シェッセの耳にドタドタと走りこむ音と、割れんばかりの大声が飛び込んできた。

「シェッセ！　手を離はなせ！」

　タクトである。なんとタクトが崖の壁面を走りながらこちらに向かって飛び込んできたのだ。いや正確には、壁面を蹴けりながら、落ちてきたという方が合っているのかもしれない。

　それでもシェッセは状じよう況きようを理解するよりも早く、タクトの言葉に身を委ゆだねた。

　枝を掴つかんでいた右手をパッと離す。それと同時にシェッセはタクトに抱き込まれた。

　シェッセとリュカを抱かかえたタクトは、そのまま重力に引き寄せられ、傾斜40度の急きゆう勾こう配ばいを落ちるように駆かけ抜ぬけていく。

「うらああああああああっ！」

　限りなく絶壁に近い印象の急きゆう傾けい斜しやをタクトが走り抜ける。するとその先に、崖からせり出した岩があった。タクトは大きく息を吸うと、シェッセとリュカを抱いたまま、その岩に向かって飛んだ。
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「しっかり掴まってろ！」

「うん！」

「ぐぅ！」

　シェッセはタクトの首にまわした腕うでに力を入れる。リュカもまた、タクトの首に巻きつくように握にぎる手に力を入れていた。

　ズゥゥゥゥン、とまるでタクトの足が岩にめり込んだのではないかと錯さつ覚かくするほどの震しん動どう。なにせシェッセとリュカの体重も加わった衝しよう撃げきだ。それでもタクトはそのダメージを少しでも殺すように腰こしを落として着地した。

「…………………」

「…………………」

「…………………」

　三者そのまま固まったようにしばらく動けず、息をするのも忘れていた。

　はじめに動いたのはタクトだった。

「………おう」

　そのまま砕くだけるようにヘナヘナとその場に崩くずれ落おちる。

「タ、タクト、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「たくと！」

「…………こ」

「「こ？」」

「…………腰に……きた」

　タクトはカッコ悪いその体勢のまま、真っ白に燃もえ尽つきた。




　結果的に考えれば、あの状況から生せい還かんできただけでも大したものである。

　ただ腰をやられてしまったタクトは、持ってきていた湿しつ布ぷを貼はりへっぴり腰のちょっと残念な格好になってしまった。そんなタクトに肩かたを貸しながら、シェッセたちは急傾斜の谷を抜け、けもの道を歩き、元のキャンプ地まで戻ってきたのである。

　シェッセはまずタクトをうつ伏ぶせで寝ねかせてやり、湿布を貼りなおし、食事の用意にかかることにした。

「タクト、腰の痛み、少しは引いた？」

「う～ん、酒飲んで一晩寝れば治ると思う」

「……頑がん丈じようだなあ」

　うらやましい回復力である。もしかしたら見み栄えを張っているだけかもしれないのだが。

　夕方までは時間があるので、この間に山菜などを取ってきたほうがいいかもしれない。そう考えながらリュカに声をかけようと目をやる。するとリュカはカバンの中をガサゴソと探さぐりながら、どこか焦あせっている様子だった。

「どうしたの？」

「あ……う」

　少し困ったようにリュカは目線を泳がせる。

　そういえば先ほど崖から転落しかけたとき、リュカのカバンの中の物が飛び出していた。

「なにか大切な物なくしちゃった？」

「あ……うん」

「何がないの？」

　リュカはもじもじとしながら、軽くなってしまったカバンを閉じる。

「………ほしにく」

「干し肉って……リュカがいつも食べてるやつだよね？」

「うん………なくなっちゃった」

　しょんぼりとするリュカに、シェッセはどうしたものかと考える。そういえばタクトのカバンの中に食事用に持ってきている干し肉があった。

　突つっ伏ぷして寝ているタクトを起こすのは憚はばかられたので、無断でカバンを開けることを心の中で詫わびながら、シェッセは干し肉の入った革かわ袋ぶくろを取りだした。

「リュカ、この干し肉でもいい？」

「あー…………………うん」

　少し迷う様子があったが、この干し肉に妥だ協きようしてくれたようである。リュカは革袋の中から干し肉を取り出し、もしゃもしゃと咀そ嚼しやくを始める。その様子を見てシェッセも胸をなで下ろした。しばらくリュカが干し肉を食べる姿を見ていたが、食事の用意の途と中ちゆうであったことを思い出して急いで続きに取とり掛かかった。

「ねえ、リュカ。これから山菜取り行くんだけど、どの辺に山菜があるか判わかる？」

　咀嚼の手を止めたリュカはコクリと頷うなずくと、ちょこちょこ歩き出す。シェッセもすぐにその後を追うことにした。




　岩いわ間まシメジも姫ひめ薇ぜんまいも思いのほか採集するのが簡単だった。一日中日ひ陰かげの岩の隙すき間まに岩間シメジはたくさん自生しており、姫薇も日当たりのいい緩ゆるい傾斜に繁はん殖しよくしていた。

　シェッセとリュカはある程度採集したのを潮にキャンプに戻ろうとしたが、

「………うわぁ…………見つけてしまった」

　帰り道の途中で、日ひ向なたに移動中の歩き山やま芋いもを発見してしまった。想像以上にしっかりと歩く美び脚きやくが、山道を横断していたのである。実際昨日食べた歩き山芋は大変おいしかったのだが、歩いている姿を見るとやはり食物とは思えない。

　シェッセは視線を逸そらし、そっと見なかったことにしようとしたが、

「しぇっせ、あるきやまいも！」

　リュカが目をキラキラさせながら確保してきてしまった。

「うん、そうだね………えっと…………持って帰ろうか………」

　とても正視に堪たえられなかったので目を逸らしながら答えた。

　キャンプに戻るとタクトはまだ突っ伏したまま倒れこんでいた。

　――もう少し休ませてあげよう。

　そう思いながらシェッセはできるだけ静かに夕食の準備に取り掛かった。

　昨日タクトがしていたのと同じ段取りで、汁しる物ものを作り、ご飯を炊たき、と働くシェッセ。そんな中、唐とう突とつに脇わきにある麻あさ袋ぶくろがガサゴソと動いた。一いつ瞬しゆんシェッセはそれに目をやるも、すぐに逸らす。先ほど偶ぐう然ぜん捕つかまえてしまった歩き山芋である。あれをまな板の上に載のせるところまではどうにか到達したのだが、ウネウネと踊おどる美脚にシェッセはどうしても包丁が入れられず、料理を断念したのである。

　そんな山芋のことは頭の中から追おい払はらい、再び夕飯の支し度たくにかかる。

　山菜や干し肉が煮にえる鍋なべに味み噌そを投入しようとしたところで、シェッセの手がふと止まった。

　昨夜のタクトの言葉が頭をよぎってしまったのである。

　――なにを意識してるんだ。いや、別にタクトがおいしいって言ったからって……別になんでもないじゃないか。ボクは普通においしい料理を作ろうとしているというだけであって、別にタクトに喜んでもらわなくても……。

　もやもや自分の心に言い訳をしながら、何度も味見を繰くり返かえすシェッセであった。

　一段落ついたところで、リュカの姿が見えないと思い周りに目を移すと、木に寄りかかってぼんやりしているところを発見した。

　しかしその様子がどこかおかしい。目はうつろで、少し顔も赤い気がする。

　先ほどまで元気に山菜を取っていたはずだ。しかし今は具合でも悪そうな様子で木に凭もたれかかっているのである。

　シェッセが急いで駆かけ寄よると、リュカは火ほ照てった顔を上げ、半開きの目を向けた。

「リュカ、どうしたの？　具合でも悪いの」

「…………ぐぅ」

　肯こう定ていか否定か判断しづらいものの、その返答そのものがどこか弱々しい。シェッセはリュカのおでこに手を当て、体温を診みる。思った通りかなり高かった。

「リュカ、ちょっと横になろう。いまタオル濡ぬらしてくるから」

「………ぐぅ」

　リュカを横にさせて毛布を掛け、すぐさま近くの湧わき水みずでタオルを濡らしてきた。緩ゆるめに絞しぼったタオルをリュカの額に載せてやると、彼かの女じよは少し落ち着いたように、

「………うー」

　と小さく呟いた。

　急なことにシェッセはやや動どう顛てんしながらも、リュカの寝ね顔がおを見てとりあえず気を落ち着ける。先ほどまでは全くそんな兆候はなかった。それなのに、どうしてこんなに突とつ然ぜん、と思いながら、これからどうすべきかを考えていた。

「どうした？　なんかあったのか？」

「タクト……リュカが」

　そこに先ほどまで突っ伏していたタクトが、痛めた腰を摩さすりながら起き上がって来た。そしてリュカの様子をみると何か思い当たったのか、真しん剣けんな顔をする。

「なあ、リュカの干し肉ってあるか？」

「ううん、土群竜フーリカの狩かりの時に谷底に落としちゃったらしくて、代わりに食事用に持ってきてた干し肉をあげたんだけど……もしかして、それが原因？」

「いや、それは別に問題はねえんだ」

「そ、そうなんだ……よかった」

　ホッと胸を撫なで下おろすも、では何が原因なのだろうと、次の心配が浮うかび上あがってくる。

「ねえ、リュカってここに来る前から何か病気だったの？」

「いやそうじゃねえんだ……ただ、いつものリュカの干し肉が無くなった、って方が問題なんだよな」

「どうして？　あの干し肉って、何か特別な物なの？」

　タクトは難しい顔をしながら腕を組む。

「あれは……ドラゴンの干し肉だ」

「ドラゴンの……でもそれがリュカに関係あるの？」

「ああ。前に話したろ。リュカにも呪のろいがあるって」

　シェッセと似たような呪い。彼かれは以前そう言っていた。しかしそれがどんな呪いであるのか、それについては聞けずじまいで今まで来てしまっていた。

「リュカの呪いって……何なの？」

　タクトはいったいどこから話すべきか考えるように口をつぐみ、それから一度息をつくとリュカの一族についての話を始めた。

「シェッセはアステイリア神話には詳くわしいな」

「うん、もちろん」

「あの神話の中にもクク族が出てくるだろ」

「うん出てくる。ドラゴンと戦うことを運命づけられた民族って。たしかククの族長は神々に戦いを挑いどんで、負けちゃうんだよね。それで神々の怒いかりにふれて、罰ばつとして永遠にクク族はドラゴンと戦わなければならない運命を背せ負おったって……」

「ああそうだ。クク族はドラゴンと戦って倒たおし続つづけないと、生きていけない。そういう呪いを掛けられた民族なんだ」

「生きていけない……呪い？」

　たしかにアステイリア神話の中にはクク族がドラゴンと戦う呪いが掛かっている、と記述してあった。それは単ひとえにドラゴンを倒すことを先祖から続けるクク族の宗教的解かい釈しやくであると、シェッセは考えていた。しかしそれは違ちがったようである。

「クク族はドラゴンを倒す。倒した後に、特とく殊しゆな方法で岩みてえに硬かたくなるドラゴンの肉を軟やわらかくする。で、定期的にそいつを口にしなけりゃ、その呪いは発動しちまう。そういう風に出来てる呪いなんだ」

「え………じゃあ、もしかして、今のリュカは……」

「そうだ。リュカは今、呪いが身体の中で動き出して苦しんでいる」

　そうなんだ、と口にしたところでシェッセにある疑問が浮かぶ。

「え、でもこっちの干し肉も蒼脚竜ササリカから作った干し肉だよね」

　しかしタクトは首を横に振ふった。

「そいつはちょっと加工しちまったから、ダメなんだ。リュカが普ふ段だん食ってるのは、細かい加工をしていない干し肉だ。だから、急いで他のドラゴンでも捕つかまえなきゃなんねえ」

　そんなタクトの言葉を聞きながら、シェッセは以前リュカが申し訳なさそうに言っていたことが頭の中に思い浮かんだ。

　――りゅかは、たくとにめいわくかけているから……。

　彼女はタクトの足を引っ張っている、と思い悩なやんでいた。それが彼女の呪いに起因することだということは知っていた。それがこれだったのである。

　その時横になっていたリュカがうっすらと目を開け、タクトの顔を見た。

「たくと……ごめんね……」

　消え入りそうな声を彼女は絞り出すように放った。

「子供が気を遣つかってんじゃねえ。心配すんな」

　タクトはそう言いながら荷物をガサガサと探り出す。そして中から二枚の干し肉を取り出すとリュカにそっと渡わたした。

「予備で持ってきた分だ。俺おれが持ってきたのはこれしかねえ。本当に苦しい時に少しずつ齧かじれ」

「………ぐぅ」

「明日、土群竜フーリカを狩るまでの我が慢まんだ。耐たえられそうか？」

「……ぐぅ」

「よし、じゃあ今日はゆっくり休め」

　そう言ってタクトはリュカの頭をそっとなでてやる。するとリュカは涙なみだぐみながら、

「……ごめんね……ごめんね……」

　と吐と息いきの様な謝罪を繰り返した。

　タクトは何も言わず、リュカが落ち着くまで頭をなでていた。そしてリュカはタクトから受け取った干し肉を、ほんの少しだけ齧かじる。すると顔の赤みが僅わずかに引いていく。呪いに対してドラゴンの肉が少しは効いたのだろう。小康状態になったリュカは安心したように目を瞑つぶった。

　シェッセとタクトはジッとその様子を見守っていたが、少し時間がたつとリュカの鼻先から寝ね息いきが聞こえだし、ようやくホッとする。

「リュカ、もう大丈夫かな？」

「う～ん、まあ量は心もとないが、とりあえず命にかかわるようなことにはならねえはずだ」

　その返答に胸を撫で下ろしながらも、それでも幼いリュカが苦しむ姿を見たくない気持ちには変わりない。

「今からじゃ獲とりに行けないよね……」

「そうだな、山は日が落ちるのが早いから、今からは危険だ。明日、日が昇のぼってからにしなけりゃダメだろう。それに土群竜フーリカの奴やつらも、身体の中の毒が抜けきるには半日くらいは必要だしな」

「そっか……じゃあ急いで今からは無理か……」

　ため息をつきながら、シェッセは今日の狩りのことを思い出す。

「そういえば土群竜フーリカって捕まえるの難しいね……あんなに警けい戒かい心しんが強いとは思わなかったよ……」

「ああ、それなんだが俺もちょっと気になってたんだ」

「え？　なにが」

「いや今日の土群竜フーリカの奴ら、どうもいつも以上に警戒心が強かったというか……穴から出てきた時点で既すでに臨戦態勢というか……」

「土群竜フーリカってそういうものなの？」

「ああ、もちろん簡単に獲れるドラゴンじゃねえんだが、それにしたって周りを警けい戒かいしすぎだ。それに巣を移してたのも気になるな……」

「そういえば言ってたよね。そんなに移動するドラゴンじゃないって」

「もしかしたら最近、人間かなんかが来たのかもしれねえな。まあ、何が来たのか知らねえがいつも以上に神経質になっているから、うまいこと土群竜フーリカの隙すきを作らねえとな」

「そっか……隙か……」

　シェッセも明日の狩りのことを考えながら腕を組んでしまった。




　シェッセとタクトは軽く食事を取ると、焚たき火びを囲んで一息ついた。

　明日のこともあるので、早々に休んだ方がいい。

　隣となりで寝ているリュカは、時折目を覚ますとほんの少し干し肉を齧り、また横になる。浅い眠ねむりを繰り返すリュカは、今も寝息を立てているものの、また僅わずかに発熱し始めているのか、額にうっすらと汗あせをかき、浅い呼吸を繰り返している。

「ボク、タオル濡らしてくるよ」

　シェッセは立ち上がり、彼女の体温を下げるためにも、近くの湧水まで走った。

　リュカの一族が持つ呪い。そしてそれを和やわらげるためにドラゴンを狩るクク族。

　今回の事であの一族がどうしてあそこまでドラゴンを狩る知識に長たけていると言われているのか、ようやくわかった気がした。そうしなければならなかったのだ。ドラゴンを狩り、口に入れなければ彼らは生き延びることができなかったのだ。

　シェッセはそんなことを考えながら、冷たい湧水にタオルを浸ひたし軽く絞る。

　そうして絞ったタオルから顔を上げたシェッセの目に、その思考を寸断するような、あるものが飛び込んできた。

「……えっ!?」

　遠く山の中に揺らめく炎ほのお。

　一瞬、山火事かと思った。

　――違う……行列になっている……。

　整列するように一筋になって伸のびる炎が森の中をゆっくりと移動している。まるで鬼おに火びの夜行のように、ゆらり……ゆらり……とそれは森の中を進んでいた。

「………あ………ぅ」

　まさかこんな山やま奥おくで、このようなものを見てしまうとは思いもせず、足が震ふるえた。それでもパニックにならないように、自分を落ち着かせながらキャンプへ足を向ける。

「え……っと、こ、これは目の錯覚であって……その……お化け的な……ものでは……」

　と口にしながら必死に自分の冷静さを保とうとする。しかし次し第だいに歩調は速くなり、最後には走り出していた。

「……はあ……はあ……」

「どうしたんだ？」

　肩で息をするシェッセに、タクトは不思議そうに問い返す。しかしシェッセもさすがにお化けを見た、などと言うと笑われるような気がしたので、

「な、なんでもないよ！」

　と硬かたい笑え顔がおで返しながら、リュカの額に濡れタオルを当てる。そしてリュカの寝顔を確かく認にんすると焚火のそばに腰を掛かけた。

「……よいしょ」

「……………………なあ、シェッセ？」

「なに、タクト？」

「…………その……なんだ……なんでこんなに広いのに、おまえは密着してくる？」

「!?」

「どうした？　顔が蒼あおいぞ」

　――言えない……お化けを見て怖こわくて仕方ないなんて言えない……。

「べ、別にいいじゃないか！　たまたまボクが座すわった隣に、タクトがいただけで……」

「ほう………そうか」

　タクトが何か悪だくみでも思いついたかのような笑えみを浮かべる。シェッセはもうこの時点で嫌いやな予感しかしない。

　タクトはどっこいしょ、と言って急に立ち上がる。

「え、え！　タクトどこ行くの！」

　一人になるのが怖かったシェッセは思わず一いつ緒しよに立ち上がる。しかしタクトときたら、いたずらをする子供のようなニヤニヤ顔をするのだ。

「どうしたんだ、シェッセ？　俺はちょっと用を足しに行ってくるだけだが、おまえも付いてきたいのか？」

「そ、そんなわけないじゃないか！　バカ！」

「ほう、そうか。じゃあ俺は用を足しに行ってくるわ」

「い、行けばいいじゃないか！」

「そう言いながら何な故ぜおまえは俺のワイシャツの背を握にぎりしめる？」

「こここ、これはその……いいじゃないか！」

「なぁにがぁ？」

「だ、だから、トイレに行かなくったって！　タクト我慢しなよ！」

　自分がとんでもないことを言っているのはよくわかっていた。だが、一人になってしまうのは今はとてもじゃないが無理である。頼たのみの綱つなのリュカも熟じゆく睡すい中ちゆうだ。

　だからもう頼たよれるのはタクトしかいないのだ。しかもタクトは、どう考えてもおちょくろうとしているのだから、止とめたって罪はないに違いない。

　そんなシェッセの態度に、タクトはため息をつきながら再び腰こしを落ち着ける。

「んで、何見てきたんだ？」

「………………」

　お化けを見てしまったなんて絶対言えなかった。言えばバカにされるに違いない。でも一人になるのは怖くて仕方ないのだ。

　結果どうすることもできず、ジッと黙だまってタクトの腕うでを掴つかんでいた。すると、彼は酒さか瓶びんを取り出し、その中身を小こ鍋なべに注いで火にかける。

　柔やわらかい葡ぶ萄どう酒しゆの香かおりがふんわりと漂ただよってくる。

　ほんの少し湯気が立ち始めたところで火から下ろすと、タクトはそれをマグカップに注いでくれた。

「何見たか知らねえが、怖いんならこれ飲んで寝ねちまえ」

「…………別に……怖くないもん」

　と強がりを言ってみせるのだが、それもタクトにはバレていることは分かっていたので、抵てい抗こうせずマグカップを受け取る。手に伝わってくる温ぬくもりを感じながら、ほんの少し口に含ふくんでみた。

「…………………にがい…………しぶい」

　大人の味にシェッセは肩かたを竦すくめながらマグカップを下ろす。

「なんだおまえ、酒飲んだことねえのか？」

　決して飲んだことがないわけではない。たしか去年の成人のお祝いの時に家族と飲んだような気がする。どういうわけかあまり覚えていないが、確かに飲んだはずだ。

「飲んだことくらいあるよ……もうボクだって大人なんだから」

　と言い訳をしながらも、苦くて口が付けられないシェッセにタクトはヘラヘラ笑いながら、再び荷物を探さぐり出だすとカバンの中から小こ瓶びんを取り出した。

「よしよし大人のシェッセは苦いの飲めないだろうから、蜂はち蜜みつを入れてやろう」

「うぅ」

　完全に子供扱あつかいされているのが悔くやしかったが、何も言い返せない。

　タクトが取り出した小瓶の中身は輪切りにしたレモンの蜂蜜漬けであった。スプーンで小瓶の中の蜂蜜を掬すくいだし、シェッセのマグカップにたっぷりと入れてかき回してくれる。最後に添そえるようにレモンの輪切りを浮かべてくれた。

「ほらそれ飲んで早く寝ろ」

「………うん」

　言われるがままに再びマグカップに口をつける。するとどうだろう。先ほどまで苦いと感じた葡萄酒が、まったく苦くないのだ。レモンの酸味が苦みを打ち消し、その代わり葡萄酒本来の豊かな香りが鼻の中を通る。そして口に中には蜂蜜の甘あまみと葡萄の香りが広がり、身体が温かくなる。

「………ほぅ」

「うまいか？」

「……うん」

「そうか」

　シェッセはもう一口、二口と口をつけていく。不思議なのは口をつけるごとに味が変わっていくことだ。

　最初の一口目は、甘い蜂蜜を強く感じた。

　二口目は、葡萄の香りを強く感じる。

　そして三口目は、その葡萄酒本来の苦味がほんの少し口の中で溶とけた。

「おもしろいだろ、酒って」

　自分が今感じていることを全部見通したかのようにタクトが笑う。

「……うん」

「酒は一口目と、最後の一滴てきは全く別のものだ。飲むごとに味が変わっていくように感じる。それは酒そのものが変わってるんじゃなく、飲んでる人間が変わっていくから、そう感じるんだ」

「酔よっ払ぱらっていく、ってこと？」

「まあ、そうとも言えるかもな」

「どういうこと？」

「酔うと舌の感覚がバカになる所と、そのままに近い所、鋭するどくなる所、それぞれに変化する。そうすると、口の中で感じる味はどんどん変わっていくんだよ」

「……そっかあ」

　言われてもう一口、口に含んでみる。今度は苦味をしっかり感じたものの、不快感ではなく、まろやかさを感じた。

　酔いも手伝ってか少し瞼まぶたが重い。抱かかえた膝ひざに、頬ほおを乗せて焚火を見つめる。

「ねえ、タクト………」

「ん、なんだ？」

　ほんのり身体が火照るのは、焚火のせいか、それともお酒のせいか……。

　ぼんやりとしたシェッセの脳のう裏りに先ほどまで身の裡うちに抱えていたことが甦よみがえってくる。タクトの前では絶対に口に出すまい、と思っていたのに、今は話したいと思ってしまっている。

　シェッセはその不可思議な感覚に襲おそわれ、気がつけば言葉が口をついてしまった。

「あのね……さっきボク……お化けを見ちゃって……」

　素す直なおにそう言うとタクトは別段茶ちや化かすようなことはせず、短く嘆たん息そくするだけだった。

「そうか……まあ、夜光虫とかだったらよかったな」

「うん……でも違った………炎の行列がね……山の中を歩いてたんだ……」

　するとタクトは何か気になることでもあったのか、シェッセの顔を見た。

「炎の行列？」

「………うん」

　口に出したとたんに、先ほどまで肩に乗っていた不安や恐きよう怖ふがドッと落ちていく。ようやく喉のどの奥おくに痞つかえていたものが取れたような気持ちになった。それ故ゆえ、酔いも手伝ってシェッセは普段は決して口にはしないようなことを意図せず口走ってしまった。

「たくと、ぼく……」

「ん？」

「………怖こわかっら」

「うわ、おまえ、酔っ払ってんのか!?　おい、こら、くっつくな。泣くな！」

「うぅ……リュカも倒れちゃうし、失敗しちゃうし……」

「リュカも失敗もおまえのせいじゃないだろ」

「………うぅ」

「泣くな、おい、おれのシャツで鼻水を拭ふくな、抱だきつくな！」

　タクトが必死で何か言っているような気がしたが、シェッセは一日の疲つかれに押おし流ながされるように、眠りの中に落ちて行ってしまった。
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　カティナは王立魔ま法ほう騎き士し団だんカラセナ駐ちゆう屯とん所じよの一室で、本部からの報告を待っていた。

　昨日、農耕神ルクルアの小さな祠ほこらの後ろに鎮ちん座ざする御ご神しん木ぼくの洞うろから、魔ま竜りゆう口くち寄よせのための祭さい壇だんを発見した。すぐさまカラセナ分隊の駐屯所へと駆かけ戻もどったカティナたちはその対策に奔ほん走そうしたのだった。

　通信機を借り、王立魔法騎士団庁舎へと連れん絡らくを入れ、国内に張られた魔ま方ほう陣じんのための祭壇の捜そう査さを発令。その祭壇を中心に王都セントウッドに展開される円形魔方陣を形成する祭壇の位置を逆算し、すぐさま捜そう索さく隊たいを配備した。

　魔竜口寄せという術式には、八つの祭壇が用いられる。その八つを結び、魔方陣を展開させ、ドラゴンをその中心へと呼び寄せる術式である。

　その場に即そく座ざにドラゴンを召しよ喚うかんする『魔ま竜りゆう召しよう喚かん』とは違い、少ない魔力でドラゴンを引き寄せる。そのため魔力振しん動どうが少ないせいか、発見されることが少ない。

　少し前に王都に侵しん攻こうしてきた蒼脚竜ササリカも、口寄せによるものではないか、と内務部は調査をしていたのだった。

　今回は先んじて祭壇の発見が成ったが、侵攻してくるドラゴンがなんであるのか特定を急がねばならなかった。そこでカティナは祭壇の中から発見されたドラゴンの木像の情報を王立魔法騎士団庁舎に連絡。それを受け現在魔竜口寄せによって呼び出されるドラゴンの割り出しと鑑かん定ていがなされている。

　鑑定結果が出るまでの間、カティナは緊きん張ちようした面おも持もちでカラセナの仮対策本部で息をつめていた。

　それにカティナの頭の中には、祭壇発見以来もう一つ気掛かりなことがあった。

　そんな懸けん案あんを抱え、思し索さくに耽ふけるカティナの元へリタ・シュルツが姿を現した。

「どう、カティナ？　本部から連絡は？」

　カティナが首を横に振ると、リタも小さく嘆息した。

「そっか……まいったなあ。祭壇が作られた推定時刻ってさ、たぶん農耕神ルクルア像が壊こわされたのと同じ時刻でしょ」

「いま、カラセナ駐屯所の騎き士しとガランさんが練れん成せい推定時刻を割り出していますが、恐おそらくはその頃ころと見て間ま違ちがいないと思います」

「ならもう祭壇が作られて五日は経たってるってことだよね」

「そうですね」

「だとすればもう口寄せされたドラゴンはこっちに向かってるって考えていいんでしょ」

「はい。祭壇を取とり壊こわしても、術式が無効になる段階ではないと思います。近日中にセントウッドに向かってドラゴンが侵攻してくることが予測されます。だとすると対策を練るためにも、どんな種類のドラゴンが来るかを特定することが先決かと……」

「それなんだけどさあ……」

　そう言ってリタは、先ほど破は壊かいした祭壇の中にあったドラゴンを模かたどった像を取り出す。抽ちゆう象しよう的てきに造られたドラゴンの像は、一体何の種別かまで特定が難しい。その道の専門家が予測されるドラゴンの種類の中から絞しぼり込こみを掛けている最中なのである。

　しかしリタはボソッと個人の予測を口にした。

「あたしの勘かんなんだけどさ………これね、幻精竜フイニカかもしんないわ」

「………幻精竜フイニカ？」

　彼かの女じよの口から出たドラゴンの名前に、カティナは記き憶おくの中にある情報を引きずりだす。

「北方に生息するドラゴンですね。確か下位三等種」

「そう、よく知ってるわね」

　竜りゆう伐ばつ騎き士しであるリタはもちろん知っているであろう。カティナ自身、上位竜でなかったことに安あん堵どしたが、しかしリタの顔は優すぐれない。

「何か問題があるのですか？」

「うん……幻精竜フイニカってさ、ちょうどここから北方に40キロくらい行った山さん岳がく地帯に棲すんでるじゃない」

「ええ、そうですね。正確な練成推定時刻が割り出せれば、到とう着ちやく時刻も割り出せるかと思いますが………」

「もし幻精竜フイニカだとしたら、あたしの経験則だと明日の午後にはカラセナに侵攻してくると思う」

　そうなると、すぐにでも迎げい撃げきの準備を整えないとならない。あまり猶ゆう予よはないようだ。

「でもここには竜伐騎士が二人もいます。下位三等種には過分な戦力じゃないですか？」

　カティナの言葉にも、リタの曇くもった顔は晴れようとはしない。

「なにか問題でも？」

「うん、幻精竜フイニカってね、単体では下位レベルのドラゴンなんだけどさ……ちょっと面めん倒どうな性質をしているのよ」

　数多あまたに棲せい息そくするドラゴンの名前こそカティナの脳内に入っていたものの、その性質まですぐには出てこなかった。こと下位種のドラゴンであると、余計に憶おぼえる優先度は低い。それ故、カティナにとってもすぐにその情報が頭の中に出てこなかった。

「面倒？　それはどういう……」

「移動しながら説明するよ」

「移動？　どこかへ行かれるんですか？」

「もし幻精竜フイニカなら、こっちから迎撃しに行かないとまずいのよ」

　彼女の口から出た言葉にカティナは驚おどろいた。下位三等種のドラゴンにそこまで慄おののく必要はないはずである。しかし実際にリタの表情は硬かった。

「だからカティナは本部に連絡して中隊を二つこっちに派は遣けんしてもらっていいかな」

「中隊を、ですか？」

「うん、他の北方系ドラゴンの可能性もあるけど、だったらあたしとガランで倒たおせるはず。でも幻精竜フイニカだった場合は人の手が必要になる。カラセナ分隊の騎士総動員でもいいんだけど、それなりに統とう率そつがとれた騎士の方がいいと思うよ。一応、あたしたちは最悪の事態も想定して動かないといけないんでしょ」

「そうですね。わかりました」

　頷うなずくと同時にカティナは機き敏びんに部屋を飛び出した。







第四章　幻精竜フイニカの群れ







「ふぁぁ………」

　シェッセは毛布を畳たたみながら軽い欠伸あくびをする。まだ少し寝ぼけ眼まなこではあるが、意識ははっきりとしていた。リュカの様子を見ると、まだスースーと寝ね息いきを立てている。

　昨日も身体を襲う熱に、浅い眠りから目覚めてはドラゴンの干し肉を少しずつ齧かじっていたようだ。そのせいもあって疲れはあまり取れていないだろう。出発のギリギリまで寝かせてあげよう、とシェッセは思いながら顔を洗いに床とこを出る。

　その時になって、この場にタクトがいないことに気づいた。どこに行ってしまったのだろうか？　そう思いながら湧わき水みずのある場所までやってくると、タクトが山の向こうを見下ろしているのに出くわした。

「タクト、おはよう」

「おう、おはよう」

「何見てんの？」

「ん？　いや、ちょっとな」

「？？」

　疑問に思いながらもシェッセは岩から染しみ出でる湧水を手に顔を洗い始める。キンッと冷えた水に指先が悴かじかむが、気持ちが引ひき締しまって顔を洗うにはちょうどいい。

　そんなシェッセにタクトが後ろから話しかけてきた。

「……なあ、シェッセ」

「ん？　なあに？」

「……ああ、その。おまえ昨日のこと、どこまで覚えてる？」

「昨日のこと？」

　問われてシェッセは昨日の記憶を呼び起こす。

「えっと……リュカが具合悪くなって……」

「もっと後の方だ。記憶の最後はどこで終わってる？」

「え？　……うんとね、タクトがお酒に蜂蜜入れてくれて……」

　そこから先が全く思い出せない。そのあと、一口くらい飲んだような気もするし、飲んでないような気もする。

　――あれ………そこで終わり？

　いかにも昨日の最後の記憶としては、不自然なところで終わっている。本来的に考えれば、毛布にくるまり「おやすみ」と言うまでは覚えていてよさそうなものだ。

「……どうして、こんな中ちゆう途と半はん端ぱなところで記憶が終わっているんだろう」

　なんだかものすごく嫌な予感がした。恐る恐るタクトの顔を見る。

　タクトは困ったような気まずいような、とにかくものすごく微び妙みような顔をしていた。

「え、ボクなにか変なことした？」

「いや、覚えてないんならいい」

　キッパリそう言うとタクトはそのままスタスタとキャンプへ戻ろうとする。無論シェッセはすぐさまタクトを追った。

「ね、ねえタクト、ボクなにしたの？」

「……………」

「ちょっと、どうして答えてくれないの？　まさか、恥はずかしいこととかしてないよね？」

「……………」

「ねえ、タクト！」

「……その……とりあえず、お前は人前では酒飲むな」

「ええ！」

「いろいろ心配になったわ、さすがに」

「ええ!!」

　いったい自分は何をしたというのだろうか。リハエル家の名に恥じぬように、と心がけていたのに。ジゼルにあそこまで大おお見み栄えきったのに。

「ボク……酔いに任せて……まさか破は廉れん恥ちなことを……」

「あ、いや、それは大だい丈じよう夫ぶ。心配ない。心配ないが、聞かない方がいい。お前がもう少し大人になるまで」

　たいへん聞きたい気持ちと、死んでも聞きたくない気持ちのせめぎ合いとなった。

　本当に自分はいったい何をしたのだろうか……。

「まあ、今は忘れろ。忘れた方がいい。それがお前のためであり、俺おれのためでもある」

「タクト、どうしてすごく棒読みなの？」

「よし、朝飯食ったら狩かりに行くぞー」

「スルー!?」

　結局昨日のシェッセが酔っ払っていったいどんな粗そ相そうをしたのか、真実は闇やみの中へと消えていった。




　キャンプに戻るとリュカが起きだし、残り少なくなったドラゴンの干し肉を齧かじっていた。

「リュカ、具合はどう？」

「……ちょっと、ねつっぽい」

　確かに顔が薄うすく朱しゆを帯びている。しかし残りの干し肉の量を考えると、我が慢まんせざるを得ないのだろう。

　そんなリュカの顔を見ていて、シェッセはある異変に気がついた。

「あれ？　……これって」

　リュカの手足や首筋、顔にうっすら痣あざのような、または刺青いれずみのような幾き何か学がく的てきな模様が浮うかび上あがっていたのだ。シェッセのそんな反応にリュカも自分の掌てのひらに目を落とす。

「これが……のろいの……しょうたい」

　そう呟つぶやく彼女は悲しそうにその耳をしゅんとさせる。その様子に気がついたタクトが駆かけ寄よりリュカに目を留とめる。

「……どっちにしても、もう時間がねえな……シェッセ、狩りの準備だ！」

「うん！」

　気き迫はくのこもった彼かれの言葉にシェッセは力づよく頷き返した。




　昨日と同じ経路で、足場の悪い谷を進み、岩々を渡わたっていくと、リュカを背せ負おうタクトが足を止めた。

「どうしたの？」

「………いねえな」

「え？」

「あいつらまた移動したみてえだ………」

「また？　どうして土群竜フーリカが？　ボクたちが昨日来たから？」

「その可能性もあるが、俺たちが来たことだけが理由じゃねえな。……たぶん移動した理由は、昨日シェッセが見たもんのせいなのかもしれねえ」

「昨日見たものって……あの鬼おに火びの行列？」

「ああ……そうだ」

　いつもの彼からは感じられない深刻な雰ふん囲い気きに思わず息を呑のんだ。

「あれってお化けじゃないの？」

「バカ、そんなもんいるか。ありゃ正しよう真しん正しよう銘めいのドラゴンだよ。それもちょっとばかりめんどくせえ奴やつなんだよな……」

「それって……」

「幻精竜フイニカだ」

　シェッセの記憶にもその竜りゆうの名はあった。下位三等種であり、一体当たりの強さはそれほどのものではない。しかし、問題はそのドラゴンの特性にあった。幻精竜フイニカは自らを模った幻、つまり複製を作りだすのである。

　その数、約３００。

　さらにもっと性質が悪いのは、その複製を倒しても倒してもすぐに次の複製が現れることである。つまり幻精竜フイニカは単体の強さこそ下位三等種であるものの、その数が３００に膨ふくれ上あがり、そして本体を倒すまでその数が減らない。そのことがこのドラゴンの一番の危険性であった。かつてのドラゴンのランクを決める評議会に於おいても、こういった特とく殊しゆ能力を持ったドラゴンに関して単体の強さを基準にするのではなく、危険性を基準にしたランク付けをするか否いなかの決議は幾いく度ども行われてきたのだった。

「どうして？　あのドラゴンって北東の山岳地帯にしか棲せい息そくしてないし、それにほとんど人里になんて下りてこないんじゃ……」

「ああそのはずなんだが、どういうわけかこっちに向かってきてるらしい。それに奴ら幻精竜フイニカは火竜の一種だ。火が苦手で土の中に住んでる土群竜フーリカは、同じドラゴンでも避さけて通る」

「だから移動を繰くり返かえしてたの？」

「ああ、事前に夜行する幻精竜フイニカの火の行列を見たんだろうな……シェッセが昨日の夜中に見たようにな」

　夜の山中に揺ゆらめく炎ほのおの行列。土群竜フーリカもまたあれを見て移動を繰り返していたのだ。北東からこちらに向かって進行しているということは、もしかしたら王都セントウッドへ向かっているのかもしれない。

　その可能性にシェッセが思いを巡めぐらしていると、突とつ然ぜんタクトが遠くを見ながら言った。

「シェッセ、ちょっとリュカを頼たのむ」

「え？」

　タクトはリュカを背から下ろすと、シェッセに託たくす。リュカの小さな体が、シェッセの胸の中で小さく呼吸をしていた。

「どうしたの？」

「ちょいと、面倒なお客さんがこっちに向かってるからよ」

　崖がけの向こうを見つめるタクトの目は、遠く何かを捉とらえている。シェッセもその方向に目を凝こらすと、数十の生き物がこちらに向かっているのが見えた。

「あれって……」

「どうやら、もうおいでなすったようだ」

　その言葉にシェッセは自分の腰こしの帯たい剣けんに手を掛かける。しかしそれを手で制したのはタクトだった。

「シェッセ、おまえはいい」

「でも！」

「おまえはリュカを連れて土群竜フーリカを狩れ。俺はやつらを食い止める」

「……でも、どこに……」

「土群竜フーリカは火竜との接せつ触しよくを避ける時、出来る限り地中深くに潜もぐろうとする。そのためにここ数日移動を繰り返していたんだ。だとすれば、地面ができるだけ軟やわらかいところに穴があるはずだ」

「地面が……軟らかいところ……」

　この先のどこか。それしか今は分からない。そして少なくとも土群竜フーリカは昨日と同じく、緊張状態にある。もし発見したとしてもうまく不意を突つかねばならない。

　そのことを頭の中でグルグルと考えていると、リュカがうっすらと目を開いた。

「しぇっせ……たくと……ごめんね……」

　熱に絆ほだされた顔を上げ、申し訳なさそうな声でリュカは呟つぶやいた。

「ごめんね……りゅかの……はなが、きけば、すぐにたおせるのに……」

　クク族の呪のろいに苛さいなまれた今のリュカは、匂においを嗅かぎ取とることもできないのだろう。確かにリュカの鼻をもってすれば、幻精竜フイニカの本体を嗅ぎ分け的確に倒すことができるかもしれない。リュカはそれが解っているからか、悔くやしそうにシェッセの胸に顔を埋うずめる。

　シェッセはその頭をやさしくなでた。

「ううん、リュカは悪くないよ」

「でも……でも……りゅかが……あしをひっぱってる」

　泣き出しそうなリュカに、タクトは背を向けたまま腰の鉄パイプを引き抜いた。

「子供がこまけえことを気にすんな」

「でも……」

「子供は大人に甘えるように出来てるんだ。お前はもっと大人に甘あまえていい」

「………」

「それでもまだ申し訳ねえってリュカが思うんなら――早く元気になって笑ってる顔見せろ。元気に跳び回ってみせろ。それが子供がしなけりゃならねえ唯一の仕事だ」

　リュカはポロポロと大粒の涙なみだを零こぼしながら幾度も頷いた。シェッセは声もなく涙を零すリュカの頭をやさしくなで続けた。
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「シェッセ、リュカを頼む。それから、こいつも持ってけ」

　そう言ってタクトは自分の肩かたに掛けていたリュックを投げ渡してきた。シェッセは片手でそれを受け取る。それほど重くはない。

「取った後、解体しなきゃなんねえだろうから、そいつは必要だ。リュカなら解体の仕方を知ってる」

「わかった。急いで戻るよ………だから……」

　だから、の先の言葉は呑み込んだ。

　――絶対無理しないでね………。

　心の中で願うように呟くと、シェッセはリュカを背負い走り出した。




◇◇◇◇




　カティナ、ガラン、リタは夜を徹てつして山中に踏ふみ入いっていた。

　三人は篝かがり火びを焚たき、ひたすら闇に包まれた山道を歩き続ける。

　昨夜、王立魔法騎士団庁舎に連絡を入れ、幻精竜フイニカの襲来が予想されることを伝え、中隊の配備を要請した。王立魔ま法ほう騎き士し団だん内務部はすぐに中隊二隊の編成を承しよ諾うだくしたのだが、カラセナに結集するのはやはり距きよ離りなどの問題から、日をまたぐことは明らかだった。

　そのため中隊の配備が完かん了りようするまでの時間稼ぎをする必要性が出てきたのである。

　そういった理由から幻精竜フイニカの足止めをすべくカティナとリタ、そしてガランの三人が先せん陣じんを切って、カラセナ北の山中へと踏み入ったのである。しかし星月のない山の夜道は、思うようにその進行を許してはくれなかった。日が明けきって地図を確かく認にんすると、予定していた距離の半分ほどしか来ていないことに気がつく。

「おい、リタ。本当にこっちのルートでいいのか？」

　ガランが疑わしげな口調で山道を小走りに駆ける。

「魔ま竜りゆう口くち寄よせの祭さい壇だんから逆算したんだから、間違いないよ」

「そういってもなあ、こんな山中で幻精竜フイニカに出くわせるものか……？」

「なにあんた、あたしを疑おうっての？」

　今日になって何度目かのガランとリタの言い合いを眺ながめるカティナの口は重かった。

　すぐに間に割って入ってくるカティナが仲裁に入らないので、ガランとリタが心配そうな顔をする。

「おい、どうしたカティナ？」

「具合でも悪いの？」

「あ……いえ。ちょっと気になることがあって」

　それは祭壇発見以来ずっとカティナの心に引っかかっていた、もう一つの懸けん案あんである。

「気になることがあるなら口に出せ」

「そうよ。別に竜りゆう伐ばつ騎き士しなんて頭のいい生き物じゃないけどさ、多少はなんか相談に乗れるかもよ」

　気さくにそう言ってくれる二人に、カティナは歩調をほんの僅わずかに緩ゆるめた。

「実は……祭壇の発見についてなのですが……」

「あれはカティナの手て柄がらだろう」

「そうね。ちゃんと上からご褒美もらったら？」

「あ、いえ、そうではなく………少し出来すぎているように感じるんです」

「出来すぎている？」

「どういうこと？」

「ええ……なんというか、見つかるように仕込まれていた……という印象があるんです」

　その言葉にガランとリタは口を噤つぐんだ。

「そもそもが『魔竜口寄せ』という術式は見つかりにくく、ドラゴンの接近に伴ともなって発覚するケースがほとんどです。ドラゴンの侵しん攻こうしてくる方角などから、逆算していった結果、魔竜口寄せの祭壇が発見されるんです。先んじて祭壇が発見される場合も、偶ぐう然ぜん都民が発見してしまったりした場合が大たい抵ていなんです」

「だったらなおさらカティナの今回の事はお手柄なんじゃないのか？」

「いえ、違ちがいます。竜りゆう神じん信しん仰こうはそれほどまでに神経質に『魔竜口寄せ』の祭壇を置く場所選びに慎重なはずなんです。そう考えると今回、最初に農耕神の像を壊こわした件……あれはそういった慎重さを欠いているとしか考えられない」

「ふむ、そういうものか……」

「まあ、そう言われるとそんな気もするけどね……でもじゃあ、王立魔法騎士団に目をつけられて、それであいつらなんか得する？」

「………それがずっと引っかかっているんです。なにか竜神信仰にとって、得る物があるのかどうか……。本部にもその懸案は上げてあるので、内務部がそのことを検討しているとは思いますが、どうしても目的が解らないんです」

　語り終えたカティナに、ガランとリタは口元を結び考え込むように呻うなった。今ある情報からでは、何もわからないのが現状なのだ。

　しばらく無言になった三人は黙々と山道を登っていく。

　すると突然ガランの割れるような声が沈ちん黙もくを破った。

「わからん！　さっぱりわからん！」

　するとすぐさまそれにリタも続く。

「腹立ってきたわ！」

「このイライラをドラゴンにぶつけてやる！」

「ええ、そうね！」

　二人はそう言い放つとズンズンと歩調を速めて山道を登っていく。突然のことにカティナはポカンと呆あつ気けにとられたが、すぐに我に返ると急いで二人の背を追った。

　兎とにも角にも、急ぐ必要があった。夜間に遅れた分を巻き返すように、カティナたちは歩調を速めた。




○○○○




　ミキハラタクトは鉄パイプを手に構えた。人間の匂いを嗅かぎとった幻精竜フイニカたちは岩場を渡り、タクトの目の前まで接近していた。

　ひょろりと長く、手足を持たない蛇のようなその身体は、頭から尻尾しつぽまで合わせると２メートルはある。暗い赤紫色の鱗は光を吸い込むような、くすんだ色調。背から広げた炎の羽を羽ばたかせ、しきりにこちらを威い嚇かくしてくる。

「どら、相手してやっか……」

　タクトが鉄パイプを幻精竜フイニカに向ける。するとドラゴンはすぐさま臨戦態勢となり自分の分身を増やしていく。最初、数十匹だった幻精竜フイニカはあっという間にその数を増していき、１００を超え、上限の３００前後まで己の複製を増やした。

「おう、大体これくらいの数ってことは、本体は一匹だな」

　そしてタクトに対し敵意を向けるように無数の幻精竜フイニカは、オオオオゥゥと咆ほう哮こうする。

「脅してんのか？　あんま、そういうので驚おどろきゃしねえぞ、俺は」

　タクトの言葉が通じたわけではないが、脅しに動じない相手に幻精竜フイニカはいきり立つように一斉に飛びかかった。

　前ぜん衛えいの複製の一匹がタクトに咬かみつこうと大口を開けて飛び込んでくる。

　それをタクトは鉄パイプで弾はじき谷底へと落とした。

　幻精竜フイニカの羽は特別大きいわけではない。飛ぶというよりは跳とぶというニュアンスに近い使い方しかできない。なのでタクトに跳びついてくる幻精竜フイニカたちは、次々に叩たたき落おとされ、錐きり揉もみしながら谷底へと落ちていった。

　この前衛で跳びこんでくる幻精竜フイニカに対して、タクトは一いつ切さいの容よう赦しやがなかった。

「………どうせ本体は後ろの方だしな……ここで戦ってちゃ埒らちがあかねえか……」

　そう、食肉として捕とれる幻精竜フイニカは、本体であるただの一匹だけ。その本体は安全な後方から複製を使って人間を殺そうと虎こ視し眈たん々たんとその様子を見ているに違いない。

　なのでこのような狭せまい場所で戦い続けても、一向に本体にたどり着くことはできないのだ。タクトは群れる幻精竜フイニカを振ふり払はらいながら、意を決する。

「俺から行くしかねえか」

　言うと同時にタクトは、幻精竜フイニカが群れる岩場へと飛び込んだ。タクトの身体を炎の羽が嘗なめ、牙きばが食い込む。手足に巻きつきその自由を奪わんとする。

「だああらあああ！」

　タクトは全力で回転しながら群れる幻精竜フイニカを振り払う。タクトを中心に、その場にぽっかり円ができた。

　――まだ後ろだ。本体はもっと後ろにいやがる。

　タクトは再び鉄パイプを振りかざし、襲いかかる幻精竜フイニカを次し第だいに押し返していった。




※※※※




　シェッセは苦しそうに目を瞑つぶるリュカを背負い、谷から南西の盆地までやって来た。日当たりが悪いのか、足元の野草は生育が悪く土もぬかるんでいるように感じる。

　その目線の１５０メートルほど先の地面に、無数の穴がポコポコ開いているのが見えた。

「………あった」

　小声で呟きながらシェッセは木の陰かげに身を潜ひそめる。

　昨日タクトがやっていた段取りを思い出す。小石を投げて土群竜フーリカをおびき出し、そして遠くから矢で射る。

　しかし幻精竜フイニカの接近に伴ともない、土群竜フーリカは緊きん張ちようを高めている。昨日のように小石を投げておびき出しても、緊張感をはらんだ土群竜フーリカは弓矢を避よけてしまう。

　――土群竜フーリカに隙すきを作らせなければならない……。

　それにもう一つ、大きな問題がある。それはリュカにしか引くことのできない短たん弓きゆうである。自分の力では、あれで矢を放つことはできない。

　そう思ったシェッセに、背の上でぐったりとしていたリュカの声が届いた。

「しぇっせ………いし……なげて」

　苦しそうに息をつきながら言うリュカ。

「……りゅかが……ゆみを……やるから」

「でも！」

「……だいじょうぶ……できるよ……」

　そういうとリュカはポケットから干し肉の小さな一欠けらを取りだした。おそらく最後の一欠けらなのだろう。今まで熱と痛みに苛さいなまれる身体を我慢しながら、この一切れを取っておいたのだ。

　リュカはそれを口にポンっと放ほうり込こむと、シェッセの背からスルスルと下りる。

　そして矢や筒づつの中から長い矢を三本取り出し、震ふるえる手で短弓を構えた。

「…………おねがい」

　熱で目が潤うるんだリュカに、シェッセは頷うなずき返した。

「……わかった」

　シェッセは腰に括くくり付つけた、麻あさ袋ぶくろに目を移す。

　――少しでも土群竜フーリカの隙をつくらなきゃ。

　昨日の夜、リュカの看病をしながら思いついた土群竜フーリカの隙を作る手段。果たしてこれは有効かどうか、それでもシェッセは麻袋の中身に賭けるしかなかった。

　シェッセは小石ではなく麻袋を構え、狙ねらいを定める。

　そして全力で穴の方向に向かって麻袋を投げつけた。

　麻袋は放物線を描き土群竜フーリカの穴の上を通過すると、ドサッと音を立てて落下した。

　その音を敏感に聞き取った土群竜フーリカたちが一斉に巣から顔を出す。

　土群竜フーリカたちの視線が麻袋に注がれた。その麻袋はしばらくモゾモゾと動いたかと思うと、中から光を求め彷徨さまよい歩く、歩き山やま芋いもが優雅にその美び脚きやくを顕あらわした。

　土群竜フーリカ全員が心なしか呆気にとられるように、その山芋に集中している。しかも臨戦態勢には決してならない。あの優雅に光に向かって歩く美脚に危険を感じることなどないだろう。

　自おのずとシェッセたちに背を向ける形で固まる土群竜フーリカ。

　その隙をついてリュカは短弓の弦げんを力強く引き、矢を放つ。

　ヒャン、ヒャンと次々に放たれる矢は、虚を突かれた土群竜フーリカを的確にとらえていく。

　あまりにも急な事態に、残った土群竜フーリカは混乱したのだろう。身体に毒を生成させながらも、穴から飛び出し、森の中に逃にげて行ったのだった。

「………やった」

　シェッセがそう呟くと、隣となりでパタンと何かが倒たおれる音が聞こえた。

「リュカ！」

　シェッセは急ぎリュカを助け起こし、再び背に乗せた。




◇◇◇◇




　カティナ一行が山道を急ぎ足で登っていくと、山腹の岩場になんとキャンプがあった。

　それも時間が経たったものではなく、昨日、今日の新しい焚たき火びの後。

　荷物が纏まとめられて置いてあり、動物などが寄って来ないよう隠かくすように大きな葉がかけられている。

　――いったい誰だれがこんな山中に……。

　そう考えたカティナの目に見たことのあるものが飛び込んできた。それは王立魔法騎士団から支給される女性用手て袋ぶくろである。カティナはそれを手に取り、裏地を見る。そこにはシェッセ・リハエルの文字が刺し繍しゆうされていた。

「……シェッセ……どうして……」

　まさかと思いながらも、先日シェッセに対して任務の証明書を発行したことを思い出す。しかしこんなところに来ているとはさすがのカティナも思わなかった。

「なんだ、カティナ。知り合いがいるのか？」

「ええ、先日紹しよう介かいしたシェッセが……」

　するとリタが目を輝かがやかせる。

「え！　シェッセくん来てんの？」

「そうみたいです。おそらく任務の流れで……」

　そういうとガランの顔が急に曇くもった。

「ということは、例の肉屋もいるのか？」

　なにか思うところがあるのか、ガランは眉まゆをひそめながら何か考え込んでいた。

「ちょっとガラン。なに不細工な顔してんの？」

「うるさい。おまえも知ってるだろ、あの肉屋は……」

「知ってっけどさあ」

　リタがその続きをさえぎるように言葉を継ぐ。

　カティナの内務部はもちろん、竜伐騎士である二人もミキハラタクトについての情報は知っている。しかし二人の様子を見るに、カティナも知らないような情報を掴つかんでいるような、そんな雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている。しかし今、それを二人に問うている暇ひまはない。

「とにかく急ぎましょう。彼かの女じよらも幻精竜フイニカの襲しゆう撃げきに巻き込まれている可能性があります」

「……そうだな……もしそうなら……」

　何かを含ふくむようなガランの言葉が引っ掛かったが、結局カティナは今はそれ以上問おうとする口を噤つぐんだ。

　その時、遠方から『オオオゥゥ』という何かが咆ほう哮こうする声が耳に入った。

　ガランとリタの目元が鋭するどくなる。

「いるな」

「そうね……でもかなり距離がある。今のはやまびこじゃない？」

「だろうな」

　カティナもそれに頷うなずき返し、気を引ひき締しめた。

「行きましょう！」

　言うと同時に三人は声の方向を目指し走り出した。




※※※※




「リュカ！　リュカ！」

　シェッセが抱だき起おこし呼びかけると、すぐにリュカは目を開き、

「……ぐぅ」

　と意識を取とり戻もどした。クク族の呪いによって身体に負担が掛かっているところへ、短弓を引くという重労働をした結果、一いつ瞬しゆん気を失ったようである。早くドラゴンの肉を食べさせてあげなければならない。

　リュカを再び背せ負おって、シェッセは射落とした土群竜フーリカを回収していく。しめて７匹の土群竜フーリカが矢に射られていた。

　それらを回収していくとリュカは重そうな身体を起こした。

　そして懐ふところから金属製の長い串くしの様なものを何本も取り出すと、土群竜フーリカの身体の各所に刺さしていく。

「これで軟やわらかくするの？」

「……うん」

「それってやっぱり魔ま法ほうなの？」

「……ちょっと、まほう……でも……ちょっとちがう」

　魔法とは違う、しかし特とく殊しゆな方法を以もつてドラゴンの肉を軟らかくするようだ。

　リュカは、手をパンっと叩き、そしていつか聞いたことのある旋律を唄うたい出だした。

「ぐーぐの、な～な。しゅしゅなの、ぐ～ぐ。いりゅにな、いりゅね。しゅしゅなの、に～に」

　あの日、倉庫の中で一人唄っていたリュカの歌。何語なのだろうとは思っていたが、これはクク族がドラゴンの肉を軟らかくするときに使っていた練成呪文言語だった。

　彼女の歌に合わせて金属の串同士が高音質の振しん動どう音おんを立て共鳴しあう。

「う～りゅの、ぐ～ぐ。しゅしゅなの、ぐ～ぐ」

　共鳴する音は高まっていき、土群竜フーリカに振動が伝わっていく。

　すると先ほどまで石のように硬かたくなっていた土群竜フーリカの身体が、少しずつ弛し緩かんしていった。

　そしてリュカが唄い終わると本来的な動物の死後硬直だけが残った。

「………………ぐぅ」

　終わったリュカはシェッセに向かって顔を上げる。

「出来上がり？」

　するとリュカはコクリと頷き返した。

「しぇっせ、たくとの、にもつ」

「あ、うん」

　シェッセは肩に掛かけていたリュックを、リュカに渡わたした。するとリュカは中からナイフ、油紙、鉄箱を取り出し、土群竜フーリカの身体を解体し始めた。

　軟やわらかくなった土群竜フーリカにリュカはナイフを入れていく。腹を一筋に割き、中の腸わたを取る。初めてみる解体にシェッセは一瞬グロテスクなのでは、と思ったがそんなことはなかった。あっという間に五ご臓ぞう六ろつ腑ぷの部位が切り分けられ、それぞれ油紙の上に整列させていく姿は、食物に対する敬意が込められていた。

　丁てい寧ねいにそれらを切り分けると、リュカはその中からレバーをチョイスしてスライスしていく。そしてカバンの中からアラ塩を取り出し軽く振りかけると、そのままぺろりと口に入れた。

「…………………」

　もぐもぐと咀そし嚼やくしていくリュカ。

「おいしい？」

「………うん、ればさし、おいしい」

　そう言いながら次々に口に入れていくリュカ。すると身体から、あの刺いれ青ずみのような呪のろいの跡が見る間に消えていく。

「ぐぅ！」

　食べ終わったリュカは先ほどまでの苦しそうな様子など微塵も感じさせないほど、元気そうに声を上げた。

「よかった………よし、早くタクトのところに行こう！」

「……だめ」

「え？」

　思わぬ返答にシェッセは驚いたが、なんとリュカは再びナイフを手に取ると、残りの土群竜フーリカの解体にかかっていた。

「リュカ、急がないと……」

「いそいじゃ、だめ」

「でも……タクトが……」

「たくとがおこるから……」

「え？」

「ちゃんと、とったものは、おいしく食べてあげないと……そのいきものにわるいから」

　リュカは拙つたない言葉を発しながらも、その手を休めようとはしない。

「どらごんでも……うさぎでも……いのししでも……いのちをもらってたべるから……それはたいせつに……いちばんおいしくたべてあげないと、いけないの……」

　それは食物に真しん摯しに向き合う姿だった。

　たとえ人間を凶害するドラゴンであったとしても、一つの命であることには変わりはない。その命をもらい、食するということ。それは殺あやめたものに対する最大の礼儀。

　リュカは決して焦あせることなく、他の土群竜フーリカに刃はを入れ、五臓六腑を先ほどと同じように一匹ずつ切り分けていった。




○○○○




　タクトは押し寄せる幻精竜フイニカを叩き伏せ、谷底に突き落とし、次第に台地まで押し返した。

　周りが広い台地ならば、まぐれ当たりで本体を叩くことができる可能性もある。確率で考えれば、限りなくゼロに近い数字ではあるのだが……。

　しかもこの戦いには大きな危険が伴う。単純に今まで一方向からの攻こう撃げきだったものが、四方八方からの攻撃になってしまうということだ。

　数の理、地の理が向こう側に味方するリスクを背負っても、万に一つでも可能性のある方に掛けるしかない。

「……ま、とはいえ、シェッセたちが帰ってくりゃ、どうってことねえんだがな」

　ひとりごちながら、大きく肩かたで息をする。既すでにタクトの身体は、あちこちが火傷やけどに苛さいなまれ、牙きばで裂さかれた傷からは血が滴したたる。

　荒く呼吸をしながら、タクトは尚なおも鉄パイプを振るう。

　ただここでタクトは戦い方を変えていた。

　それまで、無む作さく為いに鉄パイプで叩きのめした戦い方ではなく、ドラゴンの頭の真後ろのみを狙っていた。それは幻精竜フイニカの急所。一いち撃げきで幻精竜フイニカの息の根が止まり、食肉として確保できる唯一の弱点だ。

　タクトの戦いは、戦せん闘とうから狩かりにシフトされていたのである。

　しかし四方を囲まれ、急所のみを狙うというスタンスは、多大なる体力と精神力を消費することになる。なにより幻精竜フイニカの勢いは収まることを知らない。どれほど倒しても決して減ることのないドラゴン。代わりにこちらは時間の経過とともに体力を削られ傷を増やしただけ。長引けば長引くほどに、この戦いはタクトにとってのみ不利になるのである。

　その時、巨岩の上からバカでかい声がその場にこだました。

「ずいぶんと威勢のいい戦いだな！　肉屋！」

　その地を割るような大声に、幻精竜フイニカの動きがピタリと止まった。

　思わずタクトもその声の方向に目をやる。

　巨岩の上で腕うでを組み威い風ふう堂どう々どうとした態度の中年男が立っていた。タクトはもちろん知らない男である。

「？？　誰だオッサン!?」

「誰かとな!?」

　男が大声を上げると、すぐさまその横に、また知らない女が躍り出た。

「私たちを知らないってのは、ドラゴン退治の潜もぐりも同然！」

「聞きたいならば教えてやろう！」

「「我ら王立魔ま法ほう騎き士し団だん、竜伐騎士隊！」」

「黒竜伐騎士ガラン・ストラヴィンスキー！」

　というとガランと名乗った男はカッコよさ気にポーズを決める。

「同じく、青竜伐騎士、リタ・シュルツ！」

　やはりリタと名乗った女性もポーズを決める。

　呆あつ気けにとられたのはタクトだけでなく、幻精竜フイニカも同じだったようである。

　ただ幻精竜フイニカの方は、奇き怪かいな動きに攻撃されるのでは、と身構えただけであろう。

　タクトの方は単純に、

　――この大人………本気ではずかしい。

　と思っただけである。

「がはははは！　竜伐騎士を前に、ドラゴンども震えあがったな！」

「さあ、どこからでもかかってきなさい！」

　そんな二人の間から、顔を赤らめながらもう一人、女性がおずおずと現れる。

　シェッセの友達と言っていた、カティナ・イシュルダールだ。

「お二人……もうよろしいですか？」

「うむ、すっきりした！」

「テンションあがったわ！」

　恥はずかしい大人二人は大変満足げに頷くと、武器を抜ぬき放はなつ。

「行くわよ、両もろ刃は銀ぎん零れい」

　リタと名乗った竜伐騎士は細い剣けんを抜き放つ。

　続くガランも背にした巨きよ大だいな戦せん斧ぷを身構えた。

「行くぞ六ろつ鹿か戦せん斧ぷ！」

『おう』

　返答した戦斧に、タクトは目を眇すがめる。

　――聖遺物か……。

　古代技術の結晶、聖遺物。それと契けい約やくするだけの技量を持ち合わせた者は、聖遺物自身から語りかける。聖遺物の言葉を以もつて使用者と武器との契約が完かん了りようする。

　だとすれば彼かれは聖遺物との契約をなした者。

　それだけの技量を持ち合わせていると考えられる。恥ずかしい登場はさておき、かなりの使い手が現れたと判断していい。
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　巨岩の上から飛び降り先に切り込んできたのはリタであった。俊しゆん足そくで幻精竜フイニカの群れに突っ込んだかと思うと同時に、次々に細身の剣はドラゴンを蹴け散ちらしていく。

　後から切り込んできたガランは手にした戦斧を思い切り振りぬく。その一撃で目の前の十匹が弾はじき飛とばされるように宙を舞うと火の粉を散らした。

　さらに遠方から呪文を詠えい唱しようする声が響く。カティナである。

「遍あまねく世界を統すべる源よ。練れん成せいの光、邪悪を払う矢となりて、我が此この手に力を示せ。穹きゆう窿りゆう式しき魔まり力よく練れん成せい砲ほう撃げき！」

　その場に魔ま力りよくを矢に変えた練成砲撃が幾重にも降り注ぎ幻精竜フイニカを捕とらえていく。

　圧あつ倒とう的てきな勢いを見せる騎士たちに、タクトは大声を放った。

「バカっ！　やめろ！　そんな倒しかたしたら、食えなくなっちまうだろ！」

「がははは！　やはり戦場が一番性に合う！　血が騒ぐ！」

「聞け！　オッサン！」

「あははは！　あたしのスピードについて来れるかしら！」

「そっちのネーちゃんも聞け！」

　まったく聞く耳を持たぬ二人は、幻精竜フイニカを大ぶりの戦斧で薙なぎ払はらい、輝く両刃の剣で斬きり伏ふせていく。

　タクトは頭を掻きながら、眉み間けんにしわを寄せた。

「……ったく、素人が入ってくるとこれだから……」

　そう言いながらも、タクトは遅れまいとすぐさま戦線に加わる。あのような方法で、先に幻精竜フイニカの本体を討伐でもされてしまったら敵かなわない。

　しかし人数が増したことで、幻精竜フイニカの意識は分散している。この状態ならタクトにとっても先ほどより、ずっと戦いやすいことは事実だった。

　ガランの戦斧が唸うなり、リタの剣が引き裂き、カティナの練成砲撃が射落としていく。

　それでもなお、その次の瞬しゆん間かんには幻精竜フイニカは複製を作りだし爪つめを立て牙を剥むく。

　倒しても倒しても終わりのない戦い。

　背中合わせのガランがリタに文句をたれる。

「相変わらず、キリのない戦いだ！」

「仕方ないでしょ、そういうドラゴンなんだから」

　連続で延々と魔法の矢を放ち続けるカティナの表情にも次し第だいに苦く悶もんが浮うかぶ。

　そんな様子をタクトは目に留めながら鉄パイプで殴り続ける。

「――ったく、おいしく幻精竜フイニカを戴いただけなくなっちまうだろう、が！」

　鉄パイプを伝う手ごたえと衝しよう撃げき。急所を突くと次の瞬間には炎ほのおを噴ふきながら消え去り、新たな竜りゆうが生まれる。いったいここまで何匹の幻精竜フイニカを倒したのか、憶おく測そくすら立たなかった。




※※※※




　シェッセの目の前で、元気を取り戻したリュカは、あっという間に７匹の土群竜フーリカを、腸わたと食肉に解体してしまった。そして捌さばいた腸と食肉をそれぞれ油紙に丁寧に包み、肉箱の中に収めリュックに整せい頓とんしていく。

「しぇっせ、おわり」

「うん」

　まったく以て見事なお手並みと言うしかなかった。幼い彼女は既すでに肉を下ろす技術を正確かつ丁寧に身につけていた。

「リュカ、急ごう。タクトを助けに行かなきゃ」

「ぐぅ」

　狩ったドラゴンでパンパンになったリュックサックを背負ったリュカは、すぐさま四よつん這ばいになると、獣けもののように走り出す。

　シェッセもすぐさま彼女の後を追った。

　二人は来た道をひた走る。暗い森を抜け、谷の岩場までやってくる。先ほどタクトと別れたあたりまで来たが、そこに彼の姿はない。よく見ると、岩のあちらこちらに、焼やけ焦こげたような跡が残っている。

「もっと先かな？」

　するとリュカはクンクンと地面の匂においを嗅かぎだす。

「こっち！」

　そういうとすぐさまリュカは再び走り出した。あちらは、昨日最初に行った土群竜フーリカの巣がある台地の方角だ。

　シェッセは竦すくむような高さである谷のことなど忘れて、リュカの後を追い岩から岩へ次々に渡りながら直ひた走はしった。

　そしてようやく台地の光景が見えてきた時、シェッセはそこに広がる状態に絶句した。

　台地の上には数えきれない数の幻精竜フイニカが犇ひしめき合あっていたのである。

　タクトの姿は、と目を凝こらすと、その群れの端はしで鉄パイプを振ふりかざし応戦している。更さらに驚おどろくことには、その傍かたわらには騎き士し団だん庁舎で会ったガラン、そしてリタの姿が。後方から魔力練成によって支援をするカティナの姿もあった。

　どうして彼女たちがここへ、という疑問は呑のみこみすぐに助けに走る。

　すると脇わきを走るリュカがシェッセに顔を向ける。

「しぇっせ、また、まりょくかして」

　おそらく以前と同じく武器を召しよう喚かんしようとしているのだろう。

「うん、おいで」

　シェッセが手を伸ばすと、四つん這いで走っていたリュカがピョンと飛びこんできた。

　彼女を受け止めると同時に、リュカはシェッセの背に回り込み、肩車の体勢になる。そしてポケットの中から竜仙華カラフを取り出し、呪文を詠えい唱しようしていく。

「せかいをすべるまりょくのみなもと。くうかんをときはなついだいなちから。だいちのことわりをはずれ、いせかいのとびらをあけはなて」

　リュカの手の中から竜仙華カラフが術式を形成する古代文字を展開し、それは立体魔ま方ほう陣じんへと変へん貌ぼうしていく。

　魔方陣をはらみながらシェッセとリュカは、タクトたちの元へと走る。

「タクトっ！」

　腹の底からシェッセは彼の名前を呼よび掛かける。

「おう！」

　それに呼応するタクトは幻精竜フイニカの首の付け根を狙ってたたき伏ふせた。

　シェッセは腰こしから帯たい剣けんを抜き放ち目の前に幻精竜フイニカに斬りかかる。ちょうど時を同じくしてリュカの立体魔方陣が完成した。

「たくと、なんでもよびだせるよ！」

　リュカの言葉にタクトは頷うなずき返す。

「じゃあ、鳶とび口ぐちだ！」

「うん！　していざひょう、２８８９２１０９２７、９８１２０００３、５７、４６７」

　リュカの呪文に合わせて立体魔方陣が脈動し、鳶口を呼び出す。シェッセは群がる幻精竜フイニカを跳ね退けタクトの元へ一歩でも近づこうとした。

　タクトもまた、鉄パイプを振りかざし、掻かい潜くぐるように幻精竜フイニカを蹴散らしていく。

「タクトっ！」

　幻精竜フイニカの群れに風かざ穴あなを開け、目の前が開けた先にタクトの顔があった。鉄パイプと帯剣が接せつ触しよくし、火花を散らす寸前――タクトが片手を伸のばした。

「鳶とび口ぐちっ！　来いっ！」

　その勢いのまま、タクトの手が立体魔方陣の中へと吸い込まれる。バチバチっと電撃が走り、そして次の瞬間にタクトはその手を引き抜いた。そのままシェッセとリュカを背にしたタクトは円を描くように鳶口と呼ばれる物を引きずりだす。

　２メートルほどの木製の棒である。その先に、肉食鳥類の嘴くちばしのような金属が頑がん丈じように嵌はめこまれていた。

　それは武器と呼ぶべき物なのかは定かではない。攻撃できる範囲はその先端の嘴のような金属部だけだろう。

　しかしタクトは正面を向く幻精竜フイニカに向かって鳶口を突き出した。一いつ瞬しゆん空から振ぶりかのように見せた鳶口を、タクトが全力で引く。その瞬間、幻精竜フイニカの急所である後頭部に嘴のような金属部が的確に捕らえ掻き切った。

　どの幻精竜フイニカも消える直前の炎を上げることなく次々に事切れ消え去る。

　鳶口を肩に乗せたタクトは、シェッセの背に乗るリュカを見た。

「リュカ、もう平気か？」

「ぐぅ！」

「おし、本体がどこにいるかもわかってるな？」

　タクトに言われ、すぐさまリュカは鼻をクンクンとさせ、

「あっち」

　と指を向ける。その指さす方向は、圧倒的な数の幻精竜フイニカの壁かべに阻はばまれている。

「よし、シェッセ！　本体を狩るぞ！」

「うん！」

　シェッセの返事を聞いたタクトはニヤリと笑うと、すぐさま鉄パイプで目の前の幻精竜フイニカを一いつ閃せんする。群がる壁は崩ほう壊かいするようになぎ倒され火の粉となり散る。

　偽物である複製に容赦はない。

　シェッセもまた帯剣を振りかざし、幻精竜フイニカを踏とう破はしていく。そしてシェッセの背から飛び出したリュカが短たん弓きゆうで矢を放ち誘導する。

「しぇっせ、あそこ」

　その方向に目をやった。群れるドラゴンの後方。あのどれかが本体。

　本体を前にして、幻精竜フイニカの防壁はより強力に守りを固めてくる。タクトが鳶口を構え鉄パイプを振るうが、折り重なるようにドラゴンが犇めき飛とび退すさる。

「あそこにいる！」

「よし！」

　リュカの指さす方向めがけ、タクトが鳶口を突きだした。その間も後を絶たない幻精竜フイニカの猛もう攻こうを、タクトは的確に受け流す。そして急所にのみ狙ねらいを定め次々に打ち込んでいった。

「……くそ」

　しかしそのどれもが複製であったようだ。

　シェッセもまた幾重にも連なる防壁を掻かい潜くぐり、幻精竜フイニカを叩たたきのめしていく。

　その時、幻精竜フイニカの一群の中に、明らかに動きのおかしなドラゴンが目に留まった。他のドラゴンよりも非好戦的で、逃にげ腰ごしに周りを窺うかがい、戦闘に加わろうとしていない。

　シェッセはそれに狙い定め、周りを固める幻精竜フイニカの複製を薙なぐ。

　しかし間髪いれずに幻精竜フイニカの複製が湧出してはシェッセの前に立ちはだかった。シェッセの剣速を以てしても、湧出する速度を追おい越こせない。

　――あと少し、あと少しだけスピードが……。

「シェッセくん！」

　その時、後方からリタの声が響ひびき渡わたる。瞬間、シェッセは一いち瞥べつすると、

「これ、貸したげる！」

　勢いをつけてリタは手に持った両もろ刃は銀ぎん零れいをこちらに投げた。

　両もろ刃は銀ぎん零れいはシェッセめがけ一直線に空を切る。シェッセは軌道に沿って両もろ刃は銀ぎん零れいの柄つかを片手でキャッチ。

「リタさん、これって……」

「両もろ刃は銀ぎん零れい、シェッセくんなら使えるはずだよ！」

　シェッセは託された剣、両もろ刃は銀ぎん零れいを手に力強く頷き返した。

　隣となりにいたガランが焦あせったように顔をしかめる。

「おい、おまえはどうするんだ？」

「あんたが守ってよ！　シェッセくんが倒たおすまでの間なんだから」

「……ったく、これだから……掴つかまってろ！　離れるな！」

　ガランはリタを背に戦せん斧ぷを構えた。

「そんなわけだ、六ろつ鹿か戦せん斧ぷ、こいつの分まで戦ってくれ」

『諒りよ解うかいした』

　ガランはリタを守るように背の後ろにすると、六ろつ鹿か戦せん斧ぷを振りぬき幻精竜フイニカを蹴散らした。

　その一方シェッセはその場に自らの帯剣を突きたて、代わりに受け取った両もろ刃は銀ぎん零れいを両手で構える。

　そして牙を剥き飛び込んでくるドラゴンを叩く、叩く、叩く。

　――あれ……どうして？

　その手の中の感覚がどうにも鈍い。両もろ刃は銀ぎん零れいの力は『捷しよう速そく羅ら迅じん』――手にした者は人の限界を超えたスピードを得ることが出来る、はずだった。

　しかしシェッセが感じるその速度は、帯剣と変わらない……いや、それよりもむしろ遅い。これでは形成はむしろ悪くなる。それでもシェッセは、目の前を切り開かんと全力で剣を振ふるう。しかしほんの少し遅いというだけで、状じよう況きようが一気に不利になった。幻精竜フイニカの本体に近いこともあって、複製たちは熾し烈れつにシェッセを追いつめようとする。

「シェッセ！」

　タクトの声が聞こえた。周りを蹴散らし、自分を助けようと幻精竜フイニカを押しのける。しかしそれを阻はばもうと複製たちはタクトめがけて覆おおいかぶさるように飛び込んでいく。

　――ボクが行かなきゃ……本体にもっとも近いボクが……。

　逃げ腰の本体と思おぼしき幻精竜フイニカに狙いを定める。

　だが複製たちがすぐさま跳ちよう躍やくし、シェッセ目がけて飛び込んでくる。

　かわしきれない、斬り伏せられない、逃げ場などない。

　その時、シェッセの耳に誰だれかの声が語りかけてきた。




『解放しなさい――血けつ焔えんの仔こ』




　瞬まばたきをするような、一いつ瞬しゆんの間だった。

　それが誰の声かもわからない。ただ、その声は、シェッセの魂をどこか遠くへ引き込んでいくかのように心の奥おくを震わせる。以前のタクトの血を受けた、あの時とは似て非なる感覚。

　魔力が変換されることはない。これは一体どういうことか。

　目を開いたシェッセの向こう側に映る光景は、まるで時間が制止したかのようだった。

　すべての動きがまるで止まったかのように感じる。

　飛び込んでくる幻精竜フイニカ、大口を開き剥きだす牙、燃え上がる羽。そのすべてがはっきりとシェッセの目に映るのである。

　――これなら！

　シェッセは両もろ刃は銀ぎん零れいを迫る幻精竜フイニカに叩きこみ、反動で対面へ刃やいばを返す。

　伝わってくる感覚に、シェッセはこれがどういうことか認にん識しきし始めた。

　――時間が止まったんじゃない。自分が速いんだ。

　元々スピードに特化したシェッセに、両もろ刃は銀ぎん零れいはさらなる加速をもたらす。今のシェッセのスピードはそれまでの彼かの女じよを大きく凌しのぐほどの猛もう速そく。

　行く手を阻むドラゴンを、見る間に踏破していく。

「しぇっせ、あれ、あれ」

　リュカの指示にシェッセは一気に畳たたみかけるように接近する。

　逃げる幻精竜フイニカの本体目がけ、シェッセは両もろ刃は銀ぎん零れいを突き立てんと剣を引きつける。

　しかし幻精竜フイニカの本体を守るように複製の群れが湧出した。

　――あと……一歩。

　本体を守る複製たちのほんの僅わずかな隙すき間ま。その先に幻精竜フイニカの本体が見えた。

　――あそこだ！

　その僅わずかな隙間目がけシェッセは剣を真まっ直すぐに突き立てた。両もろ刃は銀ぎん零れいはその隙間を縫ぬうように滑すべり込こんでいく。

「やあああああっ！」

　そして確実に深く抉えぐり込こまれる手ごたえ。

　響ひびき渡わたる叫きよう喚かん。

　その瞬間、その場にいた幻精竜フイニカの複製約３００匹ぴきが一斉に細かな火の粉を散らし消え去った。そして残されたのはシェッセの握にぎる両もろ刃は銀ぎん零れいに心臓を貫つらぬかれた本体のみ。

　シェッセは突き立てた両もろ刃は銀ぎん零れいを力一杯、引き抜かんとする――が抜けない。

「なっ!?」

　小さな幻精竜フイニカの身体の筋肉が、その一点に集中でもするかのように固くシェッセの剣を捉とらえて離さない。

　シェッセは知っていた。幻精竜フイニカが最後にすることを。たとえ死しても、ただでは死なぬ特性。最後に己が火か竜りゆうであることを見せつけるかのように、焔ほむらを立て、自分を斬った相手ごと燃もえ尽つきるということを。

　――引き抜くんだ！

　全力で剣に力を込める、しかし抜けない。

　見る間に幻精竜フイニカの身体に罅ひびが入り、その隙間からマグマのように真っ赤な炎が噴き出す。

　剣を捨てるか――一瞬の迷い。それが命取りとなる。

　息をのんだ。

　同時に幻精竜フイニカは炎を散らし爆散した。しかしシェッセの身体にその熱量は届かない。

　――どうして？

　理由がわからなかった。しかし脳はゆっくりと目の前で起こったことを認識していく。

　シェッセの目の前に大きな壁が、彼女を包み込むように守ってくれたのだ。

「タクト！」

　炎は音を上げ、タクトの背を焼く。が、タクトは顔色一つ変えず、振りかえりざまに裏うら拳けんを食らわすと、燃えあがる幻精竜フイニカは両もろ刃は銀ぎん零れいから抜け落ち、遠くへ転がった。

　炎の塊かたまりになった幻精竜フイニカはそのまま音を立てて燃え上がる。

「タクト！　タクトタクト！」

　認識が後から追い付くにつれシェッセは驚きと心配のあまり必死で彼の名を叫さけぶ。

　しかしタクトはケロリとしたままシェッセの顔を見下ろした。

「あぶねえなあ……火傷やけどするぞ」

　火に焙あぶられた張本人は全く動じずシェッセに語りかけた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶなの？　背中、焼けてない」

「ああ……ちょっと焦げたな。ワイシャツの替えあったよな」

　背中をパッパッとタクトは払いながら、何事もなかったかのように平気そうな顔をする。

　その顔を見てようやくシェッセも安あん堵どの息をもらした。

　と、そんなシェッセの安堵に水を差すかの如ごとく、タクトは急に口の端はしをゆがめた。

「それよりシェッセ……」

「……え……はい」

「おまえというやつは、どうしてこういうことをするんだ？」

「こ、こういうこと？」

　いつもに増して小こ姑じゆうとのオーラを漂ただよわせるタクトに、シェッセも思い当たる節が無いわけではない。

　タクトはビシッと燃える幻精竜フイニカを指さす。

「幻精竜フイニカが丸焼けだ」

「……そ、そうだね」

「間もなく炭になろうとしてる」

「……してるね」

「肉屋は？」

「いちばんおいしい状態で獲とる………ごめんなさい！」

　素す直なおに謝あやまった。なにぶん倒すことだけで精いっぱいだったのだ。たしか以前本で読んだ幻精竜フイニカの倒し方は、後頭部の急所を一突きすれば、返り討ちの炎に焼かれることはない、と書いてあった。おそらくはその方法で倒していたら、食肉として扱える状態で獲れただろう。少なくとも目の前の炭になりかけている状態にはならずに済んだに違ちがいない。

「はあ……まったく」

　大きなため息をつきながら、タクトはシェッセの頭に軽くポンと手を置いた。




◇◇◇◇




　ガラン・ストラヴィンスキーにとって目の前で起こったことは驚きよう愕がくに値あたいすることばかりだった。一つはこの少数で幻精竜フイニカを討伐したことだ。たとえ竜伐騎士といえども、幻精竜フイニカをこの人数で倒すことは、その特性故ゆえに不可能である。なので増ぞう援えんを要よう請せいし、その間足止めをする、というのが幻精竜フイニカ討伐のマニュアルとなっている。

　もう一つはシェッセ・リハエルである。

　リタの両もろ刃は銀ぎん零れいを使いこなしたばかりか、リタ以上のスピードで降りかかる攻こう撃げきをすべて弾はじき、群れる幻精竜フイニカの中から本物を突き止め、止めを刺すにいたった。あれが劣れつ等とう騎き士しと噂うわさされるリハエルとは誰も思うまい。

　そしてミキハラタクト。

　竜伐騎士だけでなく、王立魔ま法ほう騎き士し団だんの上層部はすでにこのミキハラタクトについての情報をかなり掴んでいる。だからこそガランにとってはどうしても確かめなければならない、という欲求が湧き出してきてしまった。

　――ミキハラタクトが騎士団の推測通りなら……確かめねばなるまい。

　ガランはミキハラタクトの元に歩み寄った。

「なあ、肉屋」

「ああ？」

　シェッセ・リハエルに説教中だったミキハラタクトは、腑ふ抜ぬけたような返事を返しながらこちらに振ふり向むいた。とても上位竜を倒すことができるような面つら構がまえには見えない。

　しかしガランの考えが正しければ、この男はシェッセ・リハエルに決して近づけてはならない存在。それを確かめねばならなかった。

　手にした六ろつ鹿か戦せん斧ぷを構えガランはタクトに凄すごんだ。

「俺おれと一戦、勝負してくれないか？」

　そう提言するガランに、ミキハラタクトは頭を掻きながら面めん倒どうくさそうな顔をした。

「ええ………やだよ」

「なぜだ？」

　殺意にも似た気き迫はくを漲みなぎらせるガランを前に、タクトはそれでも動じずに鳶とび口ぐちを肩かたにかけ、ため息交じりに言った。

「じゃあ聞くが、オッサンは食ったらうまいのか？」

「………………ああ？」

　呆あつ気けにとられた。

　いったいこの青年は何を言い出したのか、ガランには理解ができなかった。

「俺は騎士じゃねえんだ。食うもの以外は殺さねえ。食わねえ肉は狩らねえ主義だ」

　そう言うとミキハラタクトは、六ろつ鹿か戦せん斧ぷを構え、いつ斬りかかってもおかしくないガランの間合いに入る。一いつ切さいの戦意も見せない無防備な様子に、ガランは逆に動くことが出来なかった。

　そしてすれ違いざま、タクトは足を止めガランにだけ聞こえる声で呟つぶやくように言った。

「オッサン……別に俺に探さぐりを入れようが、俺の命を狙おうが構わねえがな……」

「………」

「だが、おまえら騎士団の思おも惑わくに――シェッセを入れんじゃねえ」

　ガランはハッとした。まさかこの男は騎士団上層部のみが手にしているような情報すら、知っているのかもしれない。ガランも知ることのない、何か大きな秘密を。

　――一体何を掴んでいる、一体何を知っている。この男はシェッセ・リハエルの秘密を知りながら、そして自分が何者であるかを知りながら、その上で言っているのか。

　ガランは手にした六ろつ鹿か戦せん斧ぷを下ろし、去っていくミキハラタクトの背を見送った。
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終章　帰り道までの道程







　シェッセは目の前で起こったことに、ただ胸元を押おさえながら呼吸をすることすら忘れていた。どうして、何な故ぜ、竜りゆう伐ばつ騎き士しであるガランがタクトに戦いを申し込んできたのか。

　しかもガランは見るからに殺気を放っていた。

　対してタクトは肉屋の理論で戦うことを拒こばみ、そのままガランを無視して行ってしまった。

　シェッセは沈痛な面おも持もちを浮うかべるガランに黙礼し、リュカと共に急いでタクトの背を追った。まるで何事もなかったかのような顔のタクトは、シェッセを見ると嗜し虐ぎやく的てきで小姑な笑いを浮かべる。

「おい、シェッセ。キャンプへ帰って説教の続きだ」

「え？」

「おまえにゃ、肉屋としてのあり方を叩たたきこまなきゃなんねえようだ」

「そ、そんなことよりどうして……」

「ああ？」

　心配でならなかった。タクトが竜伐騎士から剣けんを向けられるような人間でないと、強く思っていたからこそ余計に気になるのだ。いてもたってもいられなくなるのだ。

　その時、後ろからガランが先ほどまでの様子など微み塵じんも感じさせないような明るい声をかけてきた。

「はっはっはっ、リハエル心配するな。強いと噂うわさを聞いていたから、手合わせをしてもらおうと思っただけだ。しかし肉屋には全くその気は無いようだったがな」

「そ、そうなんですか……でも」

　あれは模も擬ぎ戦せんをしよう、などという軽い気持ちではないことくらいシェッセにもわかっていた。そんなシェッセの心中を察してか、ガランは注釈を入れるように続けた。

「やるなら全力で戦うのが武人だろう。違うか、リハエル」

　そう問われればシェッセも頷くしかない。

「はい、そうですね」

　その答えにガランは彫ほりの深い顔に皺しわをよせて笑った。そして黒くろ焦こげになった幻精竜フイニカを拾い上げるとリタとカティナに向かって叫ぶ。

「よし、報告もあるから急いで山を下りるぞ！」

　その声にリタとカティナは大きなため息をついた。ガランが先頭でさっさと先を行くのをリタが追う。ただカティナだけがするりとその場をすり抜けシェッセの元にやってきた。

「シェッセ、君がここに来ているとは思わなかったよ」

「うん、ボクもカティナとこんな山の中で会うとは思ってなかった」

「わかっていればもっと早く知らせることができたんだが、今回の幻精竜フイニカの襲しゆう撃げきもどうやら竜りゆう神じん信しん仰こう絡がらみらしい」

「え、そうなの？」

「ああ、だからこっちに帰ってきたら、また庁舎に一度顔を出してくれ」

「うん、わかった」

「すまないな、私はあの人たちに付き添わなきゃならないんで、これで」

「うん、気をつけて」

「シェッセもな」

　手で挨あい拶さつをしてカティナは小走りにガランとリタの後を追っていった。

　ふう、とため息をつきながらシェッセはまだどこか落ち着かない様子でその後ろ姿を目で追っていた。

　するとそこへタクトがやってくる。

「ほら、肉が新しん鮮せんなうちに加工しちまうぞ」

「あ、うん」

「リュカ、先にキャンプに戻もどってお湯沸わかしといてくれ」

「ぐぅ！」

　呪のろいが消え元気を取り戻したリュカは、返事をすると四よつん這ばいになってキャンプの方へと走って行った。




▼　▼　▼




　グレン・フォワードは次々にやってくる報告を聞きながらうんざりとした気持ちになった。理由は単純なもので、要するに今回の計画についてである。

　幻精竜フイニカを口寄せするために祭さい壇だんを創る命令を受け、すぐさま準備にかかった。一両日中に人事手配を行い、上からの指示を受けて秘密裏に任務は完かん了りようした。

　幻精竜フイニカを召しよう喚かんではなく、口寄せするとなると祭壇を八つ用意することになる。その配置が重要だった。

　だから上からの命令書に記された配置指定の欄を見たときには目を疑った。

　指定された土地の一つにカラセナが入っていたからだ。

　土地神である農耕神ルクルアの結界を壊こわし、その上に祭壇を創れというのである。

　こんなもの見つかるのは時間の問題だ。もちろん一日、いや半日でもあれば幻精竜フイニカ口くち寄よせが成立する自信はあった。だから術式成立に関しては何一つ心配はなかったのだが、わざわざ見つけてくれと言わんばかりの、この方策が気に入らなかった。

　――それとも見つけさせるためか？

　何のためにわざわざ王立魔法騎士団にこちらの情報をくれてやるのか。なにしろセントウッドにやってくるドラゴンの正体が早く判明してしまえば、あちらはすぐさま対処を講じるに違いない。かつて王立魔法騎士団にいた自分にならよくわかる。

　殊こと、内務部の連中の目の光らせ方には気をつけなければならない。騎き士し団だんに於おいてかなりの地位を得ていたグレンですら、内務部の動きまでは完全に把は握あくすることができなかった。

　そしてその思惑はあまり喜ばしいとは言えない形で結実している。

　次々に入ってくる情報は、想像通りの展開であった。

　王立魔法騎士団内務部の者がカラセナの農耕神破は壊かいに目をつけ、現地を訪れ、隠いん蔽ぺいの術式を破壊し、祭壇を発見した。そしてすぐさま、その口寄せの祭壇を中心として他の八カ所の祭壇も芋いも蔓づる式しきに発見され破壊されたそうである。また幻精竜フイニカへの対処に中隊二隊がカラセナに集結しているという。

　幻精竜フイニカがカラセナに入ったという報告はまだ受けていない。中隊との衝しよ突うとつもまだ確かく認にんされていない。報告の一つでは、中隊集結を前に、先に山中に竜伐騎士が入ったという情報も入ってきている。

　だとすればどう考えても、幻精竜フイニカが王都に侵しん攻こうし、無知なる愚ぐ民みんへの鉄てつ槌ついに及べるはずもない。

「いったいアステイリア様はなにを考えているのだ………」

　頭を抱かかえ、次々に入ってくる報告を纏まとめあげた報告書の内容にため息が漏もれる。こんな結果が最初から見えている不ふ甲が斐いない報告を、これから提出しなければならないかと思うと気が滅め入いった。

　報告書を抱えグレンは会議室へと向かった。ノックし扉とびらをあけると幹部を始めとした竜神信仰の中心人物たちが勢ぞろいをしていた。

　てっきり一部の幹部だけかと思っていたグレンは肝きもをつぶしながらも、平静な顔で報告書を差し出した。

「この度たびの懸けん案あん、幻精竜フイニカの口寄せに関する、今日現在の報告書です。現在、王立魔法騎士団内務部を中心とした調査団が動いた事実を確認。その後、中隊二隊がカラセナに集結している模様。現時点に於いては、幻精竜フイニカのセントウッド入りは確認できておらず。以上です」

　報告書の内容を掻かい摘つまんで話すと、席の中心に腰こしを据える少年の様な面おも差ざしの者が不敵に笑った。

「うん、そうか。計画通りということかな……」

　彼かれの言葉に、グレンは虚きよを突つかれた。

「どういうことでしょうか？」

　思わず立場も弁わきまえず質問を返してしまう。しかしそれに少年は不快感一つも示さず、にこりと笑う。

「言ったろ、計画通りさ。それに幻精竜フイニカは多分もう倒たおされてしまっているだろうしね」

「………倒されている？　それは王立魔法騎士団の中隊にですか？」

「違うよ。そんなものは無くても、別の人間が倒したはずさ」

「別の……？」

「ああ、別の……まあ、それはこの際仕方のないことだ」

　彼の言うことがグレンにはどうしてもわからなかった。自分の作戦が失敗することが、どうして計画通りで、仕方のないことなのか。

「納なつ得とくがいっていないようだね、グレン」

「……………恐おそれながら」

「いや、こちらも説明不足だったよ。ただあまり説明をして手を抜かれても、ましてや力を入れ過ぎられても困るんで、いつも通りに動いてもらっただけさ。悪かったね、結果的にだますような真似になってしまったかもしれない」

「恐れ多いお言葉です………しかしアステイリア様。それはいったいどういうことなのでしょうか？」

「なあに、しかるべき者たちが集まったんだ。我々もしかるべき動きをしなければならない。そのための段階を踏むために、今回は二つの駒こまを進めた」

「二つの駒？」

「ああ、そうだ」

　アステイリアは笑い顔を崩さず、手元にある地図を眺ながめる。

「一つは竜伐騎士と、ミキハラタクト、シェッセ・リハエルを巡めぐり合わすこと。これは問題なくいったはずだ」

「それはどういう……？」

「先日ミキハラタクトを雇う店へ、パシエニール共きよう栄えい圏けんの大使館名義で土群竜フーリカの発注をかけておいた。そうすれば彼らは土群竜フーリカを狩かりに行く」

　グレンはずっと不可思議に感じていた理由がようやく解った。

　あの位置に魔ま方ほう陣じんを敷しくことは、二重の意味があったのだ。

　王立魔法騎士団に気づかせ、迎げい撃げきに向かわせること。

　そして幻精竜フイニカの侵攻ライン上に、土群竜フーリカの巣を置くこと。

　そうすれば自おのずと狩りに行ったミキハラタクトたちと、迎撃に向かった竜伐騎士たちが出会うことになる。すべてはドラゴンを呼び寄せることではなく、彼らを出会わせるためであったのだ。

「ある程度、彼らには接せつ触しよくしておいて貰もらわないといけない……今後の為ためにもね。それからもう一つ」

「もう一つ……と申しますと？」

「君が動いてもらっている裏で、別の動きもあったんだ」

　その言葉にグレンの心は燃え上がった。自分が歴史的転換点に立ち会えることに心が奮い立った。

「アステイリア様……それは……」

「君が布陣を張っている間に、もう一つ別の円形魔方陣を張ったんだ。今王立魔法騎士団は幻精竜フイニカの対応に追われている。それ以外にだって初夏の季節竜の対応でも手が足りないほどだ………この機に我々は次のドラゴンをこの地に呼び寄せる」

　その宣言にその場にいる者、すべてが奮い立った。

　会議の場は熱を帯び、歓声が犇ひしめいた。




◇◇◇◇




　山を下るカティナ・イシュルダールはガランにどうしても聞かねばならないことを問うべきか悩んでいた。

　先ほどのミキハラタクトへの行こう為い。あれは服務規程違反である。現在、王立魔法騎士団は竜伐騎士と同等の戦力であるミキハラタクトに対して、監かん視しという姿勢でいる。

　過か剰じような接触、および触発行為は禁止となっていた。

「カティナ、納得がいってないようだな？」

「え、あ、はい」

　そんな内心を読んだかのようにガランは振ふり向むきもせずに話しかけてきた。

　するとカティナを代弁するようにリタが口を開く。

「納得いかないのはこっちだよ。どうしたのさ、いきなりあんなこと」

「なんだリタ？　おまえはわかってたんじゃないのか？」

「………え？　なにが」

　不思議そうな顔をするリタに目をやりながら、ガランはカティナに話を継いだ。

「俺が気になっているのは、ミキハラじゃない」

「どういうことですか？」

「シェッセ・リハエルの方だ」

　シェッセが……一体彼の琴きん線せんのどこに触れたのか。

「あの娘むすめの現在の直属はカティナ、おまえだったな？」

「はいそうです」

「じゃあ聞くが、内務部でリハエルをミキハラに付けるというあの命令……あれはどこからだ？」

　カティナは思わず口をつぐんだ。同じ王立魔法騎士団でも、竜伐騎士と内務部は管轄が全く違う。こと情報の扱あつかいが慎重な内務部は、たとえ竜伐騎士であってもその情報を迂う闊かつに話すことは出来ない。

「答えられないか……まあいい。内務部の人間が口が軽いでは、その方が問題だからな」

「申し訳ありません。しかしシェッセの何に問題があるというのです？」

「分からないか――あの娘は……」

　ガランは息を呑のみ慎重にその言葉を発した。

「………『血けつ焔えんの聖せい女じよ』の可能性がある」

　カティナは驚きよう愕がくに目を見開いた。信じられないことを聞いたかのように、歩くのを忘れそうになった。

　――シェッセが……血焔の聖女……？

　言葉を継ぐことができないカティナに、ガランは話を続けた。

「王立魔法騎士団に魔法の使えない者が入団したと聞いて、おかしいとは思っていた。なぜ魔法が使えない者など魔法騎士団が必要とするのか……」

　そんなガランの言にカティナは反論するように声を強めて言った。

「それは彼かの女じよに、それを補って余りある剣の腕うでが……」

「それでも、魔法が使えないのでは意味がない」

　ぴしゃりと抑おさえ込こむようにガランの言葉は厳しく放たれる。

「魔法が使えることは最低条件だ。それが出来ない者など入団させても、他の隊士の足を引っ張り命を危険に晒さらすだけ。集団戦せん闘とうとはそういうことだ」

　そう、騎士団である以上は統制のとれた連れん携けいが必要となる。たった一人が魔法を使えないだけで、その隊が全滅することだってあるのだ。

「そんな騎士団に彼女は入団が叶かなった。それは彼女の意思ではなく、王立魔法騎士団にシェッセ・リハエルを必要とする理由がある、ということに他ならない……そうは思わないか？」

「………そう……ですね」

　カティナは目を伏ふせながらガランの言うことを肯こう定ていした。

　本当はずっと気づいていた。それでも気づこうとしなかった。

「血焔の者が伝説上の通りなら、その身にナギの力を宿している。すべての魔装器、聖遺物を使いこなし、ドラゴンをこの世に放った竜りゆう人じんナギの力が」

　そう、アステイリア神話の中で、血焔の聖女はナギの力をその身に受け止め封印した。だとすれば、その聖女ルシーニアの生まれ変わりには自ずと、ナギの力が身体の奥おくに潜んでいることになる。すべての魔装器、聖遺物を使いこなす力を。

「………先の戦闘で俺は両もろ刃は銀ぎん零れいの声を聞いた」

「………」

「他でもない、シェッセ・リハエルがこの剣を持った時のことだ」

「……やっぱりそうか。あの娘こ、あたしが出せるスピードを完全に上回ってるとは思っていたけど………」

　ほんの少し悔くやしそうな表情を浮かべるリタの肩にガランは手を置いた。そしてカティナに向き直るとおもむろに口を開いた。

「なあ、カティナよ。もしリハエルがそうであるのなら、決してミキハラには近づけてはならんだろう」

　そう、竜りゆう槍そうも持つ者……ナギの使っていたとされる武器を持っている彼に近づけるということ。いや、まだ彼の持つ竜槍が本物であると断定されたわけではない。しかし、可能性があることは確かなのだ。

「騎士団内務部は、あの二人を引き合わせ、何をしようとしている？」

「………すみません。自分はなにも……」

　薄うすい唇を噛かんだ。友人が途と轍てつもないことに巻き込まれていることを知ってしまい、そしてそれが自らの命令で動いているということ。しかし本来的には上からの、某なにがしかの思惑あっての命令。それを確かめる術は………。

「ねえ、カティナ」

　重い表情をするカティナに、リタが顔を覗のぞきこんできた。

「もし……もしだよ」

「はい」

「カティナがその気なら、王立魔ま法ほう騎き士し団だんが何を考えてるか、調べらんないかな？」

「そ、それは………」

　言いい淀よどむカティナに、ガランが向き直る。

「今の話はこの三人のうちに留めておいてくれ。もしかしたら、以前のようにまだ内部にグレンの様な竜神信仰者がいてもおかしくはない」

　そう先日、奇くしくも王立魔法騎士団の中から離反者が現れてしまい、あろうことか取り逃がしてしまった。現在の王立魔法騎士団内は改めて、離反者、竜神信仰者がいないか、目下詮せん索さく中ちゆうなのだ。

「それに竜神信仰でなくとも、リハエルの力を知る上層部が、彼女の力を利用したいと考えてもおかしくはない。事によれば、国が揺ゆらぐことにすら成りかねないからな。その上で、我々も上層部の考えている思惑を知る必要があるだろう………場合によっては……」

「場合によっては？」

「騎士団を敵に回してもだ」

　その言葉の重さにカティナは鉛なまりの様な空気を呑のみ込こんだ。




※※※※




　シェッセは火にかけた鍋なべの様子をジッと見つめる。煮に立たたせないように火を調節しながら、出だ汁しを取り、適当なサイズに切った歩き山やま芋いもを入れ、味み噌そを溶いていく。

　その間、隣となりでタクトは手際よく土群竜フーリカを捌さばいていった。リュカが捌いた時も見事だな、と思ったが、タクトの手際の良さも相当なものだった。

　先ほどリュカが土群竜フーリカを腸と身体に解体したものを、さらに細かく部位ごとに捌くのだそうだ。

　薬や缶かんで沸わかしたお湯をかけながら、綺き麗れいに表面をゴシゴシと削るように洗っていく。それが終わると順々に木の枝に引ひっ掛かけていき、背を割って、各部位ごとに分別していく。

　あっと言う間に捕まえた７匹の土群竜フーリカは解体され、肉は冷蔵庫に収められた。そして先ほどリュカが分別した腸わたはこの場でソーセージに調理するらしい。

　大腸、小腸を洗い流すと、裏返しにして簡易な機械に取り付ける。

　その間にリュカが五ご臓ぞう六ろつ腑ぷを、別々に挽ひき肉にくにしていく。そして調味料や香こう辛しん料りようを添てん加かして味を調整していった。

「…………むぅ……ぐぅ」

　ちょこちょこ味見をしているのは、必要な手順に違ちがいない。ちょっと味見の回数が多い気がするが、それは見なかったことにしておこう。

　挽肉の味付けが終わると、リュカはそれを筒つつの中に詰めてタクトに受うけ渡わたす。タクトは挽肉の入った筒を機械にセットしてレバーをグルグルまわす。するとチューブの先から、どんどん挽肉が出てくる。それを添そえた左手で介かい錯しやくしていくと、あっという間に長いソーセージが出来上がった。タクトはその長いソーセージを中指一本分の長さのところでクルクルっと回転させる。

　シェッセもよく知っているソーセージが完成である。

「すごいね、こんな風に作ってるんだ」

「まだ完成じゃねえぞ。持って帰って燻くん製せいにするからな。別にいま焼いても食えるけど熟成させた方が旨うまいだろ」

「そっか」

　たしかに熟成期間は必要である。こと保存食品であるソーセージやハムなどはスモークし熟成させると驚おどろくほど香かおりとコクが豊かになる。

　なるほどなあ、とシェッセが思っている横で、リュカがこっそりソーセージをつまみ食いしていた。とりあえず見ないフリをしてあげることにして、シェッセはタクトの隣に行く。

「んで、おまえ、味み噌そ汁しるはまだか？」

「え、あ、もう少し」

「あんま煮詰めんなよ」

「うん、分かってるよ」

　返答しながら鍋の中の様子を見る。コトコト煮込んだ味噌汁は程ほどよい塩あん梅ばい。ご飯の方も炊たけているので食事はいつでもとれる。

「そっちが終わったらいつでも食べられるよ」

「うん、そうか。じゃあ、まあこっちも大体終わったから飯にするか」

「今日は何を食べるの？」

「これだよ」

　タクトはまな板の上でレバーを薄くスライスしていく。先ほど作ったソーセージの余りである。いや、多分余らせておいたのだろう。

「……レバーかぁ」

「なんだシェッセ。レバー嫌きらいか？」

　正直なところ、食べられないわけではないが、あまり好んで食べたことはない。

「どうもあのボソボソとした食感と風味が苦手で……」

「そりゃ新鮮なのを食ったことがねえからじゃねえか？」

「そういうもの？」

「ああ、レバーみたいな臓器は、肉の部分に対して消化酵こう素そが多いから、時間が経たつと自分の消化酵素でどんどん分解されちまうんだよ」

「え、そうなの？」

「だから早く食った方が旨うまい。時間が経てば経つだけ分解されて、匂においが強くなっちまうし、その部位の味も損なわれちまう」

「そうなんだ」

　フライパンを火にかけながら、程よく熱せられると、まずはレバーをその上に敷しく。同時にジュッと音を立てる。片面に火が通るとフライパンの上を躍らせて裏返す。

「おい、シェッセ、リュカ。見すぎだ」

「え？　そんなに見てないよ」

「ぐぅ」

　といいながら隣のリュカの顔を見ると瞳をキラキラさせている。自分もそんな顔をしていたのだろうかと考え、大人として自重することを心がけた。

　しかし先ほどからいい香りがしてきて、思わず目はそちらを追ってしまう。

「ほら、すぐに焼けるからごはんよそってくれ」

「う、うん」

　漂ただよう香りにつられて、ついついフライパンの上ばかり見てしまうので、気持ちを切り替えて炊たきたてのごはんをよそっていく。

「はい、リュカ」

「ぐぅ」

「こっちはタクトの分ね」

　そうこうするうちにタクトは焼きあがったレバーを皿に盛りつけていく。最後に軽くアラ塩を振りかけて出来上がりだ。

「おっしゃ、いただきます」

「うん、いただきます」

「……いただきます」

　恐る恐るタクトの切り分けてくれた土群竜フーリカのレバーを箸はしで掴つかむ。どうしても記き憶おくの中のあのボソボソとした食感と臭くさみが想起されてならない。

　それでもタクトに騙だまされたと思い、思い切って口に入れてみる。

「ん！」

　そのシェッセの表情を見たタクトが隣でにやりと笑う。

　土群竜フーリカのレバーは口の中に入れると同時に、舌の上でホロリと崩くずれる。シェッセの知る、あのボソボソとした食感などどこにもない。崩れたレバーはそのまま溶とけるように口の中に広がっていく。しかもそこには一いつ切さいの臭みは存在しなかった。あるのは風味豊かでしっかりとした味。

　シンプルに塩のみで味付けされているせいか、レバー本来の旨うまみと風味を殺さず口の中でほんのりと溶けていくのだ。

「いいか、人間の記憶ってやつはよく出来ていて、うまいレバーを一回食っておけば、その後まずいレバーを食っても脳内で補正してくれるぞ」

「そ、そうかな」

「そういうもんだ。だからなんでも最初にうまいものを食った方がいい」

「そっか……でも、濃こいソースで味付けしなくてもおいしいなんて……」

　普ふ段だん家で食べる時は大たい概がいしっかりと味付けがなされている。塩だけ、なんて食べ方はしたことがない。

「そりゃ、さっきも言ったが時間が経たったレバーは、分解されて臭くなるから、それを抑おさえるために香辛料を多く使って、味も濃いめにしてごまかしてんだ」

「なるほど……そう言われるとそうかも。なんかソース食べてるって印象だったから」

「そうだろ。まあ、あれはあれで、傷いたみやすいレバーを食べるための知恵なんだが、新しん鮮せんなうちに食えるんならその方がいいだろうな」

「なるほど」

　頷うなずきながら隣を見ると、リュカが無言で一心不乱にレバーを口に運んでいる。

「そんなに急いで食べなくても大だい丈じよう夫ぶだよ」

「ぐぅ！」

　元気になったリュカに目を細めながら、この数日間をふと振ふり返かえる。

　騎き士し学校の時にも泊とまりがけの実習はあった。しかしそれとは全く違う数日間。

　最初は不安もあったものの、今は何となく……、

　――………帰りたくないな。

　そんな風に心のどこかで思っていることに気がつく。

　こうしてたき火を囲んで食事をして、これを片づけたら帰路に就つかなければならない。

　帰り道はいつだって感傷的なものだが、今日はそれもひとしおだった。

　胸中には幾いくつもの事こと柄がらが犇ひしめめき合っては、整理がつかないまま再び心の奥底へと沈み、そしてまた浮うき上あがってくる。

　そんなことを考えながら、ぼんやりとするシェッセに、タクトが静かに語りかける。

「………シェッセ」

　虚きよを突つかれ、シェッセは顔を上げた。

「おまえが知りたがってることは、いずれ教えてやる……いや、話さなきゃならないかもしれない」

「え？」

「竜槍のことも、俺おれのことも……それまでもう少し待ってくれ」

　そう呟つぶやくタクトの横顔を見つめながら、シェッセは小さく頷く。

「………うん、待ってる」

　急がなくていい。

　少しずつ、彼かれのことが知りたい。

　――彼の何を？

　ふとそんな問いかけが頭の中を過よぎる。
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「……………………」

「どうした、おまえ顔赤いぞ」

「べ、別に、なんでもない……よ」

　彼のことが知りたい気持ちに、おかしなところなんて一つもないのに、どうして恥はずかしくなったり、もやもやとしたりするんだろう。

　自分の不可解な行動に答えを見つけられず、シェッセは目線を逸そらしながらため息をついてしまう。

　逸らした視線の先でリュカが不思議そうに小首をかしげていた。

《おわり》







あとがき







　このたびは拙せつ著ちよをお手に取っていただき誠にありがとうございます！

　この前、冷蔵庫のない我が家でヨーグルトを培ばい養ようしていたら、どうも変な味がする状態に育ってしまいました。それでも気のせいだろうと自分に暗あん示じをかけ完食したところ、立ち上がることができなくなるほどの腹痛が発生。……なぁに、これしきの腹痛で倒れる私ではないのだよ！　内うち堀ぼり優ゆう一いちでございます（ブルブル）

　食に貪どん欲よくなファンタジー、『吼ほえる魔ま竜りゆうの捕喰作法バルバクア』第二巻をお届けいたします。




　ドラゴンを食べることを主軸にした物語を書いている過程で、人類の食文化に関していろいろ調べておりました。そしたら、結構人間ってなんでも食うんだな……ということが改めてわかってまいりました。まあ、海外の旅行番組とかでビックリするものが出てきたりするのを昔よくテレビとかで見かけたりもしてはいたのですが、それにしても動くものは割となんでも口に入れるのでございます。

　かくいう私の出身地の方もイナゴとかハチの子とかを食べます。私もよく食べていました。

　海のないところで虫は貴き重ちようなタンパク源でございます。

みなさまも機会があれば食べてみてはいかがでしょうか？

　さて虫の話はさておき、この物語はお肉の話でございます。普段あまり肉を口にしない私ですが、この機会にいろいろなお肉を食べてみよう、と思い立ちました。手始めにカンガルーとかワニあたりでしょうか？　せっかくなので、ふだん口にできない物を食べてみるのもよいことではないかと思っております。食べてみたら、何かの折にどこかでご報告させてもらうことにしましょう。




　さてここからは謝しや辞じを。

　いつも的確な指し摘てきを下さる担当の中川さん。いつも本当にお世話になっております。

さらにイラストを描いてくださる真ま琉る樹きさん。イラストが上がって来る度に、いつも小躍りをしております。

　そして食べ物の知識やお酒についてご教きよう示じくださる『居酒屋メネフネ』のマスター水田淳さん。マスターの食と酒へのこだわりは哲学だと思っております。

　編集部のみなさま、出版流通に関わる全てのみなさまにも厚く御礼申しあげます。




　そして何よりここまで読んで下さったみなさまに。

本当にありがとうございます！

　無事こうして二巻を書かせていただけるのも、読者のみなさまのおかげでございます。

また、ファンレターを下さったみなさま、ブログにメッセージを送って下さるみなさま。　いつも超大切に読ませていただいております。心が折れそうな夜には、幾度も読み返させていただいています。

　応援していただいたものを、ちゃんと作品でお返ししていけるよう、日々精しよう進じんしてまいりたいと思っております。




　ではまた、次巻でお会いしましょう。




二〇一二年　五月吉日　　内堀優一
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

内堀優一先生／真琉樹先生
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